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町花「さくら」が柴田町を彩る 

 柴田町は、日本さくら名所100選に選ばれた「船岡城址公園」と「白
石川堤一目千本桜」があり、東北有数の桜の名所として知られていま

す。「さくら」は町花となっており、開花時期には「しばた桜まつり」

が開催され、毎年20万人を超す花見客で賑わいます。震災の影響によ
り今年の「しばた桜まつり」は中止とはなりましたが、訪れた花見客

の心を和ませ、被災の疲れを癒してくれました。 
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 4月1日から筑波大学に客員教授として出向しま
した。現在、筑波大学は、文部科学省からオリン

ピック競技大会において日本の国際競技力向上を

推進することを目的とした「チーム『ニッポン』

マルチサポート事業」の「研究開発プロジェク

ト」実施団体となっており、国内の大学，研究機

関，民間企業と連携して，オールジャパン体制に

よるマルチサポート・システムを構築する幹事校

となっています。私は、この事業推進のために

（筑波大学が）設置したスポーツResearch & De-
velopmentコアプロジェクトの主幹研究員（運営
統括補佐）として活動しています。 

 また、４月１日より文部科学省技術参与

（競技力向上担当）の任も拝命しました。昨

年度、文部科学省は、今後の我が国のスポーツ

政策の基本的方向性を示す「スポーツ立国戦

略」を発表しましたが、私は、この戦略に関す

る活動についても関わっていくこととなってい

ます。 
 筑波大学を拠点として、日本オリンピック委員

会（JOC）、ナショナルトレーニングセンター
（NTC）、文部科学省、そして国立スポーツ科学
センター（JISS）等の活動にこれまで以上に深く
関わることとなります。仙台大学で培った経験や

ネットワークを活かし、トップスポーツの発展に

尽力できるよう頑張ります。 

○勝田教授が筑波大学に出向 

宮城県教育委員会と仙台大学の連携協定によ

り、４月１日名取市立みどり台中学校に赴任しま

した。この学校は生徒数642名、教職員44名とい

う仙南地域では最大規模の創立14年目の若い学校

です。高台にあり、地盤も強いのか、震災の被害

はほとんどありません。海岸部との落差を感じて

います。県でも有数の進学校で、剣道やサッカー

など部活動も盛んです。本学卒業生も４人が教員

として勤務しており、頼もしく心強い限りです。 

生徒は４月18日から登校してきました。例年よ

より10日遅れです。中学校の校長としてこれまで

の専門領域(教授学習心理学)の成果を中学に還元

しつつ、生徒を間近に見ながら授業の工夫のしど

ころを学び、本学学生に伝えて行きたいと考えて

いますが、まだ勝手がわからずうろうろする毎日

です。中学生の顔つきはどこか幼いところも残し

つつ、大人びたと

ころもあり、新た

な刺激となってい

ます。30余年ぶり

の給食生活も、毎

日の楽しみです。 

また、名取市中学校体育連盟の会長を仰せつ

かり、例年使用していた名取スポーツパーク

（ナスパ）が震災で利用できないため、５月の

市中学陸上競技大会の会場として仙台大学の陸

上競技場をお借りすることにしました。赴任そ

うそう古巣(?)に泣きついた形となりました。学

生の皆さんの協力も頂きながら、大会を成功さ

せていきたいと考えています。どうぞよろしく

お願いします。近くにおいでの節はお立ち寄り

ください。 

○荒井教授がみどり台中学校校長に就任 

 今年4月から荒井龍弥教授が名取市立みどり台中学校の校長に
就任しました。大学教授が公立学校の校長に就任するのは全国

でも初めてのことです。4月19日（火）に行われた入学式には朴
澤学長も出席し、お祝いしました。 

＜荒井教授より＞ 

＜勝田教授より＞ 

学外で活躍される先生方 

仙台大学オリジナルグッ

ズにスカーフがあたらしく

仲間入りしました。シルク

100％で価格は3,500円です。
売店(タカトモスポーツ)で販
売しておりますので、是非

お買い求めください。 

スカーフ２柄が新発売になりました 

みどり台中学校校長室だより 
http://tt-arai.toypark.in/midoridai/menum.html 



                                              Monthly Report  3 

 

本学の活動がホームページを通じて、支援を呼

びかけたところ、全国の皆様からたくさんの衣類

等の協力をいただきました。その中に、心温まる

お手紙や絵なども添えられ、“福祉の原点”を省

みるような思いです。少しでも被災者の方々の勇

気となれえるのではないかと考え、今回物資とと

もに送られてきた手紙数点を紹介（無記名）させ

ていただきます。 
http://www.sendaidaigaku.jp/pdf/20110425.pdf 

なお、皆さまからご提供いただいた物資は、災

害ボランティア学生が男女別・サイズ別に仕分け

し、これまで亘理町・山元町・名取市・岩沼市・

仙台市教育委員会にお届けしました。4月26日には

津波被害を受けた東松島市や女川町の被災者を受

け入れている美里町社会福祉協議会に届ける予定

で作業を進めております。お寄せ頂いた皆様本当

にありがとうございました。 

＜災害ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ事務局物資担当:大山教授より＞ 

全国から届いた支援の輪 

仙台大学では組織的なボランティア活動を通し

して、被災をして困っている方々のために役立ち

たいと考え、賛同した学生と教職員が4月6日から

津波被害の大きかった地区を中心に組織的に活動

を始めています。 

 主な活動は、瓦礫の撤去・泥のかき出し作業

で、上の写真は津波被害にあった小学校で行った

泥のかき出し作業です。震災前の「楽しい教

室」を取り戻すために、学生・教職員が力を一

つにして頑張っています。 

14日からは避難所で生活する方々のエコノ

ミークラス症候群予防のために、「健康づくり

運動サポーター」による体操もスタートしまし

た。 

学生・教職員が災害ボランティアとして活動 

 

→ 

→ 

→ 

→ 

→ 

→ 
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本学では震災後の3月15日
に、留学生全員を一時帰国さ

せました。多くの留学生は授

業が再開する5月初旬に戻る
予定です。そんな中、平成23
年度に本学大学院を修了し、

今年度研究生となった唐志

豪さん（トウ シゴウ／吉林体
育学院 卒）は4月4日に再来日
し、本学の災害復興ボラン

ティアに登録。亘理町での瓦

礫撤去・泥かき出し作業等に参加しています。 
唐さんは「今まで経験したことがない巨大地震

震を日本で初めて実体験し、この震災によって

多くの日本人が被災し、つらい想いをされてい

ることを理解していました。中国の両親には日

本に戻ることを強く反対されましたが、いても

たってもいられず、日本に戻ることを決心しま

した」。公共広告機構（AC）のCMで放送され
ている「思いやりはだれにでも見える」という

言葉が心に響いたそうで、「困っている人のた

めに行動することが大事。被災された方々の生

の声に、涙が出ることもあります。これからも

自分ができることを「思う」だけではなく「行

動」に移し、被災者をバックアップしていきた

いです。」と話しています。 

「思いやりは見える」を行動に移した留学生 

 4月11日から「健康づくり運動サポーター」に
よるエコノミークラス症候群予防運動指導もス

タートしました。エコノミークラス症候群とは、

避難所などの狭い空間で長時間、同じ姿勢を取り

続けることによって下肢静脈中に血栓ができる症

状で、肺に血栓が飛べば肺塞栓をおこす恐れがあ

ります。「健康づくり運動サポーター」は月曜日

と木曜日の週2回、亘理町の避難所でエコノミー
クラス症候群予防運動の指導を行い、日々の軽運

動実施と十分な水分摂取を呼びかけていきます。 

 
※「健康づくり運動サポーター」とは・・・ 
仙台大学の人材養成プログラムの1つで、地域
域住民の健康づくりに学生を教育の一環として

参加させ、そこで実践力を養った学生が、再び

市町村事業の指導者として還元されるという特

徴をもつ仙台大学独自の取り組みです。 詳細は
こちら（http://www.scn-gp.jp/kensup/）をご覧く
ださい。 
 

エコノミークラス症候群予防のための体操指導もスタート 

～中国・吉林省からの留学生、唐志豪さん～  

～本学の健康づくり運動サポーターが活躍しています～ 

 仲野教授を通し、㈱アドリベラルよりビブス300枚
が提供されました。 

この企業は被災者や救援者に商品の無償提供を推進

している企業で、仲野教授が仲介に入り「がんばろ

う！東北 仙台大学」の文字が入った赤色のビブス

を提供くださいました。 

 被災地では本学関係者と他のボランティアの方と

の区別がつきにくいため、このビブスを活用し、今

後の活動に当たって大切に活用させて頂きます。 

㈱アドリベラルよりビブス300枚提供 
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 組織的に災害ボランティアを行う本学の取り組

みに賛同していただいた㈱GANBAXよりTシャツ
7000枚、ジャージ5000枚を提供いただきました。
㈱GANBAXは本学のジャージの取引業者であ
り、伊達なSPORT PROJECTの協賛企業でもあり
ます。この物資をサイズごとに仕分けを行い、主

に津波被害にあった方の避難所に届けました。 

藤田雅士さん(院2年) 
 仕分け作業のリーダーを務めた

藤田雅士さん（大学院2年）は、
「亘理町鳥の海は大学に入学して

から海水浴や足湯などで楽しんだ

思い出の地。先週状況を見に行

き、変わり果てた情景に涙が止ま

りませんでした。青の光景を見る

と自分も被災者だと思っていたも

のの、自分なんてたいしたことないと感じまし

た。今回、㈱GANBAXのご好意で頂いたTシャ
ツ、ジャージは、学内でサイズ毎に仕分けをす

れば被災者の方々への提供もスムーズにいくと

思うので、自分ができることをやり、被災者の

方が少しでも喜んでもらいたいです」 

㈱GANBAXよりTシャツ7000枚、ジャージ5000枚提供 

ハワイでも支援の輪が広がっています 

 ハワイ州立大学アウトリーチカレッジ・プログ

ラムディレクターのジュデイさんより、ALOHAの

文字に日の丸のついたTシャツやステッカーが届

きました。 

 これは現地（ハワイ・オアフ島）にあるドンキ

ホーテで震災後、急遽作成した日本を支援するた

めのグッズだそうです。 

 東日本大震災のニュースが世界中を駆け巡る

と、ハワイでも日系人を初めとして多くの方々が

支援に立ち上がり、こうした商品を作って販売

し、その利益の一部を日本への義援金とする動き

が広がっているとのことでした。 

 海を越え、本学が連携している大学を中心に、

世界各国からあたたかい支援の手が差し伸べられ

ています。 

UHｱｳﾄﾘｰﾁｶﾚｯｼﾞ新学部長のｳｨﾘｱﾑ･ﾁｽﾏｰ氏
とﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑﾃﾞｨﾚｸﾀｰのｼﾞｭﾃﾞｨ･ｴﾝｼﾞﾝｸﾞ氏 
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 4月25日（月）に本学OBで奈良県上牧町立上牧
中学校に勤務されている竹之内剛先生が来学し、

災害ボランティアで活動している学生を激励くだ

さいました。竹之内先生は被災した方々を願いを

叶えることでバックアップしようと、『ねがいご

と、100こ。プロジェクト（http://ameblo.jp/negai-
come-true/）』活動に参加し、願いごとを叶える
ために22日から25日まで宮城県内の被災地を回ら
れています。22日に恩師である宍戸教授の元を訪
れた際に、仙台大学の学生･教職員が組織的に災

害ボランティア活動をしていることを知り、是

非、激励したいとのことで実現しました。竹之内

先生は「皆さんの活動は被災した方々の心の栄

養、魂の栄養となります。「支えよう僕たち私た

ち」という思いで頑張りましょう」と話されまし

た。 
 
竹之内剛さん 
 
 「地震当日（3/11）、私は
岩手にいました。大学の時

によく遊びに行った安比高

原スキー場（岩手県）に自

分の子供を連れて行きたい

という長年の夢を叶えて地

震当日の朝に仙台空港に降り立ち、安比でス

キーを楽しんでいました。2本目を滑っている時
に地震がおき、ニュースで自分たちが数時間前

に降り立った仙台空港が津波の被害に遭ったこ

とを知り、ゾッとしたことを覚えています。3日
後に秋田経由で奈良に帰りましたが、自分たち

だけ安全な場所へ戻っていくことがたいへん忍

びなかったです。 
「自分が被災者のために何ができるかを考え

ていた時に、『ねがいごと、100こ。プロジェク
ト』の活動をテレビで見、参加することを決め

ました。「被災したからといって夢をあきらめ

る必要はない」という言葉に共感したからで

す。 
職場には理由を話して活動のための休暇をと

り、22日から25日まで宮城に滞在し、気仙沼中
学校男子バスケ部の「バスケのボールの試合が

したい」という願いを叶えるためボールをプレ

ゼントして試合を開催したり、「前日にもらっ

た時計が津波に流されてしまった」という方の

願いを叶えようと業者にかけあい、協力を得て

プレゼントしたり、被災地を回って話しを聞い

てまわりました。 
願いごと全部は叶えられませんが、水に1滴の塗
料を垂らすと水面に広がるように、自分の行動

がほんの少しの誰かの役に立つ栄養になっても

らえればよいと思っています。 
久しぶりに母校に来ましたが、後輩たちが災

害ボランティアとして率先して頑張っている姿

を見て、たいへん誇らしく感じました。また、

仙台の同期たちも宮城県でボランティア活動す

るための車の手配や、自宅に泊めてくれるなど

サポートしてくれました。仙台大学の卒業生で

あることを誇らしく思い、今回来てよかったと

心から感じています。」 
 
この日、竹之内さんは奈良に戻りましたが、

「必ずまた来ます」と話されていました。 
 
『ねがいごと、100こ。プロジェクト』についての
詳細は下記のブログをご覧ください。 
（テレビで取り上げられた活動等も紹介されて

います。） 
http://ameblo.jp/negai-come-true/ 
 

OBの竹之内 剛さんが災害ボランティア学生を激励 

昭和61年度卒 奈良県上牧町立上牧第二中学校教諭 
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プラスチックごみと、紙パック収集開始について 
柴田町は、平成23年4月より、プラスチックゴミ
分別と、牛乳パックやジュース飲料の紙パックの

資源回収を実施することとなりました。大学構内

各所のゴミ箱には、あらたにプラゴミ分別ボック

スと紙パック分別ボックスが設置されましたの

で、資源ごみの分別に、積極的にご協力いただきま

すようお願いいたしま

す。不要な紙類もまる

めたり、ちぎったりせ

ずに、今まで同様にコ

ンテナへお願いいたし

ます。機密書類はシュ

レッターにかけてくだ

さい。 
 

大学全体でエコの取組にひきつづきご協力を 

エコ（ペットボトル）キャップ収集について 
3月8日に、NPO法人エコキャップ推進協会に対
して第8回目となるペットボトルキャップの送付
を行ないました、今回送付した分を合わせると送

付数累計は100,400個になりました。これば791kg
ＣＯ2の発生を抑制し途上国の子ども125人分のポ
リオワクチンを接種させることができる量に相当

します。 
学生の集うKＭＣＨの自動販売機前に「協力
ボックス」をつくり協力を呼びかけ集まったペッ

トボトルキャップ1600個を送付したのを契機に、
学内全ての建物内にも協力をよびかけ活動を推し

進めています。 
NPO法人エコキャップ推進協会はペットボトル
ルキャップの再資源化することで、焼却処分で発

生するCO2を削減し、資源化で得た売却益で「世界
の途上国の子どもたちにワクチンを寄贈し救済す

る」ことを目的とした活動を実施しています。 
エコキャップ推進協会HPで「仙台大学」からの送
付分実績が確認できます。 
http://ecocap007.com/ 
今後ともなお一層

の資源化へのご協

力をお願いいたし

ます。 

4月27日、A棟2F大会議室において新任教員ス
タートアップ支援FDセミナーが開催されました。

このセミナーは、教育企画委員会の教員が中心と

なって、毎年企画開催しているものです。仙台

大学の教学経営や、核となる３つのポリシー、

新カリキュラムとあわせて今年度より導入する

CAP制とGPA（評価指標）、学生指導や教務等の

諸手続きなど、それぞれ専門の教職員より説明

がなされました。セミナーの最後には、フリー

トークの時間が設けられ、グループごとに新任

の先生や既存の先生との間で色々なコミュニ

ケーションを図っていただきました。テーブル

を超えて自然な対話や意見交換がなされ、参加

した教員同士の交流が和やかにかつ活発に行な

われました。 

 

平成23年度 第１回新任教員スタートアップ支援FDセミナー開催 
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 4月3日（日）に戸田漕艇場（埼玉県）で行われた第60回お花
見レガッタに出場し、女子ダブルスカルで優勝、男子エイトで3
位に入る活躍を見せてくれました。震災から間もないため、部

員が終結したのは大会1週間前という非常事態で、素晴らしい結
果を残せたのは、日頃からチームが結束している証といえま

す。今シーズンの活躍

にも期待が持てます。 

漕艇部が第60回お花見レガッタで奮闘 

4月23、24日、代々木第一体育館（東京都）に
おいて体操の個人日本一を決する「第65回全日本
体操競技選手権大会（個人総合）が行われまし

た。この大会は、世界選手権やユニバーシアード

大会などの世界大会代表の第1次選考会ともなっ
ており、本学体操競技部の6名と卒業生3名が出場
しました。この大会で上位36名は2次選考会とな
るNHK杯（6月開催）への出場権が与えられま
す。 

本学関係者では石原大さん（体育学科4年）が
が20位、亀山耕平選手（平成22年度卒／徳洲
会）が32位となり、第2次予選会へ進むこととな
りました。2人はユニバーシアード大会へのチャ
ンスが十分に残っているので頑張ってもらいた

いものです。 
また、植松鉱治選手（平成20年度卒／コナ
ミ）は右膝前十字靭帯を損傷し、今季の復帰は

絶望と報道されていますが、2012年ロンドン五
輪では、その雄姿を見せてくれることに期待し

たいと思います。 

全日本体操競技選手権大会（個人総合） 

永井裕子さん・仲田助教が柔道の全日本選手権大会に出場 

4月17日（日）に行われた第26回皇后盃全日本
本女子柔道選手権大会（体重無差別）に東北地

区予選会を制した永井裕子さん（体育学科4年）
が東北地区代表として初出場しました。惜しく

も初戦で敗れたものの、この権威ある大会に本

学在学中に出場したのは永井さんが初めてのこ

とです。（昨年、OGの田中美衣選手が社会人1
年目で出場） 
 男子の全日本柔道選手権大会は4月29日（金）
に開催され、同じく東北地区予選会を制した仲

田助教が出場しました。仲田助教がこの大会に

出場するのは3年前に関東代表として出場して以
来、2度目のことです。初戦で敗れはしたものの
被災地に勇気を与える戦いとなりました。 仲田助教・前部長の須山先生・永井さん 

※写真：仙台大学柔道部のブログより 

 



� � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � Monthly Report����

Vol.61 2011 May.

Monthly Report

0224-55-1802
256
200
271

Email:kouhou scn ac.jp

23 1

5 3

4

6

7

8

12

14

23    

5 6 23 45
14
1 647

385 101 82
41 38 10 4
4 2 18 8

( )



� � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � Monthly Report����

SHI-
BATA

 

15 30

2

2012

1 2



� � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � Monthly Report����

5 16

4
3 3

5
6

5  

240

1

2F 3F

GT

Information
5



� � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � Monthly Report����

2

3 14

7

9 3
I am

sorry! I am very sad!

Dear student of Japan.
I am sad to see the catastrophe that has stricken your
country. It is sadness me to see all the suffering. I
can�t possibly imagine what you are going through. I
hope that you will come out of this situation stronger
and healthier, both as a person bad also as nation. I
hope for a better future, for you, and the people around
you.
Love, Christian F. Rasmussen
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 学生の活躍や、取組みをご存知でしたら

広報室までお寄せください。 

Monthly Reportで紹介する他、報道機関

にも旬な話題を提供していきたいと考えて

おります。 

 

 本誌へのご意見・ご質問等がございまし

たら、広報室までご一報ください。 

 

 

広報室 

  直通 0224-55-1802 
  内線 佐藤美保 256 
      土生佐多 200 
      伊東宏之 271 
  Email:kouhou@scn.ac.jp 

  

みなさんの心がけが大きな

節電効果に 
1 

朴沢学園資料仙台市文化

財指定 
3 

みやぎ県民大学開講 

学校支援ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ懇談会 
4 

ヨークベニマルにポップ登場 

5体に国際交流コーナー 
6 

留学生が「華道」体験 

入試懇談会 
7 

ボランティアに対する御礼

状 
7 

奥埜博亮さんがベガルタ仙

台とプロ契約 
12 

学生の活躍 14 

みなさんの心がけが大きな節電効果に 

 今夏は東日本大震災における電力供給不足に対応するため、東京電力
と東北電力管内の事業所には15％の節電が求められています。本学でも
学生・教職員が一丸となって「こまめな消灯」、「待機電力の削減」な

どの節電に努めていきましょう。 

復興支援ポスター配布サイトより 
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朴沢学園の「裁縫教育資料」が仙台市文化財指定 

第74回 学術集会 新任教員発表会開催 

6月14日（火）A棟2F大会議室において、今年度
初めての学術集会が開催されました。 
開会後の丸山研究科長挨拶では「健康福祉学科

開設平成7年、当時副学長の故朴澤二郎先生が、全
教員が研究者として所属する学内組織として学術

会を立ち上げました。これにより仙台大学の先生

方が互いの研究を知る身近な場とさせたい」とい

うことで、学術集会を開催するようになったこと

などが紹介されました。 
今回は、今年度はじめての開催ということで4月
月に本学へ着任された8名の先生方（高成田享先生

は、震災復興会議出席のため欠席）による発表が

行なわれ、それぞれの先生方の前職においての多

彩な経験談などが披露されました。その後17：00
からは新任教員の先生方を囲んでの懇親会が催

され、発表内容への質問がなされるなど和やかな

会となりました。 
 

（敬称略） 

1. 都道府県警察の仕事について（宮城県警の例）       

飯塚公良夫 

2. 皇居警察で培ったもの  

                     伊藤 重孝 

3. 「2050年に地球は養えるのか ・・・ FAOの問いかけ」     

遠藤 保雄 

4. 高校の全県一学区及び男女共学について  

        大内 悦夫 

5. 参加者の自然に対する態度に影響を及ぼす 

   キャンプ体験 ～ウィルダネス体験に着目して～  

              岡田 成弘 

6. 言語脳科学と外国語教育     

                佐藤  滋 

7. スポーツでデスティネーションマーケティングを 

  試みる  

 柴田恵里香 

8.平成23年度全日本柔道選手権大会に出場して 

      仲田 直樹 

 仙台大学の母体

である学校法人朴

沢学園が所有する

明治から昭和初期

にかけての裁縫教

育資料などが、7月
1日付けで仙台市文
化財に指定される

こととなりまし

た。今回、仙台市

文化財指定を受け

るのは、掛図352
点、朴澤三代治編

纂「裁縫教授書」

等教科書類36点、課題研究提出物161点、研究会
記録8点の計557点です。文化財指定にいたったの
は客員教授で地域連携コンサルタントの伊達宗弘

先生にご尽力いただき、一昨年の朴沢学園創立

130年周年の節目の年にあわせて「朴沢学園130年
の歩み」と「朴沢学園公文書資料集」13巻の編纂
を行っていただいたのがきっかけとなりました。 
 朴沢学園には今回指定される資料の他にもまだ

膨大な史料があり、今後も調査が行われる予定で

す。今回の指定をきっかけに、今後は宮城県文化財

や国指定文化財への期待も高まっています。いず

れにしても朴沢学園内で永きに渡り受け継がれ

てきた歴史的財産が、文化財指定を受けたことで

より多くの人々の目にふれる機会を得ることは

朗報であると同時に、日本におけるファッション

の変遷を知るための貴重な史料としても各研究

分野への貢献が期待されます。 

  

これらの資料は仙台市からの申し出で、仙台市歴

史民俗資料館で企画展に展示されます。 

是非、足をお運びください。 

 

企画展「教科書でたどる学都仙台の200年」 
 

 場所：仙台市歴史民俗資料館 

   （仙台市宮城野区五輪一丁目3-7） 
 期間：7月16日～9月18日 9:00～16:45 
 休館日：毎週月曜（祝休日を除く）、祝休日の 

     翌日、毎月第4木曜 
 入館料：一般･大学生200円 
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6月14日（火）第5体育館2F会議室において、仙
仙台市教育委員会の方々が来訪し、今年度の学生

ボランティア協力体制について懇談会を実施しま

した。仙台市教育委員会との連携は平成15年10月
に連携協力事業の覚書を締結してから毎年、教育

支援・部活動支援・学校行事補助などの依頼に応

じ、学生の派遣を行なっています。 
 仙台市教育委員会の方々の挨拶では、「3.11の
東日本大震災で津波や地震被害でおおきなダメー

ジを受けた学校施設があるなか、通常に近づけ

るため教育体制を整えながら今年度の授業を実

施している状況です。引き続き仙台市の各学校

の支援として、指導者をめざす意欲ある学生の

皆さんをお待ちしています」との話がありまし

た。また、昨年度も3000名規模陸上記録会にお
いての学校支援ボランティアで、幅跳びの模範

演技を本学の陸上競技部学生が実演したことに

触れ、ダイナミックな着地や、競技を行なう姿

を目の当たりにし、小学生が驚きとともに憧れ

となり、大変良い影響を与えてくれました。と

の話もありました。大学側からは、日頃から教

育実習などで大変お世話になっていること、引

き続き学生たちが教育現場に携わる機会をいた

だいていることに御礼を申し上げるとともに、

教育実習へ臨む姿勢にもよい変化をもたらして

いることなど、今後も引き続きご指導をお願い

したい旨が話されました。 

仙台市教育委員会との学校支援ボランティア懇談会 

平成23年度みやぎ県民大学仙台大学開放講座 開講 

 6月17日（金）に平成23年度みやぎ県民大学
仙台大学開放講座が開講しました。今年もたく

さんのご応募をいただきまして、募集定員を超

える59名の方々に受講いただいております。 
 今年の講座のテーマは「自宅でできる簡単健

康福祉術」で、自宅でも簡単にできる応急手当や

介護術、健康生活法などを4回にわたって楽し
く学んでいきます。 
 開講式後に行われた第1回講座では、「自宅
でできる簡単 応急手当と熱中症予防」と題

して、3名の先生方が講師を務めました。庄子
講師からは湿潤療法、渡会助教からはアイシ

ング法、津吉講師からは栄養面から水分と塩

分の摂取等についての指導がなされました。 
 
6月17日 開講式・「自宅でできる簡単 応急
手当と熱中症予防」 
6月24日 「自宅でできる簡単 介護術」 
7月 1日 「自宅でできる簡単 健康生活法と
運動」 
7月 8日 「自宅でできる簡単 心のケア」・
閉講式 
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 6月17日（金）に運動栄養学科で開設当初から
続いている包丁伝達式が行われました。「おいし

い料理をつくれる栄養士になってほしいこと」

と、「包丁を保管するロッカーへの施錠徹底」に

ついて話しがされた後、藤井学科長より新入生

82名に対して名前入りの包丁が手渡されまし
た。包丁を手にした千葉ありささん（東京都・

明星高校出身）は、「自分の包丁を

もらえて嬉しい反面、先生から包丁

の危険性の説明を受け、取り扱いに

十分気をつけようと思いました。将

来は栄養士になることを目指してい

るのでこれからの実習等で技術を基

本からしっかり学んでいきたい」と

話していました。 
 翌週の24日からは岩沼市にある『亀縞の郷 今
昔庵』の斎藤 勝氏を講師に招いて「調理技術講習
会」を4週にわたって（クラス毎2回受講）開催し、
調理に携わる者としての心構えや、包丁の研ぎ

方・切り方などを学びます。 

運動栄養学科の包丁伝達式 

 運動栄養分野において高い知見を有する藤井久雄教

授、丹野准教授が専門家の立場からコメントしたポップ

がヨークベニマルの商品ケースを飾っています。ポップ

では「ワカメ」、「まぐろ」、「野菜ジュース」、

「卵」などの食品が健康に与える効果を紹介し、店側に

とっては商品の販売促進が期待されます。本学にとって

も、「仙台大学」と「運動栄養学科」が消費者の目に付

く箇所に飾られるため、大きな宣伝効果となることが期

待できます。 
 ヨークベニマルは福島県郡山市に本社を持ち、福島(67
店舗)・宮城(43)・山形(15)・栃木(20)・茨城(26)の5県で
171店舗（2011年5月現在）を展開しているスーパーマー
ケットです。既にポップを飾っている店舗もあり、計画

ではヨークベニマル全店で掲示される予定です。期間は

6月1日から3月31日までの予定で、月毎に紹介される商
品が検討されます。 

ヨークベニマルに藤井運動栄養学科長・丹野准教授がポップで登場 

先月完成した第5体育館の1F北側に国際交流で
頂いた各国のお土産品などの数々が特設コーナー

に設けられました。 

これまでに海外提携先との交流の中で頂いた貴

貴重な品を陳列しています。是非ご覧ください。 
 

第5体育館に海外提携大学から頂いた寄贈品を陳列 
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 6月22日（水）C棟2F実験室において、留学生
の華道（生け花）体験が実施されました。これは

留学生が日本滞在中に日本文化に触れることで、

日本への理解をより深めてもらおうと、元教

授・現在非常勤講師の阿部武彦先生の留学生対

象授業「日本の文化」で実施しているもので

す。今年も熊坂繁太郎元教授・現在非常勤講師

の奥様で華道家の熊坂智恵子先生をお招きし、

小原流華道の基本形から四季折々で楽しむ日本

の華道を座学で学び、そのあと留学生一人ひと

りが生け花を体験しました。 
大学院1年の高 原さん、顧 一俊さんに体験後
話を聞くと、「白石駅の構内にも飾ってあった

のを思い出しました。3角形で表現する花型
を、父（真）・母（副）・子（体）と教わりま

した。母は父に寄り添い、向きあう形を教わ

り、素晴らしい意味だとおもいました」。と話

していました。 

留学生が日本文化をまなぶ「華道（生け花）」体験 

 6月18日（土）に江陽グランドホテルにおいて
仙台大学保護者会役員会が開催され、保護者会

から高橋武彦会長をはじめ役員19名と、大学か
ら朴澤学長はじめ23名が出席しました。会では
平成22年度の事業報告、決算報告書、会計監査
報告がなされた後、平成23年度の役員（案）が
選出されました。 

平成23年度 保護者会役員会 

6月24日（金）に仙台国際ホテルにおいて仙
台大学入試懇談会が行われ、東北6県および栃
木県より85校86名の進路指導関係教諭の出席を
頂きました。朴澤学長より新教養教育の概要の

説明、5学科長より各学科の特色と教育内容、
中房入試創職部長より学生の受入れ方針、渡辺

入試担当課長より入試内容について説明を行い

ました。 

懇談会終了後にも多くの先生方が個別で相談

に訪れる姿がありました。 

平成23年度 入試懇談会 
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 学都仙台コンソーシアムでは、学生の視点によ

る広報活動を目的に、各加盟校に所属する学生か

ら「広報サポートスタッフ」を募集し、これま

で、フリーペーパー「G.S.C」の発行や公開講座
PR動画の作成などの活動を行っています。平成
23年度の広報サポートスタッフは8名で、その内3
名が本学の学生です。 
 
学都仙台コンソーシアムHP 
http://www.gakuto-sendai.jp/ 

 
 
横山紘基さん（ｽﾎﾟｰﾂ情報ﾏｽﾒﾃﾞｨｱ学科2年／山形
南高校出身） 
 
 元々、スポーツとメディアに強い関心があり

ました。進学時にその両方を学べるスポーツ情

報マスメディア学科が仙台大学にあることを知

り、自分の将来が探せることができるのではな

いかと思い進学を決めました。実際に入学して

みると、授業では報道機関やプロスポーツの現

場での実習や、研究所が主催する多種のアカデ

ミーが開催されており専門的な知識が学べて充

実しています。今回の学都仙台コンソーシアム

広報サポートスタッフも学科で学んでいること

を活かせることと、他大学の学生と交流が持て

ることに魅力を感じ、応募しました。 
 今年は仙台大学から広報サポートスタッフに3
名が就任しました。私と同学年の井上悟志さん

と昨年も活動した4年の大黒ゆきこさんです。活
動はこれからですが、1年間楽しんで推進したい
と思います。 
 

学都仙台コンソーシアムの広報サポートスタッフが決定 

左から井上さん、横山さん、大黒さん 

「リスペクト！おかげさまプロジェクト」に中国からの留学生参加 

仙台大学、ベガルタ仙台、宮城県サッカー協

会、ベガルタ仙台ホームタウン協議会が３年前か

ら推進している「リスペクト！おかげさまプロ

ジェクト」。現在、競技の垣根を越えて、さまざ

まなアスリートや指導者から応援メッセージ入り

色紙を頂戴し、被災者の方々にお届けしていま

す。6月15日に行われたベガルタ仙台VSガンバ大
阪（ユアテックスタジアム仙台）の活動に、本学

大学院に在籍する中国の留学生たちが初参加。

「おかげさまのこころ」を伝える行進（写真）に

参加したり、東北サッカー未来募金の呼び掛けに

も積極的に加わったりしています。この日、リー

ダーを務めた徐 一文さん（本学大学院２年）は

「とてもいい経験になりました。楽しかった。

ありがとうと言いたいです。」と感謝の気持ち

を表しました。 

なお、これらのおかげさま色紙はユアテック

スタジアム仙台や本学で展示したあと、仙台市

に寄贈し、被災地での巡回展示を予定していま

す。 
 
「リスペクト！おかげさまプロジェクト」とは？ 

「おかげさまは感謝をあらわす魔法の言葉」を合

言葉に、私たちの気付かないところでスポーツを

支える、多くのひとやものに感謝を示すボラン

ティア活動。父の日や母の日、敬老の日やお盆期

間中に、同じスポーツファミリーや先祖に「あり

がとう」を伝えるメッセージを集めたり、スポー

ツが行われる場をひとが集う気持ちのよい「場」

にしようと、あいさつ運動を実施したりなどして

います。 

 また、仙台大学のある柴田町に日頃の感謝を示

そうと、商店街の皆さんに活動ポスターの掲示を

お願いし、おかげさまロードを広めています。 
 

（仙台大学スポーツ情報マスメディア研究所） 
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 女川第一中学校の生徒一同から本学に御礼状が

届きました。これは、支援物資として、㈱

GANBAXから提供頂いたジャージ・Tシャツを提
供したことに対するものです。 
女川第一中学校には陸上競技部からのご依頼

で、6月20日（月）にユニフォームの上下セット
や雷管ピストル、陸上バトンをスポーツ物資とし

ても送っています。これも㈱GANBAXの他、横
川教授、宮城教授から提供いただいたものです。 

女川第一中学校より御礼状 

 橋本教授をはじめとする医師免許・看護師免

許を持つ教職員で行ってきた亘理町での 
医療サポートボランティア活動に対して、亘理

町の齋藤邦男町長より御礼状が届いておりま

す。亘理町での医療サポートボランティアは4
月初旬にスタートし、自衛隊の診療所がお休み

する毎週月曜日に避難所を回って活動してきま

した。5月に入ると亘理町所在の医療機関が再
開したため、5月中旬の活動で終了させていま
す（瓦礫撤去作業は活動を継続中・エコノミー

クラス症候群予防体操指導ボランティアは仮設

住宅に移る方が多くなったため、活動を休止

中）。医療サポートボランティアは現在、美里

町・女川町での活動を継続しています。 

医療サポートボランティアに対して亘理町の齋藤邦男町長から御礼状 

《内容》 

 

皆様の支援のおかげで元気は取り戻しつつあり

ます。授業も部活動も本格化してきました。大事に

着させていただいています。ありがとうございまし

た。 

 

女川第一中学校 生徒一同 

5月28日（土）に本学でバレーボールとバド
ミントンの部活練習および指導を受けた石巻市

立大須中学校の生徒より御礼状が届きました。 

石巻市立大須中学校より御礼状 

※この他、生徒一人ひとりからメッセージが寄せられています。）  
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 サッカー部の奥埜博亮さんのJ1ベガルタ仙台入団が内
定いたしました。奥埜さんはベガルタ仙台のジュニア

ユース、ユースなどの下部組織を経て本学に入学。大

学では1年目からチームの中心選手として活躍し、2年
からはJリーグ特別指定選手としてベガルタ仙台にも所
属していました。ベガルタ仙台と本学は、2003年に
ユース出身者の受入れで提携し、選手育成を行ってき

ましたが、奥埜さんはベガルタ仙台の下部組織から本

学を経てトップチームに舞い戻るはじめての選手とな

りました。 
 6月7日（火）に本学を会場に共同記者会見を行い、
その席で奥埜さんは「小学5年から過ごしている地元の
チームに入団できてよかった。仙台の梁選手や関口選

手のように代表に関わる選手になりたい。」と抱負を

述べました。 
 本学としては奥埜さんが16人目のJリーグ選手輩出と
なります。 

奥埜博亮さん（体育学部4年）がJ1ベガルタ仙台とプロ契約 

～本学から16人目のJリーガー誕生～ 

サッカー部が被災地の復興を背負ってプレー 

～無償でユニフォームに地元企業名をプリント～ 

 サッカー部が被災地となった宮城県内の企業名

をユニフォームにプリントして全国大会に出場し

ます。これは、サッカー部員が「多くの方が被災

した中で、自分たちはサッカーをしていていいの

か？」、「自分たちも被災した方々に何かできな

いか?」との疑問に向き合い、学生同士で話し
合って導き出した答えが“ユニフォームに地域企

業名をつけてプレーする”ことでした。部員の中

には震災で親を亡くした者もおり、震災当時は被

災者として生活もままならない状況もありまし

た。しかし、「自分たちよりも苦しい生活を強い

られている方々が多くいらっしゃる。自分たちが

プレーすることで被災地に勇気と、震災で打撃を

受けた地域企業の復興に寄与することをしたい」

という思いの中で考案されました。 
 県内の企業に無償で企業名をつけることを提案

し、笹かまぼこの佐々直と、伊達絵巻の菓匠三全

から申し出がありました。この間にスタートした

東北地区予選では無敗で優勝し、全国大会出場を

決めました。 
 ユニフォームに入れる企業名は、サッカー部が

負担するものと考えていましたが、ユニフォーム

を製作する加茂スポー

ツから「自分たちも復

興に協力したい」との

申し出を受け、プリン

ト代を無料としていた

だくこととなりまし

た。 

 学生の発案ではじ

まった活動で、震災を

後押しする方々の輪が

広がっているのは素晴

らしいことです。 
 このユニフォームを着た選手たちが全国の舞

台で活躍することで、この取り組みが更に広がる

よう部員たちは強く願っています。 
 ユニフォームの着用は7月3日から開催する総
理大臣杯からで今年の初戦は強豪の流通経済大

学。しかし、本学は昨年の同大会で全国3位となっ
ており、被災地の思いを背負って選手たちの全力

プレーに期待が寄せられます。 
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 6月12日（日）に熊本県菊池市斑蛇口湖ボート場
で行われた平成23年度 JOCジュニアオリンピッ
クカップ・第9回全日本ジュニアボート選手権大
会・(兼)2011年U-19日本代表選手選考会におい
て、松岡 真さん（体育学科／宇和島水産高校出
身）が第3位となり、2011年U-19日本代表に決定い
たしました。 
代表決定に伴い、松岡さんは8月にイギリス・ロ
ロンドンで開催される世界ジュニアボート選手

権に出場します。日本代表が出場する種目はシン

グルスカルと舵手なしクォドプルで、強化合宿を

経て出場種目が決定します。 

漕艇部の松岡 真さんがU-19日本代表に 

～8月の世界ジュニアボート選手権代表に～ 

 漕艇部女子キャプテンの小笠原沙織さん（体育

学科4年/北海道網走南が丘高校卒）が7月21‐24
日にオランダ･アムステルダムで開催される世界

U-23ボート選手権大会の代表に決定しました。出
場する種目は女子クォドルプルで、この種目は

オール2本を用いた4名の漕ぎ手が、コックス（舵
を切る役割を果たす人）なしで距離2000ｍを競い
ます。 

 小笠原さんは「自分のセールスポイントは持

久力と瞬発力」と話しており、実際にエルゴ

メータ（ボート漕ぎ式体力測定装置）でも学生1
位の成績を残しています。「最近になってパ

ワーを無駄なく艇に伝える感覚がわかってき

た」と話すように、乗艇する度にタイムを伸ば

しており、日本代表として世界での飛躍が楽し

みです。 
 6月1日（水）には阿部肇監督と共に朴澤学長
にU-23代表選出の報告を行いました。 
 
小笠原沙織さん 
 仙台大学に進学したのは進路を決定する時期

に、地元が同じ北海道である仙台大学漕艇部OG
の久保佳子さん（平成19年度学部卒、21年度院
卒）と練習を一緒にする機会があり、仙台大学

を勧められたのがきっかけとなりました。

元々、田舎育ちの自分には、自然に囲まれた仙

台大学の環境は合っていました。監督・先輩に

恵まれ、人としても成長させていただきまし

た。世界U-23では日本代表としてメダル獲得を
目標に頑張ってきます。また、その後に行われ

る8月のインカレでも仙台大学で成長した証を
クォドルプルでの初優勝という形で残したいで

す。 
 

小笠原沙織さんが世界U-23ボート選手権代表に決定 
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 6月19日（日）に本学体操競技場において「頑
張ろう東北！東日本学生体操競技 仙台大学支援
大会」が開催されました。これは、学生体操の

男子１部リーグに所属する日本体育大学、順天

堂大学、早稲田大学の３校が、被災地となった

仙台大学体操競技部の復興支援を目的に企画し

てくれたものです。本学を含めた4校は毎年上
位を争っている大学ばかりで、震災の影響により

中止となった東日本学生体操競技選手権（東日本

インカレ）の代替試合としての意味合いも含んで

の開催となりました。 

 試合結果は男子団体総合で本学が優勝、個人

総合においても宗像 陸さん（体育学科4年）が
優勝（87.5000点）、冨澤祐太さん（体育学科3
年）が第2位（85.550点）となりました。 
この順位はインカレでの順位の大きな目安とな

るため、これからの学生の飛躍が期待されま

す。 
 
＜男子団体総合＞ 
 第1位 仙台大学     
 第2位 日本体育大学   
 第3位 順天堂大学    
 第4位 早稲田大学    
 
＜個人総合＞ 
 第1位 宗像 陸さん  仙台大学 
 第2位 冨澤祐太さん  仙台大学 
 第3位 松岡龍介さん  順天堂大学 
 第4位 宮原 敏さん  日本体育大学 
 第5位 佐藤 亘さん  仙台大学 
 第6位 若林裕樹さん  日本体育大学 
 第7位 菅野 哲さん  日本体育大学 
 第8位 石原 大さん  仙台大学 

頑張ろう東北！東日本学生体操競技 仙台大学支援大会 

陸上競技やり投げの佐藤寛大さん（大学院1年）が、8月に中国深
圳で行われるユニバーシアード夏季大会の代表に決定しました。更

に、陸上競技選手団のキャプテンを務めることになりました。 

佐藤さんは今大会が初の代表選出ですが、以前から日本代表とし

て活躍することを大きな目標としてきました。6月17日に行われた日
本学生個人選手権でも大会新記録で2連覇しており、初の海外の舞台
でも上位入賞が期待されます。 

なお、陸上競技部からのユニバーシアード代表選出は、2001年の
北京大会で400ｍ（7位）と400m×4（3位）に出場した佐藤光浩選手
（現：富士通陸上競技部副部長）以来、2人目の選出です。 

やり投げの佐藤寛大さんがユニバーシアード代表に決定 
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 学生の活躍や、取組みをご存知でしたら

広報室までお寄せください。 

Monthly Reportで紹介する他、報道機関

にも旬な話題を提供していきたいと考えて

おります。 

 

 本誌へのご意見・ご質問等がございまし

たら、広報室までご一報ください。 

 

 

広報室 

  直通 0224-55-1802 
  内線 佐藤美保 256 
      土生佐多 200 
      伊東宏之 271 
  Email:kouhou@scn.ac.jp 

  

中国国費留学 初の大学院
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学外実習における補充実習 
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学生の活躍 10 

中国国費留学生で初の大学院修了生  

 日野 晃希さん  ～ダブルディグリー取得第一号～ 

中学国費留学生として東北師範大学大学院で学んでいた日野晃希さ

んが修士課程を修了し、帰国しました。日野さんは本学大学院2年生で
あった平成20年9月から東北師範大学に国費留学し、1年間は語学を学
び、2年目から同大学大学院で学んでいました。東北師範大学と本学は両
大学で学位・修士を取得できるダブルディグリーを締結しており、日野

さんが本学でのダブルディグリー取得第1号となりました。 
日野さんは「中国で過ごした3年間で、中国語を身につけることができ
ましたが、それ以上に多文化と触れ合うことで、中国の良さを知り、

そして今まで以上に日本という国の素晴らしさを再認識しました。3年
間は視野を広げる素晴らしい機会となりました。国費留学でお世話に

なった両大学の先生方に心から感謝しています」と話しています。 

写真右は安 載鶴
あん さいかく

先生（東北師範大学国際交流センター副所長）  
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上海体育学院とダブルディグリー制度に関する覚書締結 

 本学と上海体育学院は6月27日にダブルディグ
リー制度に関する覚書の調印を行いました。両

大学は2002年に国際交流協定を締結し、互いの
大学院に学生を送るなどの交流を図ってきまし

た。 

 今年度、上海体育学院が本学の学部学生を受

け入れることになったことから、両大学間の学

部生に関するダブルディグリー制度について覚

書を締結したものです。 
 本学がダブルディグリーを締結するのは東北

師範大学に続いて2例目となります。 

※写真提供：事業戦略室 

上海体育学院に留学中の羽川茜さん（明成高→仙台大） 

 今年3月に明成高校を卒業
後、本学に入学。その後直

ぐに上海体育学院へ留学し

た羽川茜さん。明成高校で

は女子バスケットボール部

に所属し3年の時には中心選
手としてインハイ3位の躍進
に大きく貢献しました。  

 中学時代には漢字検定2級
を取得するなど文武両道成

績も優秀です。 

 羽川さんが留学を意識するようになったのは高

校時代に同級生であり、チームメイトでもあった

中国人の韓雨濠さん（ハンユウモン）の存在が大

きかったそうです。 

 韓さんが留学してきた当初は、通訳を介し話さ

なければならず「中国語を覚え、直接彼女と話し

たい」と強く思ったのが留学を意識するきっかけ

になったそうです。 

 現在は9月からの学部入学に向け、中国語を猛
勉強中の毎日だそうです。 
「日本に留学経験を持つ中国人との出会いや、

その友達とつながりが持てることはうれしい。

寮には仙台大学の先輩3名を含む日本人学生4名
がいるので心強いです。世界中から留学生が集

まっており、これから多くの人とコミュニケー

ションを図っていくのが楽しみ」。と話しま

す。 

 卒業後は上海の日本人学校で働きたいとの希

望も持っており、上海体育学院と初のダブル

ディグリー制度を使った学部留学生として、彼

女のますますの成長が楽しみです。 
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 本学では東日本大震災の犠牲となった3名の学生
と、これまで本学在学中に不慮の事故等により亡く

なった学生を悼む慰霊碑を建立し、7月8日（金）と
7月28日（木）に慰霊祭を執り行いました。慰霊祭
には亡くなった学生のご遺族、教職員、学生が出席

し、志半ばで犠牲となった学生を追悼しました。28
日の慰霊祭では式に

先立ち学内放送で黙

祷が捧げられました

が、学生たちがそれ

ぞれの場に立ち止ま

り黙祷する姿があり

ました。 
 
慰霊碑の裏面には下記の言葉が刻んであります。 

志半ばで犠牲となった学生を悼み慰霊碑を建立 
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今回の大震災により、健康福祉学科における学外

実習にも大きな影響を受けました。 

その補充実習として、6月30日、7月7日の2回にわ

たって介護福祉士養成課程の学生46名が南三陸町と

東松島市の介護老人保健施設において、災害ボラン

ティア活動を実施しました。 

このボランティア活動を実践するために事前に介

護技術やレクリエーション等学内演習を行い臨みま

した。 

参加した学生達は、みな真剣な表情で利用者の

方々の足浴やリネン交換、清掃などを行い、また、

レクリエーションではいきいきと歌や体操を展開

し、利用者の方々と触れ合っていました。 

 帰りには、ひとり一人握手を交わしながら、利用

者の方々の喜ぶ姿に学生達もうれしそうでした。 

未だ、道路の脇には倒壊した建物や瓦礫の山があ

り、津波による被害を自分の目で確かめ、被災地で

の災害ボランティア（介護体験）は、「生活を支援

する専門職」として大変貴重な学びとなったと思わ

れます。 

（情報提供：大山さく子教授） 

平成23年度 学外実習における補充実習（災害ボランティア） 
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 被災地の支援物資として、7月22日に南三陸

町に支援物資を送りました。この日、送られた

のはTシャツ444枚、辞書700冊、野球と陸上の

ユニフォーム4箱等です。 

 学内外から送っていただいた物資をサイズ・

用途で細分化しています。少しでも被災地のお

役に立てば幸いです。 

南三陸町に支援物資 

一日学科体験会 

 7月9日（土）に体育・スポーツ情報マスメ
ディア・現代武道学科、7月10日(日)に健康福
祉・運動栄養学科の「学科一日体験会」を開催

し、377名の生徒・保護者の方々にご来場いただ
きました。学生によるキャンパスライフの紹介

や学科ごとの模擬授業を体験してもらい、自分

の大学生像を膨らませていただけたことでしょ

う。 
 8月6日(土)には「オープンキャンパス」を開催
します。仙台大学の魅力を十分に知っていただけ

るよう、教職員･学生が引き続き協力して大成功

に導きましょう。 ※写真提供：ｽﾎﾟｰﾂ情報ﾏｽﾒﾃﾞｨｱ学科 

馬場准教授が仙台大学紀要「第3回ベスト論文賞」を受賞 

 7月5日（火）に開催された第843回教授会の中
で、学術会の仙台大学紀要「第3回ベスト論文
賞」の表彰式が行われました。この賞は昨年度

の仙台大学紀要に掲載された原著論文を学外の

有識者5名で構成された仙台大学紀要ベスト論文
賞選考委員に厳正な選考をしていただき、最も

良い論文に対して表彰するものです。選考の結

果、今年は馬場准教授の「我が国におけるアス

レティックトレーナーの制度化に関する研究～

制度の変遷に着目して～」が選ばれ、朴澤学長

より賞状と記念品が授与されました。 

※撮影：薊職員（庶務課） 
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日本スポーツ法学会との共催で夏季合同研究会を開催 

日本スポーツ法学会の夏季合同研究会が本学と

と共催で7月24日（日）に開催されました。 
 はじめに、スポーツ法学会からの報告として、

弁護士の山崎卓也氏が「東日本大震災がスポーツ

に与えた影響と法的問題」と題し、プロ野球開幕

問題や外国人選手の帰国要望と契約問題について

の報告がなされました。国際武道大学の鈴木智幸

氏は「東日本大震災における公共スポーツ施設の

対応調査（中間報告）」として、震災が今後の指

定管理者制度に及ぼす影響等についての調査報告

がなされました。 

 後半には「震災復興とスポーツ」のテーマ

で、3つの報告がありました。 
はじめに宮城県教育庁スポーツ健康課の土生

善弘氏（仙台大学大学院1期生）からは、行政の
立場から被災地の現状とともに、復旧・復興に

おけるスポーツ振興の果たすべき役割などが話

されました。  
 本学からも2名の教授が報告を行い、避難所や
仮設住宅などでエコノミークラス症候群予防の

ための運動指導や医療支援を実施している医師

の橋本実教授からは、「震災から４ヶ月が経

ち、スポーツへのニーズは高まっているが、被

災者の中にはボランティアを受けていながらス

ポーツを実施するのは難しいといった声もあ

る」と現場の声を報告しました。スポーツ情報

マスメディア学科長の山内亨教授からは、被災

地のニーズを収集・発信し、被災地との仲介役

を果たして課題解決を試みる「スポーツ＆ヘル

スコンシェルジュ」の構想を紹介し、被災地に

ある体育系大学としてすべきことなどが話され

ました。 

スポーツ情報マスメディア研究所は7月24日

（日）、第3体育館2FのFDルームで平成23年度第

１回の「スポーツを考える会」を実施しました。

これは、地域のスポーツ関係者をお招きし定期

的に行っている勉強会で、通算6回目。この日

は、学内で行われた日本スポーツ法学会に参加

していた全国の有識者を交え、24名の方々にご

参加頂きました。 

 出席者たちは、学会同様、この日のテーマで

あった「東日本大震災とスポーツ」や新しく制

定された「スポーツ基本法」について熱い議論

を交わし、放射能問題や子どもがスポーツをす

る権利の保証など、被災地におけるいまのス

ポーツの姿から、未来を見据えた新たな形のス

ポーツまで、互いの声に耳を傾け、真剣に意見

交換をしていました。 

次回開催は年末の予定です。 

 

（情報提供：スポーツ情報マスメディア研究所） 

「第6回スポーツを考える会」開催 

※写真提供：スポーツ情報マスﾒﾃﾞｨｱ学科 
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おかげさま色紙で“感謝”をつなぐ ～人づくり・絆づくり～ 

仙台大学・宮城県サッカー協会・ベガルタ仙台・

ベガルタ仙台ホームタウン協議会の4者で推進し

ている「リスペクト！おかげさまプロジェクト」で

は、震災復興支援企画「おかげさま色紙で被災地に

元気を！」を実施しています。おかげさまプロジェ

クトは、スポーツを支える人やものに感謝をあら

わそうと展開されてきたもので、東日本大震災後、

アスリートや指導者の方々から、日頃、スポーツを

支えてきてくれた被災者のみなさんへのメッセー

ジを頂き、8月から被災地で広く巡回展示します。 

ベガルタ仙台VS大宮アルディージャの試合が行

行われた7月23日は、ユアテックスタジアム仙台で

記者会見を行い、これまで寄せられたおかげさま

色紙およそ200枚を仙台市に寄贈しました＝写真

＝。 

会見に参加した郷内和軌さん（仙台大学スポー

ツ情報マスメディア学科1年）は「今回の巡回展示

は、“おかげさま”を地域に広める大きな一歩だ

と思う。色紙プロジェクト以外でも、これまで続

けてきた活動をより広く浸透でできるように努

力し、サッカーに限らずあらゆるスポーツ界から

の“おかげさま”をひとりでも多くの方に感じて

頂きたい」と決意を新たにしていました。 

３年目を迎えた「リスペクト！おかげさまプロ

ロジェクト」。感謝をあらわす“おかげさま”で、

スポーツ界からの発信“人づくり”“絆づくり”

を目指します。 

 

＊8月2日（火）～8月31日（水）まで、地下鉄仙台

駅・匂当台公園駅・泉中央駅の南北改札の間のコ

ンコースで色紙を展示中。今年度いっぱい、岩手

県・福島県を含めた被災地で巡回展示した後、お

かげさまを楽しく学ぶ“おかげさま読本”と合わ

せ、宮城県内の小学校に寄贈予定です。 

＜スポーツ情報マスメディア研究所＞ 

 7月19日（火）に仙台大学柔道塾が開講し、幼

稚園児と小学生の15名が入塾しました。今回の開

講は、近隣に住む幼児・児童を子供に持つ保護者

からの強い要望があったもので、今後も入塾希望

者が増えることが見込まれています。 

 柔道を含む「武道」は平成24年度から中学校で

必修となることが決まっており、日本古来の伝統

が見直されております。世界の柔道界を知りつ

くす指導者が、柔道を通して子供たちの心と身

体を鍛え、人間力向上を図ります。 
 
 
開講日：毎週火曜日・金曜日19:00～20:30 

場 所：仙台大学第3体育館3F柔道場 
指導者：南條 充寿 准教授 
    南條 和枝 柔道女子監督 
    仲田 直樹 助教 
サポートスタッフ：柔道部員 

仙台大学柔道塾が開講 ～ 体育大学としての地域貢献事業 ～ 
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 学生同士の仲間づくりの場を企画・提供する学

生支援センターのキャンパスライフサポートグ

ループが、学科を越えた交流と学生交流の場を提

供する目的で、「流しソーメン」を企画し、7月
27日（水）に噴水広場前で実施しました。キャン
パスライフサポートグループの8名の他に5名のボ
ランティア学生も参加し、留学生をはじめ多くの

学生が立ち寄り、夏の風物詩を堪能していまし

た。 

キャンパスライフサポートグループのリーダー 
横山奈々さん（運動栄養学科4年） 

 
 キャンパスライフサポート

は、学科を越えた交流を行う場

として、これまでコラージュ会

やお茶会など様々な活動を行っ

てきました。今回行った流しそ

うめんは、新入生の交流の場を

作ること、またキャンパスライ

フサポートのメンバーを増やす

ことを目的として行いました。今後もこのよう

な活動を行い、学科・学年を越えた交流の場を

つくり、多くの学生に出会いの場を提供し、よ

りよい学校生活が送れるように支援していきた

いと思います。 

夏の風物詩「流しソーメン」で学生交流 
～学生支援センターキャンパスライフサポートグループの取り組み～ 

※学生支援センターの活動にはキャンパスライフサ

ポートグループの他に以下の4グループあります。興味

がある学生は是非、参加してください。 

 

・ラーニング･サポートグループ 

 障害を持つ学生へのサポート活動 

・インターナショナル･ラーニング･サポートグループ 

 外国人留学生へのサポート活動 

・ボランティアサポートグループ 

 ボランティア活動の推進と支援活動 

・アクティビティ･サポートグループ 

 学外交流事業に関与する学生への支援及び学生が 

 主催・共催するベンチャー活動への支援 

 荒井教授が校長先生として出向している名取市

みどり台中学校と本学は、様々な交流を行ってい

ます。7月17日には女子バレーボール部が練習で

第2体育館を使用し、20日には橋本教授が同中学

校を訪問して教職員に対してAED（心臓救命装

置）の使用法などの救急救命講習を行いました。

25日には高橋理恵さん(健康福祉学科4年)が養護

教諭のアシスタントとして活動、25、26日には中

国人留学生で元卓球プロ選手の劉思さん(大学院1

年)が卓球部の指導を行っています。 

 今後もプール監視員や養護教諭のアシスタント

として学生が関わることが予定されており、益々

の交流が図られていきます。荒井校長も「今後も部

活動をはじめ様々な領域でご協力をお願いしま

す」と話されています。 

名取市みどり台中学校との交流  

劉思さんの卓球指導  

高橋理恵さんが養護

教諭アシスタント  

※写真提供：荒井校長 
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第13回校長職就任祝賀会、第1回宮城県新規採用教員激励会 

 7月30日（土）にKKRホテル仙台において第13回校
長職就任祝賀会、第1回宮城県新規採用教員激励会が
行われ、同窓生及び本学関係者73名が出席しまし
た。本学の同窓生で今年、宮城県の校長職に就任し

たのは石巻市立鮎川小学校校長の山本玲先生（9回
生）と仙台市立坪沼小学校校長の大内啓邦先生（10
回生）の2人です。また、今年は初めて宮城県新規採
用教員の激励会も合わせて開催され、採用された20
名うち14名の先生方に出席いただきました。 
 多くの方が挨拶で激励を行いましたが、前日に全国

大会優勝監督となった常盤木学園高校女子サッカー

部監督の阿部由晴氏（17回生）の挨拶では、全国大会
優勝報告が述べられた後、教え子の3選手（鮫島彩選
手、熊谷紗希選手、田中明日菜選手）がなでしこジャ

パンのメンバーとして、ワールドカップ優勝に大きく

貢献したことも紹介されました。 
 今回は新規採用者の激励会も同時開催したことで、

若手の同窓生も多く見られ、同窓生同士の交流の場と

してもたいへん充実した交流の機会となったようで

す。 

山本玲校長  大内啓邦校長  

新規採用教員のOB・OGの皆様 

 7月23日（土）に仙台大学同窓会代議員会が第5
体育館大会議室で行われ、同窓会会長の鈴木省三

教授をはじめとする同窓会理事・支部長など役員

20名が各地から集結しました。会では決算や予
算、事業報告、同窓会会則の変更等について審議

が行われ、同窓会として震災復興のために何がで

きるか等について話し合われました。 
 代議員会終了後にはサンシャイン青葉（柴田町

内）で懇親会を行い、朴澤学長・佐々木事務局長

も参加し親睦を深めました。 

仙台大学同窓会代議員会 

仙台大学の卒業生２名が監督として甲子園に出場 

 全国高校野球大会は甲子園を目指し、49地区で
熱戦が繰り広げられました。その中で、東日本大

震災の被災地になった宮城県・福島県の代表を勝

ち取ったのは、仙台大学を卒業した監督が率いる

チームでした。震災の影響があった中でもチーム

を立て直し、斎藤智也監督（本学17回生）は聖光
学院高校を5年連続出場、間橋康生監督（本学24
回生）は古川工業高校を初出場に導きました。 

 甲子園では被災地からの出場校として注目度も

高いことが予想されます。皆さんも是非、応援を

よろしくお願い致します。 
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フィンランド・カヤーニ応用科学大学留学より帰国 
～ スポーツ情報マスメディア学科３年 高橋 悠さん ～ 

平成22年8月31日から平成23年5月27日の9ヶ月間

の留学を終え、高橋悠さんが帰国しました。 

昨年3月の3週間のフィンランド・カヤーニ応用

科学大学への短期留学を経て今回は２度目の同大

学留学となった高橋さん。カヤーニ応用科学大学

の留学生寮において、様々な国の人との交流を通

じ沢山の学びを得てきたようです。 

    

高橋 悠さん（ｽﾎﾟｰﾂ情報ﾏｽﾒﾃﾞｨｱ学科3年） 

「短期留学中に仲良くなったフィンランドの友

達と再会できたことで、フィンランド生活は順調

にスタートしました。9ヶ月の大学生活は毎日が刺

激的でした。大学ではExchange student(留学生)

に対し短い旅行も企画されているので、プログラ

ムの中で在学生や他の留学生との交流が深まり、

フィンランドの文化に触れる良い経験ができまし

た。 

また、カヤーニの授業は双方向授業が殆ど。

与えられた課題には必ず全員が提出します。忘

れたという学生はゼロです。この、学生の授業

に対する姿勢にも刺激を受けました。 

10月の仙台大学での後期授業からは、1学年下

の学生のみんなと一緒に、授業を受けることに

なります。知り合いが少ないので不安もありま

すが、新しい友達が増えるチャンスと前向きに

捉え臨んでいきたいと思います。また、英語力

が落ちないように、キーナート副学長の

「English Club」、また森先生が授業外で開い

て下さっている英会話のレッスンなどにも参加

し、フィンランドでの学びを活かしながら大学

生活を送っていきたいと思います。」と笑顔で

話してくれました。 

もともと英語が大好きだった高橋さんは、

フィンランドでの大学生活を通じて、将来は日

本の子どもたちに、よくある日常英会話を教え

るだけでなく、スポーツを通して英語（ルール

や、体の部位・動作など）に触れる機会をつ

くってみたいと強く思ったそうです。今後の進

路についても、試行錯誤しながらも目標に向

かって何をすべきかを見極めていきたいと夢を

膨らませていま

す。努力家の高橋

さんですので、こ

れからの大学生活

で沢山の可能性を

見つけてほしいと

思います。 

韓国料理の日(友達と韓国料理を作った時) 

IPC Biathlon & Cross Country Sking World Cupでのお手伝い 

 予算管理課の只野課長は平成21年3月に武蔵野美術大学を卒業
されました。卒業制作作品「In the rain（日本画）」を大学に寄
贈いただき、第5体育館2階の廊下壁面に展示しています。 
是非、ご覧ください。 
日本画は油彩とは違い、一般的に色調が濃厚ではなく、表現

が簡潔であるのが特徴とされています。基底材として和紙や絹

に描かれることが多く、岩絵具（ラピスラズリや孔雀石などの

鉱石を砕いて作った顔料）や染料系の水干絵具を膠
にかわ

（動物の皮

膚や骨などから抽出するたんぱく質）で定着させて制作されま

す。また、墨や金箔などを用いることもあります。 

本作品も、和紙に岩絵具および水干絵具で制作されています。 

予算管理課 只野課長の作品を第５体育館に展示 
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 障害者スポーツサポート研究会Co-Act.（以
下：コ・アクト）が学外でも多方面にわたって活

躍しています。普段の活動は、年齢や障害の有無

に関係なく楽しめるニュースポーツ教室や交流会

の企画・開催や障害者スポーツ団体への援助等を

介し、スポーツや身体を動かすことの楽しさを伝

える活動を行っています。 

 まさに、本学の基本理念であるスポーツ・フォ

ア・オール ～スポーツは健康な人のためだけで

なくすべての人に～の精神に沿った活動といえま

す。 3.11東日本大震災の影響で、予定していた
活動が困難となる中、部員達は「障がい者に限ら

ず、避難所で暮らす一般の方々へもニュースポー

ツを提供し、笑顔になってもらおう」と、避難所

の宮城野体育館を訪問し子供のストレス発散を目

的としたニュースポーツの提供を行いました。石

巻地区でも同じ活動を1ヶ月に1度実施していま
す。この活動の他、県内のみならず全日本自動車

産業労働組合総連合会からの依頼により神奈川県

や青森県で行われる「ナイスハートふれあいのス

ポーツ広場」に講師として招かれニュースポーツ

の指導も行なっています。さらには岩沼北中学校

1年生90名にもニュースポーツ3種目の指導を行っ
たりもしているそうです。 
今年度コ・アクトには25名が所属しています。
す。彼らの活動源は「参加者の笑顔」。部員たち

は「自分たちも楽しいし、相手に喜んでもらいた

い」「活動を楽しみに待ってくれる人がいる」と

話します。 

主将を務める朝井寛輝さん（運動栄養学科3
年／酒田南高卒）は、コ・アクトの活動の魅力

とエピソードを話してくれました。 

「私は正直、高校まで障がいのある方と、ど

のように接してよいか判りませんでした。コ・

アクトに入部当初のこと、月に1度「仙台市手を
つなぐ育成会」から依頼されているニュース

ポーツ教室の活動で、接し方が難しい方とペア

を組むことになりました。この方は、突然大声

を発したりや暴力を振るってしまう方で、毎月

のマンツーマン活動で、どう接すればよいか悩

み、活動に参加することさえ嫌になっていまし

た。でも最後の指導となった日、この方から思

いがけず「ありがとう」と感謝のことばと握手

を求めてくれました。この一言で自分の想いだ

けで接したことに気付かされ、先輩に強制的に

押し付けられたと感じていた自分が恥ずかしく

思え、大きな感動となりました」。 
副主将の佐竹香さん（スポーツ情報マスメ

ディア学科3年／多賀城高卒）も「障がいのある
方もない方にも大学生でしかできない活動を

やっていきたい。」と話します。 
今後の活動は、障がい児を持つ母親サークル

「にこにこキッズ」のキャンプサポートを 
9月からあらたにスタートすること、10月末の学
園祭では、恒例のＣｏ-Ａピックを「前進～みんな
でPeaceコアピック～」をテーマに開催します。 
 今年は大きな震

災もあったので、年

齢や障害の有無に

関係なく柴田町の

全員を集めるくら

いの勢いで盛大に

行いますので是非

みなさんに来てい

ただけたらうれし

いです。と話してく

れました。 

コ・アクト 今年のテーマは“前進” 

神奈川県で行った「ナイスハートふれあいのスポーツ広場」 

左：佐竹香さん、右：朝井寛輝さん 
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 漕艇部女子キャ

プテンの小笠原沙

織さん（体育学科

4年/北海道網走南
が丘高校卒）が

U-23日本代表と
して7月21‐24日
にオランダ･アム

ステルダムで行わ

れた世界U-23
ボート選手権大会の女子クォドルプルに出場しま

した。予選で前回大会優勝のイタリアチームに勝

るタイムを出すなど素晴らしいレースをしました

が、コンマ差で決勝Ａに進めず、結果は７位でし

た。 

 世界大会に出場するのが高校からの目標だっ

たと話す小笠原さんは、卒業後も社会人チーム

に所属し競技を続けることが内定しています。  

 早生まれでもあるため、来年のU-23世界選手
権の年齢条件をクリアーしており、出場のチャ

ンスがあります。 

「はじめての世界戦で多くのことを学ぶことが

できました。海外の選手は体が大きく、体格の

差はありますが、日本人でも十分戦える手ごた

えがありました。来年も日本代表として出場し

メダルを取りたい。」と得たものも大きかっ

た」ようです。 
漕艇部は8月にインカレを控えており、悲願達
達成に向けた小笠原さんの活躍が期待されま

す。 

世界U-23ボート選手権 結果は７位 

トライアスロン部 インカレで悲願の入賞を 

トライアスロン部の小山真男さん（体育学科4
年）の目標は「インカレで入賞（6位以内）し、
23歳以下日本代表となること」と話します。本学
のインカレでの最高成績は昨年大会で上村昌志さ

ん（平成22年度卒）の個人7位と団体7位という成
績で未だ入賞を成し遂げていません。小山さんの

「インカレ6位以内入賞」は実現できるところま
で来ています。 

7月3日に栃木県で行われたインカレ予選（東北
北学生選手権大会）では、東北大学に次いで第2
位。昨年のインカレ優勝校は個人・団体共に東北

大学で今年も優勝候補です。今回の準優勝は全国

でも通用するはずと、インカレに向けて大きな弾

みがついたようです。小山さん以外にも4名がイ
ンカレ出場権を獲得。各大学3名の合計タイムで
競う団体戦の出場もできた。インカレまで2ヶ月
を切ったが残された時間で各々のレベルアップを

図る。 

トライアスロン部は震災後は大学のプールが使

使用できず、道路もうねりや陥没等で、安心して

練習ができない状況が続いた。現在は角田市営

プールで一般客の方々の邪魔にならないよう気

をつけながらスイムを練習し、路面状況に注意

を払いつつも不屈の精神でバイク、ランに取り

組んでいる。インカレは8月28日に香川県観音寺
市で行われる。本学トライアスロン部初の入賞

に期待したい。 

 

小山真男さん（体育学科4年） 
 トライアスロンの魅力は練習の分だけタイム

が伸びること。はじめはスイム1.5km、ラン
10km、バイク40kmという長い距離をゴールする
ことが想像すらできませんでしたが練習を重ね

ることでゴールできるようになりタイムも伸び

てきます。また、レースの度に新しい課題が見

つかるため、課題・達成・課題の繰り返しが自

分自身を成長させてくれます。練習が成績にこ

れほど直結する競技は他にはないと思います。 

 私がトライアスロン部に入部したのは上村昌

志さん（平成22年度卒）に誘われたのがきっか
けです。入部後は上村さんのトライアスロンへ

の情熱を間近で見て「この人を超えたい」と思

うようになりました。昨年仙台大学は個人戦で

上村さんが7位、団体戦も7位で入賞の一歩手前
で涙を飲みました。先輩を越えるためにも、上

村さんが成し得なかったインカレ入賞（6位以
内）を必ず果たします。 

 

＜インカレ出場者＞ 

 小山真男さん（体育4年） 
 細川 慧さん（体育4年） 
 佐藤光希さん（健康福祉3年） 
 佐藤秀樹さん（健康福祉3年） 
 佐藤京太郎さん（体育2年） 

小山真男さんの 
これまでの成績 
  東北大会 インカレ 
2011   2位   8/28実施   
2010   4位    27位 
2009  22位    88位 
2008  35位   不出場 
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関西学生アメフト連盟が主催する「ニューエラボウル」に本学の学生も招待

出場 

7月10日（日）に京セラドーム大阪で開催され
たする「ニューエラボウル（主催：関西学生アメ

リカンフットボール連盟）」に、東日本大震災で

被災地となった東北学生選抜が特別招待され、本

学アメリカンフットボール部員5名もチームに加
わり出場しました。「ニューエラボウル」は関西

学生アメリカンフットボール連盟所属各校の選抜

選手・コーチと全米大学体育協会（NCAA）加盟
大学からの招待選手・コーチがBLUE STARSと
WHITE STARSに分かれて戦うオールスター形式
のゲームです。今年はアメリカからハワイ大学と

ネバダ大学ラスベガス校が加わり熱戦が繰り広げ

られました。ゲーム以外にもフットボール・クリ

ニック等を通じた国際交流の場となっており、学

生たちにとって貴重な体験となったようです。 

東北選手団の主将を務めた 

加藤良太さん（体育学科4年） 
 東北の選手が関西の選手と同

じフィールドでプレーできる機

会は少ないのでたいへん良い機

会となりました。アメリカの選

手のレベルに触れられたことも

刺激になりました。 

 

 

 アメリカンフットボールの東北地区予選は今

月下旬からはじまります。是非、甲子園ボウル

（インカレ決勝）出場を勝ち取り、今回交流を

図った関西のチームとの対戦を果たしてほし

い。 

 

 ＜参加した学生＞ 

  加藤良太さん（体育4年）  
  飯田淨至さん（健康福祉3年）  
  菅原正人さん（体育3年）  
  高橋史弥さん（体育3年）  
  菅原久義さん（体育2年） 

仙台大学ｱﾒﾘｶﾝﾌｯﾄﾎﾞｰﾙ部公式HPより 
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Ｓｐｏｒｔｓ Ｆｏｒ Ａｌｌ ～ スポーツは健康な人のためだけでなく、すべての人に ～ 

 Vol.64 ／ 2011 Ａｕｇ. 
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 震災から5ヶ月が過ぎ、避難所で生活をしてきた方々の大多数が仮設
住宅に入居しました。避難所でのエコノミー・クラス症候群予防を目

的に活動してきた地域健康づくり支援センターでは、7月中旬より仮設
住宅での活動へと切り替えを行いました。1995年に発生した阪神淡路
大震災では仮設住宅での孤独死、廃用症候群が問題となりました。こ

れらの問題に着目して、仮設住宅に設置されている集会場を利用し

「健康づくり茶話会＋楽しい運動」を定期開催しています。これは、

仮設住宅に住む方同士が対面する機会を提供することで、孤独死の予

防を図ることが狙いです。また、運動の機会を提供することで廃用症

候群の予防を目的としています。 
 この活動では毎回、来場した方に運動栄養学科

が調理したお漬物とお菓子、飲み物を振舞ってい

ます。気軽にお茶を飲みながら、会話と運動をし

ていただくことで楽しい時間をすごす交流の場と

すること、そして運動前の水分と少量の塩分補給

で熱中症予防を防ぐ目的も兼ねています。 

お漬物とお菓子はとても好評で、レシピは希望者に配布しています。 
仮設住宅での活動により、友人同士が震災後はじめて再会したり、

情報を共有する場ともなったりと、人と人とをつなげる役割も担って

いるようです。 
現在の活動は亘理町を月・金曜日、女川町を木曜日に伺って活動し

ています。 
    

仮設住宅で暮らす人たちの輪と健康を育む 
 ～ 地域健康づくり支援センター ～ 
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教員採用試験2次対策に教職の先生方が熱血指導 

 教員採用試験は各都道府県の1次試験が終わり、
2次試験がスタートしています。そんな中、一次試
験を見事突破した、本学学生の合格者を出そう

と、今年度新設された「教育支援コーナー」では7
月中旬から教員採用試験2次対策講座をスタートさ

せています。講座は10時から15時半頃まで教職
支援システムディレクターの渡邉宣隆教授をは

じめとする教職の先生方の指導の下、模擬授業

や面接、集団討論など各都道府県教育委員会の2
次試験にあわせた指導が行われています。受講

を希望する卒業生の門戸も開いており、9月5日
には卒業生5名も加わり受講する予定だそうで、
教職の先生方がフル回転で対

応されています。 
 受講する山崎えりなさん

（健康福祉学科4年・写真）は
「先生方が休みなく毎日対応

していただけるので本当に感

謝しています。先生方のご尽

力に合格という形で報いるこ

とができるよう頑張ります」 
 

ﾍﾞﾗﾙｰｼ共和国から新体操競技指導者エレナさんが来日 
 8月24日 (水 )にベラ
ルーシ共和国ミンスク

市より新体操競技指導

者のエレナさん（本名:
グリゴロワ・エレナ・ア

レクサンドロブナ）が

来日し、学長および新

体操競技部関係者等と

顔合わせを行いまし

た。 

 エレナさんは昨年度

まで2年間ご指導くだ
さったマカロワさんに替わり、4月から新体操を指
導くださる予定でしたが、震災の影響で来日が遅れ

ていました。新体操大国ベラルーシ共和国で新体操

に携わってこられた経験を元に、本学でも新体操の

指導の面で存分に発揮いただきます。 

 笑顔の素敵な方ですので学内で会った際には声

を是非かけてみて下さい。 

 

 

 
【競技歴】 
・1978－1990年 ｾﾃﾞｭｼｮﾙ（ｽﾎﾟｰﾂ幼少ｵﾘﾝﾋﾟｯｸ予    
        備校）で新体操を学ぶ 
・1990－1993年 ﾍﾞﾗﾙｰｼ共和国国立体育･ｽﾎﾟｰﾂ 
        学院で新体操を学ぶ 
・団体競技のﾍﾞﾗﾙｰｼ共和国ﾅｼｮﾅﾙﾁｰﾑﾒﾝﾊﾞｰ。ﾐﾝｽｸ 

 選手権、ﾍﾞﾗﾙｰｼ共和国王座決定戦、国際大会 

 などに出場し、入賞多数。 
  
【職 歴】 
・1996‐2002年 ﾍﾞﾗﾙｰｼ共和国国立ﾐﾝｽｸ言語大
学 体育教師 
・2000‐2006年 ｾﾃﾞｭｼｮﾙ 新体操ｺｰﾁ 
・2002‐2003年 ﾐﾝｽｸ第270幼稚園 
        運動療法指導員 
・2003年‐現在 ﾍﾞﾗﾙｰｼ共和国国立体育･ｽ 
        ﾎﾟｰﾂ学院 体育教師 
・2006年‐現在 ﾐﾝｽｸ市体育･ｽﾎﾟｰﾂ･観光局 
        新体操コーチ 
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韓国の龍仁大学校より初めての留学生 

8月24日（水）に龍仁大学校（韓国）からは初
めてとなる留学生2名が来日し、朴澤学長および
関係教職員に挨拶を行いました。姜寅皓（Kang 
In-Ho／写真：左）さんと、羅沅廷（Na Won 
Jung／写真：右 ）さんの両名は龍仁大学3年生
で、韓国では義務となっている兵役を終えた24
歳です。来年8月31日までの1年間、科目等履修
生として本学で学びます。 

学内で彼らを見かけた際は、是非お声掛けく

ださい。 
 

フィンランド短期留学プログラムへ 佐藤 翔さん 
9月から半年間のカヤーニ応用科学大学（フィン
ランド）短期留学プログラムに佐藤翔さん（運動

栄養学科3年）が参加します。佐藤さんは海外での
生活に強い関心を持っており、昨年まで休学して

オーストラリアに7ヶ月間滞在した経験を持ってい
ます。 

佐藤 翔
しょう

さん（運動栄養学科3年） 
 

 本来はオーストラリアの後にカナ

ダに留学するつもりでした。森教授

にフィンランド短期留学の話を伺

い、参加することに決めました。そ

の大きな理由はフィンランドが教育

大国・福祉大国であること、体育系

大学として健康福祉学科を有する仙

台大学の教育と合致していると感じ

たからです。フィンランドでは小学校の英語教育

について学びたいです。また、高校では野球部に

所属していたので、クリケットとフィンランド野

球を見ることも楽しみです。 

 

 

～～～佐藤 翔さんから在学生に向けて～～～ 
「ワーキングホリデー制度を知ってほしい」 

 

私はワーキングホリデーという制度を使って

オーストラリアに滞在していました。この制度

は日本政府が協定を結んだ国との交流の場を提

供するものです。18才～30才と年齢制限があ
り、滞在中の資金を補うために一定の就労をす

ることも認められています。日本が協定を結ん

でいるのはオーストラリア、カナダ、韓国、イ

ギリス、フランスなど11カ国で、ほとんどの国
では１年の滞在ですが、オーストラリアとイギ

リスでは3ヶ月間の季節労働を条件に2年間の滞
在が認められています。この制度を利用すれば

海外も身近になるので、是非、チャレンジして

みてください。 

青海省体育科学研究所との共同研究 
 8月5－13日の日程で、内丸講師はじめ運動生
理学の先生方が中国青海省体育科学研究所を訪

問し、同研究所スタッフと共に現地の運動習慣を

持つ65才から74才までの男女100名の協力を仰
ぎ、体力測定と血液検査を行いました。 

これは、青海省が平均標高3000ｍという高地に
あることから、健康･体力に関するデータにより、

同じ年代の日本人との比較・考察を行うもので

す。両国における健康･体力分野における成果と

なることが期待されています。研究結果が待たれ

ます。 
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オープンキャンパス 盛会裏に終了 

8月6日（土）にオープンキャンパスを開催し、
高校生・保護者あわせて約1000名弱の方々にご来
場頂きました。オープニングセレモニーは学生が

主体となって本学の魅力を紹介。チアリーディン

グチーム“Twincle”が演技披露と司会進行を務
め、バスケットボール部とバレーボール部が試技

披露しました。引き続き行った「OBからのメッ
セージ」と題した講演にはスポーツ栄養士として

活躍する清野隼さん（平成20年卒／森永製菓㈱所
属）と、体操日本代表として世界の舞台でも活躍

している植松鉱治さん（平成21年度卒／コナミ㈱
所属）にご登壇いただき、現在の職場での活躍や

在学中のエピソードなどをお話頂きました。こ

の他、各学科の特徴的な取り組みの紹介を兼ね

た体験会や紹介コーナー、施設設備を紹介する

キャンパスツアー、個別入試相談会などを実施

しました。高校生・保護者の皆さんには今回の

オープンキャンパスを通して、少しでも本学で

の大学生活や卒業後のイメージを持っていただ

けたことでしょう。 
なお、当日の様子がCAT-VNetTV(キャット
ヴィ ネットテレビ)で動画紹介されていますので
是非ご覧ください。 
http://cat-vnet.tv/category110/110_001/110_001_0013.html 
 

大学を超えた留学生同士の交流  ～国際友好交流スポーツ大会～ 
 8月21日（日）に仙台地区中国学友会が主催する
国際友好交流スポーツ大会が東北大学医学部星陵

体育館を会場に開催され、本学の留学生も多数参

加しました。競技はバレーボール、バスケット

ボール、バドミントン、卓球、フットサルの5種目
行われ、スポーツを通して大学を超えての留学生

の交流が深められました。さすがは体育大学に通

う留学生、バドミントンを除く4種目で見事優勝を
飾りました。 
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柔道部の 勅使瓦 慧さん、薬師神桃子さん2名がイタリアへ 

ビッラサルタ合宿所柔道場にて  

7月31日(日)～8月20日(土)までの約3週間、本学
柔道部から勅使瓦さん(柴田町出身・東北高卒)と
薬師神さん(岩手県宮古市出身・宮古高校卒)の男
女1名ずつが被災地支援の柔道研修としてイタリ
アへ招かれました。3.11の東日本大震災で甚大な
被害にあった日本に心を痛めたイタリアの柔道家

バリオーリ氏が、女子柔道の谷本歩実さんを通

じ、被災地の柔道をする若者を無償で招きたいと

のお申し出があり、谷本さんとの交友関係が深い

南條和恵柔道部女子監督に声がかかったことが

きっかけで今回の遠征に至りました。渡伊前には

イタリア在住経験がある遠藤保雄教授にもイタリ

ア語の指導を定期的に開催していただいたそうで

す。 
イタリアボローニャ空港への到着時間が午前0
時すぎにもかかわらず温かい出迎えをうけ、ブレ

ダッピオ市にあるビッラサルタ(合宿所)で3週間
の合宿が行なわれました。合宿はイタリア各地か

ら柔道や講義を学ぶために訪れた方々と合同で行

なわれました。朝練習

後の2時間のイタリア
語研修も毎日あったこ

とから、聞き取りはほ

ぼマスターでき、二人

とも会話もなんとかで

きるようになったそう

です。バリオーリ先

生は、柔道の父であ

る嘉納治五郎氏の目

指した｢自他共栄｣な

ど教えを大切にさ

れ、スポーツとして

の「JUDO」の方向性
が原点から離れつつ

あることに警鐘をな

らす柔道家の一人で 

古来の「一本」をとる柔道を愛し「美しい技」

や「柔道を通しての人間形成」をイタリアの門

下生たちに伝え続けているそうです。 
この合宿の3週間、全行程を通して被災地から
ら来た日本人の彼らを温かく迎え入れてくださ

り、柔道の練習はもちろんのこと、合宿所のあ

るブレダッピオ市の市長表敬訪問やミラノ市観

光など、きめ細やかな対応でイタリアを満喫す

るために沢山の交流を無償でさせていただきま

した。柔道を通じた今回の交流が日本とイタリ

アの架け橋となるように、また、日本の復興と

二人の今後の成長を

お世話になった皆さ

んに、恩返しとして

伝えることができる

ようにとこれからも

イタリア語も勉強を

続けたいと帰国後、

二人は話してくれま

した。 
 
勅使瓦 慧さん（体育学科3年） 

バリオーリ先生の教えを伺い、自分も

スポーツとして「勝つ」ことのみ目標

と考えていたことを思い、あらためて

柔道の本質的なものを見つめる機会と

なり感謝しています。柔道の指導者を

目指しているので、人生の学びを得ら

れ良い経験となりました。合宿中、東日本大震

災についての質問会があり、東日本大震災の記

録写真集をもっていき合宿所のテーブルにおい

て自由に皆にみてもらいました。瓦礫撤去のボ

ランティアで見た津波被害の光景の話をする

と、積極的に質問もされ真剣に話を聞き入って

くださいました。 
 
薬師神 桃子さん（現代武道学科1年） 

とても充実した合宿でした。おなじ階

級での対戦もできましたし、様々な年

代の方々とも仲良くなりました。イタ

リアでお会いする方々はみなさんとて

も温かくジェントルマンでした。バリ

オーリ先生からは「無心になって柔道

をすること」「柔道を通して世界をみること」

を教えていただきました。合宿期間、バリオー

リ先生の誕生会があり私たち二人へ「葉月（は

づき）の月、100年続く友情がうまれた」という
言葉を贈って下さったことがとても嬉しく、印

象深い思い出となりました。 

～親日イタリア柔道家 バリオーリ先生が、被災地柔道支援のため無償で招待～ 

バリオーリ先生と共に  

ミラノ市観光、福島の高校生と共に  

イタリアでの主なスケジュール 

 

7：00～8：00     練習 寝技 

8：00～        朝食 

9：20～10：20   古武道 

                      (剣術・棒術) 

                      ランニング 

10：40～12：40  イタリア語研修 

12：40         昼食 

14：00～17：00 自由時間  

17：00～19：30 練習 立ち技 
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石巻市立谷川小学校より御礼状 
 衣類提供を行った石巻市立谷川小学校より御礼

状が届いております。 
 谷川小学校は宮城県で最も海に近い小学校で、

津波により2階建ての校舎はのまれ、体育館は跡形

もなく破壊されたそうですが、全員無事に難を逃

れたそうです。現在は他の学校を間借りして授業

を行っているそうです。震災の直前まで毎日更新

されていた谷川小ブログは震災当日の3月11日を最

後に更新されることはなく、震災当日のブログに

は午前中に行われていたであろう卒業式の練習模

様が紹介されています。大震災が一瞬にして平穏

な小学校生活を崩してしまったかを察することが

できます。御礼状と共に送っていただいた写真に

写っている皆さんの明るい笑顔がたいへん印象深

いです。 

おかげさま色紙が仙台市地下鉄にお目見え 

 仙台大学、宮城県サッカー協会、ベガルタ仙
台、ベガルタ仙台ホームタウン協議会で進めてい

る「リスペクト！おかげさまプロジェクト」の震

災復興支援企画で集めたおかげさま色紙が、8月
いっぱい、仙台市地下鉄（仙台駅・匂当台公園

駅・泉中央駅）で巡回展示されました。皆さんも

ご存じ、あのトップアスリート達からの直筆応

援メッセージ。いつもは声援を受けている選手

が、日頃の感謝を込めて、この色紙に復興への

思いを託しました。９月は宮城県立こども病院

での巡回展示が予定されていますので是非、ご

覧ください。 
 
巡回展示の様子は仙台市ホームページでもごら

んになれます（http://www.city.sendai.jp/
sports/1199797_2709.html） 
 
※「リスペクト！おかげさまプロジェクト」と

は？ 
「おかげさま」は感謝をあらわす魔法の言葉を

合言葉に、スポーツを支えるひとやものに感謝

を表そうという活動 
                                  

＜スポーツ情報マスメディア研究所＞ 
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職員Ａさんの禁煙レポート 
～ お医者さんと禁煙しよう ～ 

日付 感 想 
呼気中の一酸化

炭素濃（ppm） 
（正常値0～7） 

一酸化炭素ﾍﾓｸﾞ

ﾛﾋﾞﾝ濃度(%COHb) 

(正常値0 1̃.5) 

7/25 チャンピックスⓇの服用開始。タバコは普段どおり1日20本。 12 2.5 

7/29 薬服用5日目。いつも通りタバコが美味い。薬の効果は全く感じられない。 ― ― 

7/31 

 

タバコの本数が自然と減り、心なしか体がタバコを欲しない。しかし、タバコが生

活の一部になっているため、食後や行動の節目でタバコに火をつけてしまう。 
― ― 

8/1 

 

禁煙初日。起床後、直ちに残っていたタバコ数本をゴミ箱に捨てる。薬の効果な

のか、タバコを欲しない。癖でタバコを探すが、所持していないため諦める。 
― ― 

8/2 引き続き、吸いたい衝動は起きない。 3 1.1 

8/3 

 

夕食後に禁煙して初めてタバコを吸いたい衝動にかられる。ここで吸ったら無駄

になると思いガムを噛んでしのぐ。（この日の薬服用が朝6時と夜9時で、時間が

あいてしまったことが要因か。） 
― ― 

8/4 

 

朝方にタバコの夢を3度みて起床。深層心理で吸いたいという意識のあらわれ

なのだろうか。起床すると吸いたい衝動は消えているが、この日から5日間連続

でタバコの夢をみる。 
― ― 

8/5 

 

他人が吸っているタバコの煙が、おいしく感じる。非喫煙者の方は矛盾に感じる

かもしれないが、他人の煙は臭く嫌なものであった。にも関わらず、他人の煙を

心地よく感じるのは人生で初めての異様な体験。 
― ― 

8/11 

 

タバコの夢もみなくなり、タバコのない生活にもだいぶ慣れてきた。ふとした時に

タバコが吸いたいと思うが、我慢はできる。 
3 1.1 

8/13 

 

禁煙生活最大のピンチ。親戚とお酒を飲む機会があった。タバコが吸いたくな

る…が、我慢。 
― ― 

8/18 タバコは全く欲しない。 ― ― 

8/23 

 

橋本医師より「一酸化炭素の数値も順調に下がっているので、お酒の場を特に

注意して継続するように」との指導があった。タバコは全く欲しない。 
2 0.9 

8/30 呼気の一酸化炭素濃度検査がはじめて測定不能のゼロを記録。 0 0.0 

8/31 

禁煙して1ヶ月が経過。この1ヶ月でどうしても吸いたいと思ったのは8月3日と13

日の2度だけ。ここを乗り越えれたことが大きい。それと、お酒をあまり飲まな

かったことが継続できている大きな要因と自己分析。 

― ― 

 

チャンピックスⓇの服用法 
 
禁煙日の1週間前から服用 

・1～3日目は0.5mg錠を1日1回 

・4～7日目は0.5mg錠を1日2回（朝・夕食後） 

・8日目（禁煙日）～84日目は1.0mg錠を1日2回（朝・夕食後） 

【 Ａさんの禁煙日誌 】 

 健康管理センター長の橋本教授より平成23年度
からの学内全面禁煙化に伴い、禁煙治療の紹介が

全教職員に向けて6月になされました。 
 この禁煙治療は、テレビCM「お医者さんと禁煙
しよう」でおなじみの、ニコチンを含まない飲み

薬（チャンピックスⓇ）の服用と医師のアドバイ

スで進める治療法です。 

 チャンピックスⓇはニコチン切れ症状を軽減す

るほか、タバコがをおいしいと感じにくくすると

されています。禁煙治療期間の12週間治療を続け

た患者の禁煙成功率は50％を超えており、治療
費は診療費と薬剤料あわせて約18,000円（保険適
用）を自己負担しています。 
このレポートは、Ａさんに協力を仰ぎ、禁煙

治療により非喫煙者となるまでの道程を記すレ

ポート紹介です。 

 

※ チャンピックスⓇの効用・副作用につい   

 ては医師の指導の下、適切な説明を受けな 

 がら服用しています。 

 
職員Ａさんの喫煙暦 

 
・職員Ａ：男性 

・喫煙暦：15年 

・一日のタバコ本数：20本 

・一ヶ月の出費：12,300円（410円×30日） 

・過去の禁煙暦：1度（2010年10月のタバコ料金値上げに

伴い禁煙を決意したものの日没を待たずに断念） 
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本学OB鶴岡剣太郎さんが 著書『それでも、あきらめない。』を寄贈 
～ トリノ五輪スノーボードパラレル大回転出場・現在プロスノーボーダー ～ 

青年海外協力隊として活動するOGの齋藤まりさん 

平成21年度に卒業し、その後、JICAの青年海外
協力隊としてマレーシアで2年間の活動を行ってい
る齋藤まりさん（平成21年度・運動栄養学科卒）
が一時帰国し、8月12日(木)に大学に立ち寄ってく
れました。   

日本への滞在は2週間ということで、大学の先生
方への挨拶や、亘理町でボランティアとして地域

健康づくり支援センターの活動に同行したりした

そうです。 

 

齋藤まりさん 
 マレーシアではデイセンターな

どの施設を巡回し、そこで働く方達

に対してレクリエーションなどを指

導し、プログラムの充実を図る活動

をしています。マレーシアは治安も

良く、時間や人種に関係なく誰にでも優しく接

してくれる陽気な国民性溢れる国です。外国か

らの留学生も多く、大学の授業は英語で行われ

ています。活動をはじめて1年が過ぎましたが、
マレー語もほぼ習得することができました。マ

レーシアでの生活は全てが楽しく、仕事で悩む

ことも楽しいくらいです。 

青年海外協力隊は、旅行では味わうことので

きない経験ができます。 

是非、後輩の方たちも積極的にチャレンジし

てもらいたいです。 

 トリノ五輪・パラレル大回転に出場した本学OBの鶴岡剣太郎さん

から仙台大学の後輩たちへと著書を御恵贈いただきました。 

鶴岡さんは、ご両親も仙台大学OB（お父様は1期生、お母さまは2

期生）です。著書では少年時代から現在までの半生が書かれてお

り、スキー競技を続けるために千葉から山形の羽黒高校へ入学し、

仙台大学では競技スキー部で念願のインカレ出場。その後、大学3

年のときスノーボードとの出逢いで転機が訪れます。 

オリンピック出場までの道のりや想い、周りの方々の応援へや感

謝の気持ちなど、興味深い内容が満載です。本学附属図書館に寄贈

いただきましたので、是非ご覧下さい。 

 また、今年8月6日（土）の、仙台大学オープンキャンパスでKMCH

（クラブハウス）内に展示する本学教職員・卒

業生「オリンピック・プロスポーツに関する展

示」として、鶴岡さんが2003年アジア大会で銅

メダルを獲得した時に使用したビブを、今回寄

贈くださいました。 

 

仙台大学同窓会東海支部総会 
 8月20日（土）に仙台大学同窓会東海支部総会
が名古屋市内で行われ、同窓生16名が終結しま
した。本学から朴澤学長と横川教授が出席も出

席して情報の交換・共有を行い、朴澤学長から

は東日本大震災の状況等が説明されました。 
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仙台大学バレーボール樅の木杯・松本昌三杯 

 本学OBが中学・高校で指導しているバレー
ボールチームのレベルアップと、同窓生と現役

生が交流する場となっている「仙台大学バレー

ボール樅の木杯並びに松本昌三杯」が、8月20
（土）、21日（日）に本学第2、第5体育館を会
場に開催されました。審判や試合の運営は男女

バレーボール部員が務め、中学・高校生のはつ

らつとしたプレーが繰り広げられました。 
 

中学校男子＜4校＞ 

高崎中学校 下堂前孝士先生（17回生） 

名取第一中学校 荒川 裕子先生（19回生） 

円田中学校 今村 守彦先生（21回生） 

高清水中学校 高橋 利恵先生（26回生） 

中学校女子＜7校＞ 

田尻中学校 堀谷美姫子先生（8回生） 

東仙台中学校 岩垣 和人先生（11回生） 

亘理中学校 岩本真理子先生（23回生） 

蒲町中学校 佐藤 祐子先生（24回生） 

仙台第二中学校 阿部 有一先生（19回生） 

利府中学校 高橋 志保先生（26回生） 

幸町中学校 松田 美穂先生（26回生） 

高校女子＜8校＞ 

宮城県私立東北生活文化 

大学高校 

池田 信文先生（10回生） 

小笠原智美先生（22回生） 

宮城県県立宮城第一高校 大内 昭浩先生（16回生） 

福島県私立帝京安積高校 鈴木  透 先生（16回生） 

宮城県私立聖ドミニコ学院高校 村上 成司先生（17回生） 

宮城県県立仙台西高校 三浦 公浩先生（18回生） 

宮城県県立村田高校 河村 貞男先生（22回生） 

宮城県県立塩釜高校 高橋 久美先生（23回生） 

新潟県県立長岡大手高校 上村 裕希先生（26回生） 

参加校と同窓生名  

第26回夏季ユニバーシアード大会 結果 
＜柔道＞OB田中美衣選手 
 中国の深圳で開催された第26回夏季ユニバーシ
アード大会に出場した田中美衣選手(平成20年度
卒／了徳寺学園職員)が前回大会に引き続き個人戦
で銀メダル、団体戦で金メダルを獲得しました。

個人戦決勝では不本意な判定で反則負けという結

果でしたが、その数日後に行われた団体戦では気

持ちを切り替え団体戦金メダル優勝に貢献しまし

た。 

＜女子サッカー＞黒澤 尚新助手 
 黒澤新助手がゴールキーパーコーチを務めた

女子サッカー代表は、地元である中国代表との

決勝戦に惜敗しましたが、前回大会に引き続き

堂々の銀メダルを獲得しました。黒澤ｺｰﾁは大会

を経て「日本女子サッカーのレベルは確実に上

がっており他国も日本チームをマークし研究し

ている。今後の課題はパス精度や状況判断な

ど、質をあげていくこと、ピッチ上でイニシア

チブを発揮できる選手を育成していくことが今

後の課題。」と話しています。 
 
＜陸上競技やり投げ＞佐藤 寛大選手（院1年） 
 海外大会初出場で陸上競技選手団のキャプテ

ンも務めたやり投げの佐藤寛大さん（大学院1
年）は、残念ながら予選落ちという結果でし

た。 
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漕艇部インカレ結果 

全日本大学選手権大会が8月25日～28日に、埼玉
県戸田ボートコースにおいて行なわれ、本学漕艇

部悲願の「男子エイト」、「女子舵手つきクォド

ルプル」制覇を達成すべく大会に挑みました。大

学からも教職員をはじめ柴田町の大応援団が今年

もバスで駆けつけ、選手を温かい声援で後押しし

てくださいました。 
 「男子エイト」の結果は、僅か2秒差で4年連続
の準優勝。「女子舵手つきクォドルプル」は準決

勝で優勝候補の早稲田大学に1秒差競り負け、決
勝へは進めずに5位という結果でした。 
 
【インカレ結果】 
 男子エイト        準優勝 

 男子舵手なしフォア    準優勝 
 男子舵手つきフォア    準優勝 

 女子舵手つきクォドルプル 第5位 
 女子舵手なしペア     第5位 
 女子ダブルスカル     第6位 
 男子ダブルスカル     第7位 
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 学生の活躍や、取組みをご存知でしたら

広報室までお寄せください。 

Monthly Reportで紹介する他、報道機関

にも旬な話題を提供していきたいと考えて

おります。 

 

 本誌へのご意見・ご質問等がございまし

たら、広報室までご一報ください。 

 

 

広報室 

  直通 0224-55-1802 
  内線 佐藤美保 256 
      土生佐多 200 
      伊東宏之 271 
  Email:kouhou@scn.ac.jp 

  

「2011東北こども博」開催 1 

管理栄養士国家資格 

国際ｽﾎﾟｰﾂ情報ｶﾝﾌｧﾚﾝｽ 
2 

節電 目標達成 

明成高校教育懇談会 
3 

就活キックオフセミナー 

 
4 

もう一度 自在に身体を動か

したい ～足漕ぎ車椅子～ 
5 

高橋雄太さん、オマーン・ス

ルタン国に 
6 

桜美林大学大学院アメリカ

研修に参加して 
7 

学生の活躍 8 

東北のこどもたちの健やかな成長と笑顔の広がりを願い、それを実

現するためのイベント「2011東北こども博」を10月8日(土)、9日(日)
に、宮城県柴田郡柴田町の仙台大学キャンパスにて開催します。 

主催は仙台大学、(社)日本玩具協会、宮城県柴田郡柴田町などで構
成される東北こども博実行委員会（実行委員長：朴澤泰治学長）。当

日は、様々なおもちゃで遊べたり、スポーツを体験できたり、キャラ

クターショーで楽しめたりと盛りだくさんのイベントになります。 

 会場には、石巻市をはじめ東日本大震災の被害が大きかった宮城

県、福島県、岩手県からこどもたちを招待し、秋の1日を体いっぱい

楽しんでもらう計画となっています。 

  

2011東北こども博 公式ホームページ http://www.toys.or.jp/tohoku/ 
 

東北の子供たちに、たくさんの笑顔を 

 「東北こども博」 10月8(土)、9日(日)開催 
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過去最多の10名が合格 ～管理栄養士国家試験～ 

 本学の運動栄養学科は厚生労働省の栄養士養成施設

の指定を受けており、所定の科目を履修・修得するこ

とで栄養士免許を取得できます。また、卒業後に厚生

労働省が指定する施設において1年以上の栄養指導に従
事した場合は管理栄養士国家資格の受験資格が得られ

ます。 
 管理栄養士国家試験は3月20日に開催されましたが、
東日本大震災の影響により受験できなかった東北地方

の受験生のために7月末に追加試験が行われ、見事、新
助手2名を含む7名のOBが合格を果たしました。3月の試
験で既に合格している3名を含む10名の合格者は本学で
は過去最多で、合格率も非常に高いものです。運動栄

養学科卒業生たちの努力の結果といえます。 
 
合格した平良拓也さん 

 4月から非常勤で専門学校で栄養学の授
業を担当しており、学生への解説のために

栄養について深く勉強することができたの

が合格に結びついたと実感しています。管

理栄養士国家資格を取得しておくと就職の

幅が広がるので、研究の道に進めるよう就

職活動を進めていきたいです。 
 

 

＜合格者＞ 
平成20年度卒 

 ・竹内
たけうち

 晴子
せ い こ

さん   ※仙台大学新助手 

 ・平良
た い ら

 拓也
た く や

さん   ※仙台大学研究生 

 ・津田
つ だ

 佳代子
か よ こ

さん 

 ・平澤
ひらさわ

 和樹
か ず き

さん 

 ・泉 川
いずみかわ

 尚彦
たかひこ

さん 

 ・今野
こ ん の

 早
さ

紀
き

さん 

 

平成21年度卒 

 ・服部
はっとり

 恵未子
えみこ

さん  ※仙台大学新助手 

 ・岩渕
いわぶち

 安祐美
あゆみ

さん 

 ・澤田
さ わ だ

 花子
は な こ

さん 

 ・渡邉
わたなべ

 祥子
しょうこ

さん    

 

第4回 国際スポーツ情報カンファレンス開催 

 仙台大学主催、宮城県・仙台市・柴田町後援の

「第4回国際スポーツ情報カンファレンス」は9月

11日（日）、仙台大学を会場に開催されました。

「大震災 スポーツの明日を考える」をメーンテー

マに、全国のスポーツ関係者や学生ら約80人が参

加し、実り多いカンファレンスとなりました。 

 カンファレンスでは、震災後の被災地に対する

スポーツ界の取り組みや現状について、日本オリ

ンピック委員会事務局長 平 眞
たいら しん

 氏からの情報提

供を皮切りに、メディアの視点、競技団体の視

点、そして被災地の子どもたちと向き合う教育

現場の視点から「震災」と「スポーツ」につい

て示唆にとんだセッションが繰り広げられ、参

加者全員で「スポーツの明日」を考えました。

大震災発生の午後2時46分には全員で黙祷し、亡

くなられた方々に哀悼の意を表しました。 

 また今回はカンファレンスの一環として、被

災地などの子どもたちを招待しての「あしたひ

ろば」を併催。宮城

県、岩手県、山形

県、石川県からの参

加もあり、子どもた

ちが思いっきり体を

動かし、ボールゲー

ムやアドベンチャー

ゲームなどに取り組

み、交流する機会と

なりました。 

 

＜スポーツ情報マスメディア研究所＞ 
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節電目標達成 ご協力ありがとうございました 

 今夏は東日本大震災による電力不足のため、東

北地区においては各家族・事業所に対して一律

15％の節電が課せられました。さらに大学に対し
ては大口使用者として電気事業法による使用規制

が課せられました。 
 本学でも学生・教職員のご協力のもと15％節電
を達成すべく、エアコンの28℃設定や照明の間引
き、職員による見回り等を行いました。結果、本

学の最大使用電力許容量であった765kwを大幅に
下回る647kw（7月12日）で、昨年の900kwを大き
く下回りました。 

冷房の設定を28℃に設定し
たにもかかわらず、講義中に

熱中症になった学生数が増え

ることもありませんでした。

これは、各々の自己管理の徹

底が節電の目標達成に大きく

関与したことは間違いありま

せん。学生・教職員の皆様、

ご協力ありがとうございまし

た。そして、今後も無駄な電力の排除は日頃か

ら心がけていきましょう。 

明成高校大河原地区教育懇談会 

 9月28日（水）にA棟大会議室において明成高
校の大河原地区教育懇談会が行われ、県南地区

に所在する16の中学校の校長先生にご出席いた
だきました。明成高校の教員と共に本学からも

朴澤学長はじめ校長職の経験をお持ちの諸先生

方が出席しました。 
朴澤学長の挨拶では、明成高校から仙台大学に

進学した後、社会人として活躍している同窓生

の紹介として、管理栄養士国家資格を合格した2
名の紹介があり、調理科から運動栄養学科とい

う進路の魅力などを説明されました。 

明成高校父母教師会が来訪 

 9月16日(金)に明成高校父母教師会の18名が来
訪し、佐々木局長及び庶務課が対応を行いまし

た。はじめにKMCH大会議室を会場に仙台大学
の概要が佐々木局長より説明されました。主に

教育方針や入試についての概要が話され、途中

で質問が出るなど、父母会の方たちは真剣に聞

いていました。その後、第5体育館をはじめとす
る本学の主たる施設を回り、見学していただき

ました。同法人である明成高校からは毎年多く

の生徒が進学しております。本学を良く知って

いただき、優秀な生徒がに進学していただく好

機となれば幸いです。 
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就職活動キックオフセミナー 

 9月22日（木）にB300教室において創職作業チー
ム主催する「就職活動キックオフセミナー」が開

催され、就職活動をスタートさせる3年生が出席し
ました。はじめに創職作業チームリーダーの齋藤

博教授より就職活動における心構えについて話が

ありました。その後、キャリアデベロップメン

トアドバイザー（CDA)でもある佐々木事務局長
より、就職活動に取り組む姿勢と準備について

話がなされ、早めに就職活動をはじめることが

何よりも重要であるという説明がなされまし

た。 
その後、上野法律ビジネス専門学校の担当者

よりSPI模試並びに解説がなされ、学生達はこれ
からスタートする就職活動への意識を高めてい

ました。 
 

明成高校学園祭に仙台大学ブース設置 
 9月2、3日に明成高校学園祭が行われ、生徒た
ちが趣向を凝らしたイベントやショー、模擬店

など盛りだくさんの内容で大盛況でした。そん

な中、図書館では法人事務局が本学紹介コー

ナーを設置くださり、今年度の入学式で放映し

た大学紹介映像や、大学案内・広報誌などの冊

子が展示されました。 

エルジーヤンキースHIROさんより道衣など寄贈 
 仙台市を拠点に活動する人気ヒップホップユ

ニット「ＬＧＹankees（エルジーヤンキー

ス）」のHIROさんが9月19日（月）に本学を訪

れ、柔道部員に対して柔道衣などを寄贈くださ

いました。これは、東日本大震災直後に大学近

隣の商店の片付けなど、積極的にボランティア

活動した柔道部員の活躍がミヤギテレビ「OH!バ

ンデス（放送：7/5）」で取り上げられ、この放

送を観たHIROさんから「是非、柔道部に道衣を

送りたい」との申し出があり、実現したもので

す。 

道衣の他に「ＬＧＹankees」のタオルとCDも

頂き、学生たちは大喜びでした。大切に使わせ

ていただきます。 前列は道衣、左はタオル、右はＣＤを持って撮影 
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全ては「もう一度自在に身体を動かしたい患者さん、子供たち」のために 
～足漕ぎ車椅子～ 

関矢准教授が東北大学大学院医学系研究科で研究

を行った足こぎ車椅子を紹介します。 
 
この足漕ぎ車椅子は、脳卒中やパーキンソン病

病によって主に片麻痺で歩行が困難になった方の

「もう一度自分の足で歩きたい」というおもい

を、実現するために開発された車椅子です。 
足漕ぎ車椅子は身体の状態によりますが、片足

足が動く人であれば、平均的な一般成人の歩行速

度と同等のスピードで移動することができます。

また、エレベーターの中でも自在に回転できるほ

ど小回りに優れているため、補助者がいなくとも

一人で自由に動きまわることができます。更に優

れた点としては、足漕ぎ車椅子で移動すること自

体がリハビリの効果を生み出す点にあります。片

麻痺の方は、脳からの指令が手足の末端に届かな

いため、動かせない部分が循環不全、筋力低下や

関節が固まるなどの2次的な要因が出てきてしま
います。しかし、この足漕ぎ車椅子を使うと動か

ない方の足も連動して動くため、これらの要素が

解消されます。更に、動かない足を動かすことで

脳血流量の増加や麻痺側の筋肉が反応することも

わかってきています。つまり、この車椅子を使用

すれば、歩行困難な方が、もう一度自分の足で移

動することができる。リハビリしながら本来の自

分の機能の回復が見込める画期的な車椅子といえ

ます。 
 既に「足漕ぎ車椅子療法」として厚生労働省で

認定され、介護保険の認定も受けることができま

す。海外ではデンマーク、オーストリア、カナ

ダ、台湾等で特に賞賛の声を頂いており、多くの

病院が取り入れているそうです。 
関矢准教授は今後更に改良を重ね、在宅や教育現

場で使えるマシーンへ活用の幅を広げていきたい

そうです。熱い思いの背景には「支援学校では自

立訓練が行われているが、子供たちにとって決し

てリハビリは楽しい時間ではありません。足漕ぎ

車椅子を使えば楽しんでできることでしょう。」

と話されます。 
足漕ぎ車椅子はオープンキャンパスで体験会を

を実施し、高校生にも乗車してもらいました。10

月8、9日の「2011東北こども博」でも健康福祉
学科の出展として披露される予定です。また、

ベガルタ仙台と提携して、ホームゲームでベガ

ルタ仙台が勝利すると１勝するごとに１台寄付

される提携をしたそうで、既に西多賀支援学

校、船岡支援学校に寄贈され、活躍していると

のことです。 
 学内で足漕ぎ車椅子を使用している管理課の

丸谷課長も「片麻痺の人は、一人で自由に動け

ないことが最大のストレスになります。この車

椅子を使えば一人で移動することができるうえ

に、移動するスピードも早いため、たいへん重

宝しています。片麻痺の人は手漕ぎ車椅子に乗

ると左右の力のバランスが違うために一方向に

曲がってしまい真っ直ぐ進めません。また、電

動の車椅子では筋力が低下してしまう一方で

す。リハビリも兼ねられる足漕ぎ車椅子はある

程度のスピードも出るし、ハンドル操作も簡単

で小回りが利く点は素晴らしい」と絶賛されて

います。 
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剣道部の高橋 雄太さん、オマーン・スルタン国サマー・スポーツフェ

スティバルに参加 

7月18～29日の12日間、高橋 雄太さん（名取市閖上
出身・健康福祉学科2年）が、2012年で日本との国交40
周年となるオマーン・スルタン国から被災地支援とし

て招待を受けました。宮城からは仙台大の高橋さんの

ほか、東北大から1名、宮城学院大から1名の大学生、
宮城(石巻)・福島の高校生3名の計6名が「オマーン・サ
マースポーツフェスティバル」に参加しました。今回

本学からの派遣となったのは、剣道部顧問の斎藤浩二

先生を通じ派遣要請があり実現したものです。6人は
3.11東日本大震災で家屋が流失したり福島原発の避難区
域に居住していたりと今回の震災で被災した経験を共

有する生徒や学生たちです。 
震災当日、高橋さんは名取市閖上の自宅に祖父母と

３人でいたそうです。津波警報発令後急いで足腰の弱

い祖父母を、とっさの判断で通りがかりの車に乗せ、

それから自分も避難したそうです。海岸沿いの閖上地

区は津波により壊滅的な被害を受けました。現在は両

親含め一家で仙台市に住所を移しているそうです。 
オマーン国からは、彼らが楽しめるようにとスポー

ツ交流をはじめ全行程を通じオマーン国政府の要人か

らの温かいもてなしを受けました。高橋さんは中学時

代、名取市の姉妹都市交流で豪州へ青少年交流派遣の

経験もあり、海外への渡航は初めてではなかったもの

の中東への渡航経験はなく最初はやや不安もあったと

か。オマーン政府との連携で、このようにこまやかな

配慮の元で沢山のアクティビティを楽しみ、かけがえ

のない経験となったそうです。 
高橋 雄太さん（健康福祉学科2年） 
今回の派遣でオマーン政府のお世話になった方々そ

れぞれに、「大丈夫か？」「家族は無事か？」と温か

い言葉をかけていただきました。震災後はじめての楽

しい想い出でもあり、本当にすばらしい経験をさせて

いただきました。震災では辛いこと、なくしたものも

沢山ありましたが、いつまでも引きずらず、今は前向

きに生活していきたいと思っています。 
現在は保健体育科教諭と、特別支援教諭それぞれの教

職科目を取得し、教員をめざしている高橋さんです。

震災の辛い経験を大きな糧とし目標の現役合格に向け

て力強く邁進していくことと思います。 

～ 高橋さんの手記から ・・・ 主 な 行 程 表 ～ 

７月１８日（月）成田（エチハド航空871便）アブダビ経由マスカット空港

へ 

７月１９日（火） 

１１：５０ マスカット空港へ到着。フムード氏（法務省）、フメイド氏、マル

ク氏（ともにスポーツ省）と運転手ハムード氏に出迎えいた

だき、交替で我々をフルアテンドしてくださった。前記３氏は

青年の船で日本に滞在経験がある大の日本びいきの青年

たち 

１３：００ City Season Hotel到着（５スターホテル）に宿泊 

７月２０日（水） 

１５：３０ アル・ホタ・ケーブ（鍾乳洞）見学、キャンプ場へ到着 

１９：００ Summer of Sportsの集会に参加 

１９：３０ 屋外でアラビア式夕食後、ニズワスポーツコンプレックス内

に宿泊。 

７月２１日（木） 

１０：００ ワジバニ（山麓の村）の古民家、農園、大渓谷等見物。 

１６：００ ４ｋｍのマラソン大会。２００名位が参加。 

我 も々日本チームとして６名参加、２０００ｍの高地の初マラ

ソンだったが、全員完走。 

１７：００ 綱引き大会。４チームトーナメント戦。日本チームあえなく初

戦で敗退。 

７月２２日（金） 

１６：００ クルムビーチで海水浴 

２０：００～２３：００ 日本人会有志による東京太呂（日本食料理店）

での歓迎会。オマーン在８人の日本人が参加。 

７月２３日（土） ルネッサンスデー。 祝日となる。 

０８：００ ズベール博物館、王宮、オールドマスカット見学。 

１７：００ オマーンの若者とウッドボール、サッカー後野外パーティー 

７月２４日（日） 

１２：００ オマーン国スポーツ省にてラシッド次官と面談。 

１７：００ スルタンスポーツコンプレックス到着後、スネイディ大臣と

面談。その後オマーンチームとサッカーをし、バドミントン、水

泳など楽しむ。 

７月２５日（月）  

０８：００ ナハール城見学、驢馬に騎乗。 

２０：００～２１：３０ 外交官クラブにて外務省ザラフィ次官

（前駐日大使）主催の晩餐会に招待される。クサ

イビ米州局長（前々駐日大使）も同席。 

７月２７日（水） 

０８：００ グランドモスク見学。 

１９：３０～２１：３０ 休暇から一時帰国のムスラヒ大使私 

邸に夕食に招かれる。 

７月２８日（木） 

０８：００ カンタブビーチでボートを借りクルーズ。クルーズ

先で水泳を楽しむ。 

１３：００～１６：００ City Center Hallにてショッピング。 

１９：００～２１：３０ 森元大使公邸に夕食に招かれる。 

７月２８日（金） 

１０：５０ マスカット空港からアブダビ空港へ 

１３：３５ ＥＹ無料リムジンでドバイへ。昼食後ショッピング

組と市内見学組に。 

１８：２５ ＥＹリムジンでドバイよりアブダビへ。 

地元新聞にも掲載  ナハール城 

高橋さんは後列右から2番目 
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2011年 桜美林大学大学院アメリカ研修に参加して 8/25（木）～9/2（金） 

 本学では、桜美林大学大学院大学アドミニスト

レーション専攻修士課程（通信課程）に事務職員

を派遣し、資質向上を図っています。本学からの

派遣職員が多く所属する船戸高樹教授のゼミでは

毎年アメリカ研修が実施され、今年度の研修には

全国からの船戸ゼミ修了生・現役生合わせて18名

が参加し、本学から朴澤学長、修了生の入試創職

室・杉本、現役生の庶務課・薊の3名がアメリカ

の高等教育機関の現状を学んできました。 

 今年度はAGB（Association of Governing 

Boards－大学理事会協会）、UE（United Educa-

tors－学校のみを対象とした保険会社）、Xavier 

Universityを訪問しました。 

 最初はワシントンD.C.にて、1230以上の大学理

事会に対しアドバイスやコンサルティングを行っ

ているAGBのDr. Susan Johnston氏から、経済の

後退に伴い大学への補助金も減退していることや

営利型大学の台頭、進学層の変化などアメリカの

大学が直面する問題と、大学を強くするための理

事会の役割についてレクチャーを受けました。次

に幼稚園から大学まで会員校が出資し運営してい

る保険会社UEからは、大学でのリスク事例につい

て聞きました。訴訟社会のアメリカでは、学内で

の怪我等に留まらず、就職試験の失敗原因を教員

の推薦状に問われたり、カリキュラム履修がうま

くできなかった場合やライセンススクールで資格

が取得できなかった場合に「大学側の説明が悪

い」と裁判を起こしたりする学生もいるというこ

とです。日本とは違い、大学のサービス項目はハ

ンドブックに明記されその不履行がリスクにつな

がる、「契約」を重視した環境ではあるものの、

大学と学生の役割を把握し、教職員もしっかりと

した意識で対応する必要があると感じました。 

 その後はニューヨークを経由し、ニューロンド

ンのConnecticut Collegeでラーニング・アウト

カムについて講義を受ける予定でしたが、ハリ

ケーンのアイリーンがニューヨークを直撃したた

めニューロンドン行きは中止となり、二日間の足

止めとなったワシントンでそれぞれ有意義な時間

を過ごしました。 

 二日後、まだハリケーンの影響で乗車予定

だった電車は運行せず、バスで5時間をかけ

ニューヨークへ移動、短時間ながらも同時多発

テロから10年を迎えるニューヨークを各自堪能

し、翌日オハイオ州のシンシナティへと飛行機

にて出発しました。 

 シンシナティでは、雄大なオハイオ川を横目

に市内北部にあるXAVIER UNIVERSITY（私立大

学・学生数7,000名）へ向かいました。全米でも

屈指の実力を誇るバスケットボールの専用ア

リーナはなんと1万人以上収容可能なほか、構内

はほとんどここ２，３年新たに

建てられた建物で、「私が留学

をしていた12年前とは別世界

（薊職員）」ということでし

た。卒業生による寄付文化が定

着しており、各棟には個人名や

企業名が掲げられています。 

 この大学では、二日間に渡り

大学マーケティングが専門の

Ph.D. Thomas Hayes氏に『アメリカにおける大

学のマーケティングの歴史と現状』と『マーケ

ティングを成功させている大学のケース・スタ

ディー』についてレクチャーを受けました。大

学マーケティングにおいては変化の兆しを見極

めることと、地域社会に貢献する卒業生を育て

ること、人材を育てるため

には入学予定段階から在学

中、卒業後まで温かくフレ

ンドリーなサービスの充実

が求められる点が3つの大

きなポイントであるとの話

を聞き、学内で働く教職員へのインターナル

マーケティングも含めて教育現場でもリサーチ

とマーケティングが重要だと感じました。 

 ケース・スタディーでは、経営の危機に陥っ

た大学がマーケティングや特色を打ち出すこと

で立ち直った事例を聞くことができました。本

学も地方を拠点とする私立大学であり、今後一

層の18歳人口減少や震災の影響といった外的リ

スクにも囲まれ、存続が危ぶまれる時が来ない

とは言えません。社会の高い期待に応えられる

大学となるためには、大学全体で意識を共有し

マーケティングに取り組む必要があるのではな

いでしょうか。 

 研修では、普段日本では知ることのできない

生の情報を得ることができました。今後はこの

貴重な経験を日々の実務において大学へフィー

ドバックしていきたいと思います。 

 

            <入試創職室 杉本、庶務課 薊> 

ザビエル大学のﾄｰﾏｽﾍｲｽﾞ先生と船戸ゼミ一行  

ザビエル大学  

ジョージタウン大学  
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審判として一流選手と同じフィールド上に 
8月31日（水）にＡＣミラン（イタリアセリエ
Ａ）とＪリーグで活躍した往年の名選手がユア

テックスタジアム仙台に集い、「日伊レジェンド

マッチ（主催:宮城県サッカー協会など）」が行わ
れました。これは東日本大震災の復興支援の一環

として行われたもので、試合の収益は全て被災地

のサッカー復興支援に充てられます。本学臨時職

員の伊勢裕介さんやOBの平間亮さん(平成19年度
卒)が審判というかたちで復興支援事業の一役を担
いました。 
 
臨時職員の伊勢裕介さん（平成22年度卒） 
 今回、会場を沸かせた

往年の名選手たちは私が

3、4才の頃に活躍した人
ばかりなので知らない選

手も多くいましたが、審

判というかたちで震災復

興に携わり、少しでも力

になれて良かったです。 
私はJリーグや国際試合
をジャッジする一級ライ

センス審判になることを

目指しています。審判を

目指すのは日本のトップ選手が集うフィールド

に立ちたいという想いがあるからです。勿論、

はじめは選手としてその場を目指していました

が、大学2年の時にそれが叶わないことに気づ
き、別の形でフィールドを目指すことを決意し

ました。そこで私が選択したのが審判でした。

本学の多くの学生も指導者を目指しています。

しかし、指導者は試合中にフィールドの中に立

つことはできません。一方で主審はフィールド

内でプレイヤーと共に走り回り、試合の統制と

いう重要な役割を担います。このことが審判を

目指す大きな魅力となっています。 
私は現在、2級ライセンスを取得しており、社
会人の試合やJリーグの練習試合などの審判を
行っています。この一級ライセンスは誰もが受

験できるものではなく、東北では毎年4人しか受
験することができない敷居の高い資格です。今

回、私は東北の審判委員会から強化指定を受け

たので、受験するチャンスでてきました。審判

という道が学生の進路の選択肢として示してい

けるよう頑張るとともに、一流選手と同じ

フィールドで試合を創っていきたいです。 
 

 

体操競技部インカレ 

8月29－31日に和歌山ビッグホエールで行われた体
操の全日本大学選手権大会（インカレ）は団体戦4
位、個人戦でも下田悠太さん(体育学科4年)が6位に
入りました。種目別跳馬では宗像陸さん(体育学科
4年)が跳馬で2位、山本収一さん（運動栄養学科3
年）が3位、種目別つり輪では佐藤亘さん（体育学

科4年）が3位となりました。また、昨年2部リー
グに降格した女子は、団体戦で2位となり1部
リーグに返り咲きました。 
 
[男子1部] 
団体戦 4位 
個人総合  6位 下田 悠太（体育学科4年） 
      13位 宗像 陸（体育学科4年） 
      15位 石原 大（体育学科4年） 
      17位 柴田 恭佑（体育学科4年） 
個人種目別 
跳馬  2位 宗像 陸（体育学科4年） 
    3位 山本 収一（運動栄養3年） 
つり輪 3位 佐藤 亘（体育学科4年） 

 
[女子2部] 
団体戦 2位 
個人総合  9位 橘 あすか（運動栄養1年） 
      11位 浅見 真希（運動栄養4年） 
      14位 千葉ありさ（運動栄養1年） 
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全日本プッシュスケルトン選手権大会 

 9月24日（土）に長野県スパイラルを会場に全日
本プッシュスケルトン選手権大会が行われ、ﾎﾞﾌﾞｽ

ﾚｰ･ﾘｭｰｼﾞｭ･ｽｹﾙﾄﾝ（B･L･S）部員や「伊達なSPORT 
PROJECT」の高校生3名が参加しました。この大
会は今シーズンのワールドカップやアメリカズ

カップを遠征する日本代表選手の選考会になって

おり、日本のトップ選手が顔をそろえました。 
 そんな中、女子は新助手の小室希さん(平成19年
度体育学科卒、22年9月大学院修了)が2連覇を果た
し、大向貴子さん(平成18年度運動栄養学科卒)が準
優勝、小林真衣さん(体育学科2年)が3位に入り、表
彰台を本学関係者が独占しました。男子は本学OB
の笹原友希さん(平成18年度運動栄養学科卒)がバン
クーバーオリンピック男子代表の田山真輔選手

（㈱システックス）を制して初優勝を果たし、松

本紳司さん（体育学科4年）が3位入賞しました。 
 「伊達なSPORT PROJECT」の選手も、入賞には
届かなかったものの全員が自己ベスト記録を更新

しました。3選手は今後、プロジェクト最大の目
標であるユースオリンピック出場を果たすため

に、11月5日からアメリカとカナダで行われる予
選会に挑みます。ここでアジア･オセアニア地区

でランキングの上位3名以内に入らなければユー
スオリンピックの道はついえてしまいます。今

大会で明らかとなった各々

の課題を修正し、是非出場

権を勝ち取ってもらいたい

ものです。 
 
全日本プッシュスケルトン選手

権大会 
本学関係者の主な結果 
【男子】 
 優 勝   笹原友希さん 

     （平成18年度卒／安曇農園浅川） 
 第3位   松本紳司さん（体育学科4年） 
 第4位   近藤圭佑さん 
     （平成19年度卒／埼玉大学研究生） 
 第7位   谷藤祐貴さん（体育学科4年） 
 第17位 野倉大貴さん 
     （伊達なSPORT PROJECT／柴田高校2年） 
 第21位 佐藤 弾さん 
     （伊達なSPORT PROJECT／柴田高校2年） 
 
【女子】 
 優 勝  小室希さん （仙台大学新助手） 
 第2位   大向貴子さん（平成18年度卒／長野市役所） 
 第3位   小林真衣さん（体育学科2年） 
 第4位   米倉理絵さん（運動栄養学科3年） 
 第6位   明石七海さん（体育学科3年） 
 第8位   安藤早紀さん 
     （伊達なSPORT PROJECT／柴田高校2年） 
 

ボート全日本選手権 

 9月15－18日にボートの第89回全日本選手権が戸田漕艇場にお
いて開催されました。この大会は、全国から社会人強豪クルー

が集う、国内最高レベルの大会です。本学漕艇部も8月末に行な
われたインカレから3週間というタイトなスケジュールでした
が、順調に調整を進め、結果を残しました。 
 
 
○男子舵手なしフォア 第2位 
○男子舵手つきフォア 第2位 
○女子 舵手つきクォドルプル 第4位 
 



                                              Monthly Report  10 

 

男子バレーボール部 国体・天皇杯へ 

バレーボールの全日本バレーボール選手権大会

天皇杯の東北ブロックラウンドは9月10、11日に山
形県体育館を会場に行われ、各県の代表6チームに
高校・大学・社会人リーグの各カテゴリーを制し

た3チームを加えた全9チームで全国大会出場の1枠
を懸けた熱戦が繰り広げられました。本学は東北

地区大学リーグの代表としてAチームが出場し、
宮城県代表としてBチームも出場しました。強豪
チームが集まりましたが、決勝戦は本学のAチー
ムとBチームの対戦で、本学の層の厚さをうかがい
知ることができました。12月14～18日に東京体育
館で開催されるファイナルラウンドに出場しま

す。昨年は初出場ながら1回戦で関東大学リーグ1
部の国際武道大学に勝利し、プレミアリーグのパ

ナソニックとの対戦を果たしました。昨年よりも

チーム力はあがっており、ファイナルラウンドで

のベスト8入りに期待がかかります。 
 バレーボール部は8月26～28日に行われた「国民
体育大会東北ブロック大会」でも、ベストメン

バーが組めなかったにもかかわらず宮城県代表と

して本戦の出場権を獲得。同じく東北代表権を獲

得した秋田県代表でも本学部員がチームの中心

を担っています。 
 
バレーボール副キャプテンの 

渡辺侑也さん(体育4年) 
 男子バレーボール部は着実にレ

ベルアップし、選手の層も年々厚

くなっています。これには部員の

努力は当然ですが、多くの人たち

の支えが大きいです。その一つ

は、トレーニングルームの加賀新

助手のトレーニングです。加賀さ

んが組んだトレーニングメニューを週3日こなし
ているので、垂直跳びも高く飛べるようにな

り、パワーも付いたと実感しています。体つき

は他大学に負けていません。もう一つが栄養サ

ポート研究会です。定期的な栄養指導に加え、

試合の合間に出してくれる間食提供は、選手た

ちが少ない時間で栄養を摂ることができ、試合

の活力となっています。最後に、学生トレー

ナーの川田諒さん（体育4年）の存在です。練習
や大会に帯同してもらい、選手のケアを行って

もらえるので、選手が全力でプレーできていま

す。これらのチームを支えてくれる体制が、自

分たちの強みになっています。試合が続きます

が、最大の目標はインカレでのベスト8なので、
サポートしてくれる方々に報いるためにも1試合
1試合を無駄にせずに課題を見つけ、チームのレ
ベルアップを図っていきたいです。 
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 学生の活躍や、取組みをご存知でしたら

広報室までお寄せください。 

Monthly Reportで紹介する他、報道機関

にも旬な話題を提供していきたいと考えて

おります。 

 

 本誌へのご意見・ご質問等がございまし

たら、広報室までご一報ください。 

 

 

広報室 

  直通 0224-55-1802 
  内線 佐藤美保 256 
      土生佐多 200 
      伊東宏之 271 
  Email:kouhou@scn.ac.jp 

  

東北こども博盛会裏に終了 
1 

仙台大学高校会より寄贈 

中国、タイ王国から留学生 2 

朴沢学園高等師範科卒業

生から寄贈品 3 

伊達なSPORT PROJECT 

海外遠征に出発 4 

学生が地域イベントに協力 

 6 

海外研修報告（台湾、フィン

ランド、アメリカ） 7 

朴准教授より海外研修報告 
10 

学生の活躍 11 

「2011東北こども博」盛会裏に終了 

10月9、10日に被災地の子どもたちにスポーツやアニメのキャラク

ターで楽しんでもらうイベント「東北こども博」（主催：2011東北こ

ども博実行委員会）が本学を会場に開催され、両日とも天候に恵まれ

13,800名の方々に来場いただきました。仙台大学としてはスポーツエ

リアとお祭りエリアを担当し、学科単位での企画や教職員有志による

イベント、ちびっ子スポーツ広場のキックターゲットなど各種企画に

よりイベントを大いに盛り上げました。 

学生も約360名がボランティアとして活動してくれました。イベン

トはたいへん好評で、「来年も是非開催してほしい」という声や「子

ども達は学生が盛り上げてくれることを喜んでいた」という感謝の声

も多く聞かれました。また、この様子は開催期間及び前後に「日本経

済新聞社」をはじめ、のべ15社もの新聞･テレビ局に取り上げられる

など、反響の大きさを物語っています。関わった皆さまたいへんお疲

れ様でした。 
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10月13日(木)、仙台大学高校会の会長である

滝川
たきかわ

雅
まさ

啓
ひろ

氏（4回生）より、朴澤学長に対し、第

5体育館内に設置する時計の目録が贈呈されまし

た。 

仙台大学高校会とは、平成15年に発足し、主

に宮城県内の高校教員になられた本学の卒業生

で構成されている会で、現在、約150名の会員の

方々が教育現場の第一線で活躍なさり、また、

現役引退後は後進の育成にご尽力くださってい

ます。 

滝川会長によりますと、第9回の総会にて母校

校である仙台大学へ何らかの寄付をしたいとい

う意見が出て、新設された第5体育館に時計を贈

呈することにより、それを目にした学生達から

１人でも多くの高校教員が輩出されるよう願い

を込めたそうです。目録を受け取られた朴澤学

長から「同窓生が常に母校のことを気にかけて

くれているのは大変有難く、時の経過を刻む時

計を寄贈いただくことは、後輩である現役学生

にとって、先輩との繋がりを肌で感じることに

なります。」と感謝の言葉がありました。 

時計は現在同会で選定中だそうで、今後、第5

5体育館には、諸先輩方の熱い思いが込められた

時計がお目みえし、高校の教員を目指す学生達

にとって力強い励みとなることでしょう。 

仙台大学高校会より第５体育館へ時計（目録）が贈呈 

～１人でも多くの高校教員輩出を願い～ 

 10月13日（木）国際交流提携大学から来年4月に

大学院に入学予定の留学生5名が挨拶のため馬臨

時職員と共に学長室を訪れました。留学生たちは

10月17日から3ヶ月間、東北多文化アカデミー（仙

台市）で日本語を学び、4月からの大学院入学に備

えます。 

 

写真左から 鮑
ほう

  雲
うん

 さん <瀋陽師範大学> 

      陳
ちん

 家
か

奇
き

 さん <吉林体育学院> 

      孫
そん

  健
けん

 さん <吉林体育学院> 

      盧
ろ

  健
けん

 さん <上海体育学院> 

      卓
たく

 文
ぶん

達
たつ

 さん <上海体育学院> 

中国からの留学生 

シーナカリンウィロート大学からの留学生 

 10月3日（月）に国際交流提携大学シーナカリン
ウィロート大学（タイ王国）の留学生4名が挨拶のた
め鎌田教授、大山教授と共に学長室を訪れました。ソ

ンプラソン・プラセトスリさん（写真：左2）とタニッ
ト・リンプラセルトさん（写真：左3）は10月から3月
までの半年間、学部の科目等履修生として本学で学

びます。 
マネーノート・カナンタイさん（写真：右2）と
テーラスワト・ワタナサクさん（写真右3）は5月か
らの科目等履修生としての日程が終了したことを朴

澤学長に報告し、感謝の言葉を述べました。 
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朴沢学園高等師範科卒業生から寄贈品 

10月7日（金）に朴沢学園高等師範科卒業生の
渡辺京子さん(旧姓：増澤／昭和14年度卒)、赤松
くに子さん(旧姓：吉田／昭和15年度卒)が朴沢女
子高等学校で教鞭をとられていた近江孝子先生

と共に朴澤理事長・学長を表敬訪問し、当時の

貴重な研究作品や雛形などをご寄贈くださいま

した。 
 お二方には7月の仙台市指定有形文化財に指定
された際にも昨年から客員教授の伊達宗弘先生

の聞き取り調査に協力いただき、資料の来歴の

証言を行っていただいております。今回も伊達

先生が聞き取りを行い、その結果「加藤陸奥雄

先生(本学園の元理事で第13代東北大学総長)が
撮った写真を元に作品を作成したものもあった

そうで、加藤先生が如何に朴沢学園のために献

身的な協力を惜しまなかったかが明らかになり

ました。」と話されています。 
 朴沢学園の「裁縫教育資料」は裁縫教育を知

る上で貴重な資料で、7月1日に掛図や教科書類
課題研究提出物など557点が仙台市指定有形文化
財に指定されました。この他にも貴重な資料は

まだまだあり、今回寄贈いただいたものも含

め、文化財の指定への申請が予定されていま

す。 

左から渡辺さん、赤松さん、近江先生 

 

朴沢学園裁縫教育資料展を開催 

 １１／１（火）～６（日） 

 11月1－6日に東北電力グリーンプラザを会場にし
て、今年7月に仙台市指定有形文化財に指定された朴
沢学園「裁縫教育資料」の展示会を行います。近代

日本の裁縫教育の展開をその初発からたどることの

できる重要な歴史資料を展示しますので、是非ご来

場ください。 
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「伊達なSPORT PROJECT」選手が第１回冬季ユースオリンピック出場を

懸けて遠征に出発 

 10月25日(火)、スケルトン競技での第1回冬季

ユースオリンピック出場を目指している「伊達

なSPORT PROJECT（http://www.sport-project.jp/）」

の3選手が、ユースオリンピック出場予選会が行

われる北米に向けて出発しました。出発式には

ご父兄にも参加いただき、選手たちから決意表

明として「女性が一人なので不安はあるが、

ユースオリンピックの出場権を獲得するために

一生懸命頑張ってきます」(安藤早紀)、「家族

や友人、協賛企業の方からの大きなサポートが

あってここまできたので、その応援に応えられ

るようなレースにしたい」（野倉大樹）、｢１ヶ

月の海外遠征なのでケガをせず、堂々とした滑

りをしたい。また、高校の授業に取り残されな

いよう現地でも勉強を頑張りたい｣（佐藤弾）と

述べました。プログラムの責任者である鈴木省

三教授からは「ユースオリンピックの出場権獲

得は大事であるが、それ以上に選手たちをケガ

なく無事に帰国させることが一番重要と考えて

います。選手たちには遠征を通して人間として

一回り大きく成長してもらい、柴田高校や被災

地となった東北地方にフィードバックできるも

のを得てきてもらいたい。その上で出場権が獲

得できていれば言うことなしです」と話しまし

た。 

  遠征期間は11月下旬までで、アメリカとカナ

ダで開催されるユースオリンピック予選会全4戦

に出場します。ユースオリンピックには、アジ

ア・オセアニアから男女共に3名の出場枠があ

り、総合成績でアジア・オセアニアランキング

上位3カ国に日本がランクインした場合、日本に

はユース五輪の出場権が与えられます。 

  2年越しで取り組んできた選手育成の集大成

が発揮されることへの期待と、選手たちが海外

遠征を経ての成長が楽しみです。 

 

遠征期間：平成23年10月25日～11月22日 

遠征場所：パークシティ/アメリカ（第1・2戦） 

     カルガリー/カナダ（第3・4戦） 
 

 １．選 手   

   野倉大樹
のくらひろき

選手（柴田高校） 

   佐藤 弾
さとう だん

選手（柴田高校） 

   安藤早紀
あんどうさき

選手（柴田高校） 
 

 ２．スタッフ 

   鈴木省三教授 

   栁谷怜兵新助手 

   野澤悠樹コーチ(本学0B) 
 

 ３．スケジュール概略 

   10月26日～28日 滑走合宿 

   10月30日～ 4日 ﾊﾟｰｸｼﾃｨFIBTｽｹﾙﾄﾝｽｸｰﾙ 

   11月 5日～10日 ﾕｰｽ五輪予選会第1・2戦 

   11月13日～19日 ﾕｰｽ五輪予選会第3・4戦 

10月21日(金)にKKMCH2階にあるサークル
ブースの移動があり、16時に一斉に新しいブー
スへの移動を行いました。ブースは40あり、
サークルによっては数多くのトロフィーを飾っ

ているところもあるため、荷物の移動だけでも

たいへんそうでした。 
KMCHブースはサークル単位での交流だけで
なく他のサークルとの情報共有の場とするべ

く、オープンスペースに敷居だけで区切られて

います。更に、毎年このブースをシャッフルす

ることで更なる情報共有が促進されることを目

的としています。例年ですと６月に移動を行っ

ていますが、今年は東日本大震災のため、半期

遅れての移動となりました。 

KMCHのサークルブース移動 
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10月11日、アイ・プロジェクト統合医療研究

所、ナチュラル心療内科クリニックの竹林直紀

先生をお招きして、「自律神経バランスを自分

自身で整える こころとからだのセルフケア」

というテーマで研修会を開催し、教職員と学生

を合わせ36名の参加がありました。 

今回は東日本大震災の被災者と援助者のため

の体験ワークショップとしての開催でした。講

師の竹林先生は、日本心療内科学会認定「心療

内科」専門医、日本心療内科学会登録医とし

て、クリニックでは薬を使わずにストレスやト

ラウマによる心と身体の症状や病気を治療して

いらっしゃいます。東日本大震災の後、宮城県

へも数回きて活動をされています。今回の研修

会では、薬に頼らなくてもできるセルフケアの

方法をご指導いただきました。 

強いストレスにさらされ続けると自律神経の

ストレス反応が学習され、ストレスから開放さ

れてもストレス反応が続くようになります。つ

まり、今回の震災のような強いストレスにさら

され、避難所生活が続いて不眠等になった場

合、避難所生活から解放されてからも不眠が続

くということでした。 

このような状態の自律神経へのアプローチ方

法について、自分で出来る方法を体験しながら

教えていただきました。行動からのアプローチ

では、腹式呼吸が良い休養になるということで

した。良く腹式呼吸がリラクゼーションに良い

と言われます。実際に、小さな温度計を指に挟

み腹式呼吸を繰り返すと、手の温度が上昇する

というビックリ体験もあり、腹式呼吸の身体へ

の影響を体感しました。 

ほかにも栄養面からのアプローチ方法とし

て、低血糖予防のお話がありました。甘いもの

やご飯のような炭水化物ばかりの食生活だと血

糖の変動が激しくなり、気分の変動が激しく

なったり、体調不良となるので、たんぱく質な

どの摂取が大切になるとのことでした。また言

葉からのアプローチでは、プラスの言葉が大切

ということでした。「梅干」と聞くだけで唾液

が出てくるように、私たちの身体は言葉に反応

します。例えば「すいません」を「ありがと

う」というプラスの言葉に置き換えて使うこと

で、プラスの情報が入ってきて行動につながる

ということです。 

以上の行動・栄養・言葉の３つからのアプ

ローチ方法を、楽しく体験しながら学ぶことが

できました。どれもすぐに実践できることで、

日常に役立つことばかりです。今回、使用した

温度計と腹式呼吸の経過を見るパソコンソフト

を頂きましたので、興味のある方は是非、体験

していただきたいと思います。 

今後も、その時々にあった内容で研修会を開

催したいと考えております。興味のあるテーマ

がありましたら、ご指案下さい。 

学生相談室主催研修会 
「自律神経バランスを自分自身で整える こころとからだのセルフケア」 ＜学生相談室より＞ 

 3.11の震災後避難所としての役割を果たし、今月から通常の
保育園業務を再開した女川町立第一保育園より御礼状が届い

ております。本学の同保育園での活動は、避難していた方々が

仮設に移る8月までの
毎週木曜日に教職員・

学生（健康づくり運動

サポーター）が訪問し

てエコノミー・クラス

症候群予防体操を実

施していました。 

女川町立第一保育所からの御礼状 

活動していた当時の様子 
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10月22日(土)、23日(日)にセキスイハイムスー
パーアリーナ(グランディ・21)を会場にして「子
育て応援団 すこやか2011」（宮城県、仙台市、
ミヤギテレビ、宮城県医師会などでつくる実行

委員会が主催）が行われました。このイベント

は子供を楽しく育てることのできる社会環境づ

くりを目指し、来場者が楽しい時間を過ごす中

から、子育ての助けになるものを一つでも持ち

帰っていただく機会の提供を目的として実施さ

れています。放射線に関するミニ講座や幼稚園･

保育園児によるステージ発表、親子で楽しめる

ワークショップなどが行われ多くの来場者を集

めました。本学からも日頃の活動で地域の方と

関わる機会が多い「障害者競技スポーツ部

UNITY」（以下：ユニティー）と｢障害者スポー

ツサポート研究部Co-Act.｣（以下：コ・アクト）
の学生等約30名がボランティアとして参加し、
｢みんなでチャレンジ！ワクワクひろば｣ブース

で遊び場を提供しました。学生が事前に準備し

た複数の遊具や体を使ったゲームなどで子供た

ちは楽しそうに遊んでいました。 
 

子供達と共に開会宣言を行った小林
こばやし

唯
ゆい

さん 

（健福3年／障害者競技スポーツ部UNITY） 
 準備段階からコ・アクトとユニ

ティーが協力して意見を出し合い、

｢家庭ではできない遊びを提供する

こと｣、｢安全に遊んでもらうこと｣

の2つを念頭において準備をすすめ
ました。ダンボールで作った大きな

積み木やパズル、JPクッションを
使ったゲームなどでしたが、子供たちには元気

に楽しく遊んでもらえたので良かったです。こ

れまでも様々なボランティアを行ってきました

が、今回の活動が一番たいへんでした。それは

来場者が多かったため休憩も取れませんでした

し、何よりも子供たちがケガをしないように終

始気を配る必要が

あったためです。

しかし、2日間とも
何事もなく無事に

終えることができ

ましたし、子供た

ちが可愛く元気

だったので楽しい2
日間でした。 

 

学生がボランティアとして「子育て応援団 すこやか2011」に協力 

小林唯さんが子供たちと

開会宣言  

シュレッダーで裁断した用紙の中に

物を隠した宝探しゲーム  

※写真提供 坂根教授（生涯学習センター長）  

 柴田町の秋を彩る「みやぎ大菊花展柴田大

会」が船岡城跡公園において10月20日(木)～11

月13日(日)まで開催されています。20日には開

幕式が挙行され本学から佐藤滋学長補佐が参列

し関係者とともにテープカットを行ないまし

た。 

今年は3.11東日本大震災があり、春の祭典

「さくら祭」が中止になったことから、秋の菊

まつりの開催が危ぶまれたそうですが、柴田町

近隣市町をはじめ仙台市や大崎、栗原市などの

菊愛好家たちの復興にかける思いは大きく、町

の助成金や企業など100件以上のご協賛があり今

年も無事開催する運びとなったそうです。 

 10月28日の競技花審査会では「仙台大学学長

賞」が授与される菊も選ばれる予定です。菊花

栽培愛好家の丹精込めた作品が勢ぞろいですの

で、期間中に是非足を運んでみてはいかがで

しょうか。 

みやぎ大菊花展柴田大会がいよいよ開催 
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子ども達に「食」の大切さを 
 ～みやぎまるごとフェスティバル～ 

多彩な「味｣や「技｣が一堂に会し､宮城県をま

るごと体感できるイベント「第12回みやぎまる
ごとフェスティバル」が10月15、16日に宮城県
庁及び勾当台公園で開催され、本学からも運動

栄養サポート研究会の学生10名と丹野准教授、

竹内新助手、菊地新助手、服部新助手が参加し

ました。このイベントに協力してから5年目を迎
える今年は、宮城県の依頼により「キッズ食育

パーク」というコーナーを任されました。この

コーナーでは未来の食育の担い手である児童等

に楽しみながら「食」の大切さを伝えることを

目的として①みんなで作ろう！「食育フラッ

グ」、②レンジDE簡単！野菜Cake! ③チャレン
ジ！3色食品群わ・な・げ！という3つのイベン
トを行い、子供たちに関心を持ってもらいまし

た。「みやぎまるごとフェスティバル」は今年

も大盛況で、学生達も子ども達との交流が楽し

かったようです。 

 10月5日（水）にＦ101教室で「海外留学報告
会」が開催され、台東大学（台湾）、カヤーニ

応用科学大学（フィンランド共和国）に留学し

た学生から留学先での講義や生活等について報

告がなされました。今回の報告会には教職員・

学生あわせて38名が聴講するために出席し、教
員や学生から英語での質問が出されるなど、積

極的な質疑応答がなされました。 
 台東大学への短期留学プログラム（2月28日～

3月28日）に参加した永井希
ながいのぞみ

さん（体育学科4
年）からは日本と台湾の比較と異文化体験が報

告された後、今度は中国への留学を希望してい

るので中国語の勉強を継続し、将来は中国語を

活用できる職業に就きたいとの目標が述べられ

ました。フィンランド短期留学プログラム（2月

21日～3月15日）に参加した中津範洋
なかつのりひろ

さん（大学

院2年）、恒田三加
つねだみか

さん（運動栄養学科3年）、

狩野良介
かのりょうすけ

さん（体育学科2年）の3名からは、授
業内容や留学中の生活が発表された後、留学中

に起きた東日本大震災時のカヤーニ応用科学大

学と本学の対応について感謝の気持ちが述べら

れました。更に、カヤーニ応用科学大学に正規

留学（2010年8月31日～2011年6月30日）してい

た高橋悠
たかはしゆう

さん（スポーツ情報マスメディア学科3
年）からは10ヶ月間のフィンランド生活ならで
はの闇夜期と白夜についても説明がなされるな

ど、たいへん有意義な報告会となりました。 
報告会の最後には小松恵一先生から、月曜５

コマに小松研究室（A506）にて「ドイツ（語）
クラブ」開催のお知らせがありました。今後ま

すます多くの学生が国際交流事業へ参加するこ

とが期待されます。なお、11月には今夏行われ
たハワイ州立大学研修とカリフォルニア州立大

学ロングビーチ校研修の報告会が開催される予

定です。 
  

海外留学報告会 
～台東大学・カヤーニ応用科学大学～ 
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CSULB短期研修報告 

９月４日～１１日までカリフォルニア州立大学

ロングビーチ校（CSULB）において「２０１１年

度仙台大学秋季短期集中研修プログラム スポー

ツ栄養＆スポーツマネジメントセミナー」が実施

されました。一昨年からスタートしたこの研修は

３回目となり、今回はハワイ大学ATアドバンス研

修と共に、(独)日本学生支援機構から留学生交流

支援制度奨学金が支給されるようになりました。

また、今まではCSULBの夏季休暇中に行われてい

たこのプログラムが、今回はCSULBの授業が開始

されてから実施された

ため、CSULB学生との交

流時間を設けていただ

くことができ、参加し

た学生達はより英語を

使う機会を得ることが

出来ました。 

参加者は引率教職員として朴澤学長、佐藤学長

補佐、林准教授、岩田講師、笹生講師、真木新助

手、遠山事務職員の7名、学生は松本
まつもと

玲奈
れ い な

さん(運

動栄養1年)、松本雄也
まつもと ゆうや

さん(ｺｰﾁﾝｸﾞ2年)、鈴木
す ず き

春
はる

菜
な

さん・中村麻衣
なかむらまい

さん・櫻井
さくらい

潤
じゅん

平
ぺい

さん(ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ2

年)、森麻衣子
もりまいこ

さん・高木
た か き

美咲
み さ き

さん・東舘亮太郎
ひがしだてりょうたろう

さん(運動栄養2年)、進藤
しんどう

亮
りょう

祐
すけ

さん(運動栄養学科

3年)、奥山
おくやま

隆
たか

寛
ひろ

さん(ﾄﾚｰﾅｰ3年)、大黒
おおくろ

ゆきこさん

(ｽﾎﾟｰﾂ情報ﾏｽﾒﾃﾞｨｱ4年)の11名です。 

 プログラムをより充実したものとするため、研

修初日に岩田講師・笹生講師によるスポーツ栄

養・スポーツマネジメントの事前レクチャーが行

われ、林准教授は最終日に行う英語発表の指導を

してくださいました。これらの予習を通して学生

たちは専門外の講義でも興味を持って聴講するこ

とができ、またそれぞれ専門の講義ではより積極

的に講師に質問をすることができたようでした。 

 スポーツ栄養に関しては２回の講義が行われ、

スポーツドリンクや栄養補助食品のラベルを見て

運動後にふさわしいものかを判断する、より実践

的な演習形式の授業に学生達は熱心に取り組みま

した。プロ選手を含む運動選手の栄養指導を実施

している施設の見学では、栄養士の方が施設で実

践している栄養指導について説明をしてくださ

り、運動栄養学科の学生たちから次々と出てくる

質問にも丁寧に答えてくださいました。 

 スポーツマネジメントの分野ではスポーツクラ

ブのトップマネジメントなどについて２回の講義

を受講し、少年野球用の施設とデイビット・ベッ

カム選手が所属しているプロサッカーチームLA 
GALAXYのホームであるスタジアムを見学しまし

た。これらの授業や施設見

学を通し、日本と比較して

スポーツの産業化が進んで

いるアメリカを肌に感じる

ことができました。マネジ

メントコース２年の鈴木春

菜さんは「それら（日米スポーツマネジメントの

違い）は文化や習慣の違いによるものなのではな

いかと思いました。両方の良い部分、悪い部分を

見つめて、これからより一層知識を深め、将来に

つなげていきたいです。」と述べていました。 

  最終日の修了証授与式では学生達が事前に日

本で準備してきた英語によるプレゼンテーション

が行われ、仙台大学や仙台のスポーツの紹介、震

災の報告をしました。CSULBの教職員の方々は日
本が被災したことに心を痛めながらも、学生たち

の堂々とした力強い発表に暖かい拍手を送ってく

ださいました。 

研修先：California State University, Long Beach 
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ハワイ州立大学研修報告 

8月30日～9月5日の日程でハワイ州立大学ＡＴ

アドバンスコース研修が実施され、朴澤学長、佐藤

学長補佐、山野准教授、高崎講師、笠原講師、白幡

新助手、佐藤広報室長、若生事務職員と多田朝
ただはじめ

（体

育学科4年、以下同じ）、狩野芳明
かのよしあき

、千葉宣貴
ちばのぶたか

、松島
まつしま

遥
はる

香
か

、佐々木千花
ささきちはる

（運動栄養学科4年）、遠藤蓉子
えんどうようこ

（体育学科3年、以下同じ）、貝沼
かいぬま

由香里
ゆかり

、菅原
すがわら

夕貴
ゆき

、

三浦結
みうらゆい

の9名の学生が参加しました。今回で13回目

を迎えるこの研修が今までと大きく違うのは、カ

リフォルニア５州立大学ロングビーチ校研修と共

に、体育大学で唯一、独立行政法人日本学生支援機

構からの奨学金を獲得したということです。これ

は、これまで継続してきた独自の取り組みが認め

られたという意味で、非常に大きな成果であり、参

加する学生たちにとってもより身の引き締まる思

いだったのではないでしょうか。 

研修初日には、ハワイ州立大学医学部で行なわ

れる「献体解剖」を見学しました。学生たちは実際

に献体に触れることが許され、筋肉や腱、骨の付き

方などを注意深く観察し、テキストでは理解しに

くい部位を学び取ろうと積極的に意見を交わして

いました。 

翌日以降は、早朝からハワイ州立大学のATルー

ムを訪れ、アメフト部の練習に帯同するATの活動

を見学したり、マッキンリー高校ＡＴルームで実

際に現地の高校生を相手にテーピングするなど充

実したプログラムを精力的にこなしました。他に

は、ハワイ州立大学のAT関連の講義や英会話の講

義に出席しました。 

この研修をとおして、学生たちは、日米間のATを

取り巻く環境・教育体制・法律・認知度・職域の違

いや大学スポーツを取り巻く環境の違いを肌で感

じることができたのではないかと思われます。ま

た、多くの日本人ATC（全米公認アスレティックト

レーナー）から話を聞く機会があり、それぞれの日

本人ATCの行動力と自らの希望を実現する活力に、

学生たちは良い刺激を受けたようでした。人と人

との繋がりを大切にすること、人との出逢いが今

日を形成しているということをお話しいただき、

これから社会に出る学生たちにとっては、とても

意義深い経験になったことと思われます。 

今回は上記AT研修と同時に、健康福祉学科の学

生を対象としたプログラム立案の可能性を探るた

め、山野先生、高崎先

生、笠原先生が現地ス

ポーツクラブや老人福

祉施設等6施設を視察

しました。日本との根

本的な違いは、アメリ

カは国民皆保険制度が

ないために、全額自己

負担で利用するという点でした。ハワイ州は、全米

一高齢化率の高い州であり、介護や福祉に関する

サービス提供とその方法は、今以上に話題に挙が

るだろうとのお話でした。 

11月中に、開催予定の報告会では、なお一層学生達

の励みとなりますよう、一人でも多くの方々のご

参加をよろしくお願い致します。 

 

研修先：University of Hawaii 
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イギリスで海外研修中の朴賢貞准教授より研修報告 

１．研修先での所属及び研修内容 

レスター大学で私が所属しているのは医学部に

ある医療と社会教育学部に所属しております。9

月26日から新学期が始まり、医学部の講義に参加

しております。レスター大学で実施しているIPE

実習プログラムは複数あり、医学部が中心になり

地域にある他の大学との連携を取りながら共同の

IPE実習を学年別行っています。学年別行うIPE実

習プログラムすべてに参加する予定です。今年は

10月から12月上旬まで次々と実習グループが地域

に出向いて異なる学科学生で構成される5－6人の

グループでIPE実習が行われる予定です。来年は1

月から3月まで次のメンバーが参加する予定で

す。主に地域医療と病院を対象にIPE実習を実施

しています。 

新学期が始まる前までは、教員の教授法に関す

る講義（教員が参加する）や新学期の準備作業を

手伝ったり、IPE実践の実生のIPE実習のための打

ち合わせ（医者、地域看護師、助産婦、ｿｰｼｬﾙﾜｰ

ｶｰ、OT、PT、薬剤師、子供相談士、ｼﾃｨｰｾﾝﾀｰ行政

責任者、IPE実習の個人Tutorなど）を行い、IPE

実習準備を行いました。 

レスター大学での実習の関してはLiz Anderson

教授とアカデミックコディネーターのDebbie 

Forstの仕事に注目しながら日程を一緒にしてお

ります。 

２．De  Montfort  University 

歩いて20分程度のところにあるDe Montfort 

Universityでは薬剤学科、言語治療士、看護学

科、ソーシャルワーク学科、助産科などの学生の

講義に関わりながら研修を行っております。De 

Montfort UniversityでのIPE実習は今年が3年目

の試みである、薬剤学科（De Montfort Univer-

sity）、医学部（University of Leicester）の

IPCP（Inter‐professional Care Plan）実習に

参加し、学年ごとに全部参観し、学生のグループ

活動や病院、地域訪問実習時は同行しながら参加

しております。地域にある病院や施設との連携が

本当に良くできており、環境的にもIPE実習をす

るのに適している大学であることが改めてわかり

ました。 

レスター大学には社会福祉学科がないので（社

会福祉学科は大学院のみある）実習の時はこちら

の大学の学生が医学部の学生と一緒にIPE実習を

チームで行います。 

こちらの大学ではSALT（Speech and language 

therapy）学科教授であるJenny Ford教授が私の

スケジュールを担当してくれており、週何日間は

De Montfort Universityの講義や実習に参観して

おります。 

３．Kingston University 

最後に、ロンドン南部

Kingstonにあるkingston Uni-

versityはこれから時期をはか

り定期的に行く予定です。そ

ちらはソーシャルワーク学科

が中心になり、大学院生のIPE

実践に関わる予定です。関連

学科はソーシャルワーク、看

護、医療、リハビリ、地域医

療などの関連学科の学生が参

加するプログラムです。そち

らはIPE実習期間に合わせてUniversity of 

LeicesterやDe Montfort UniversityのIPE実習期

間と重ならない時期を図り参観する予定で今調整

中です。 

４．CAIPE活動 

大学以外では、イギリス政府

府の元で活動しているCAIPE

（Centre For The Advanced of 

Interprofessional Educa-

tion）が主催する理事会議に定

期的に1年間参加する予定で

す。9月20日はUniversity  of  

Nottinghamでの会議に参加しま

した。これは私のイギリス研修を最初から招聘状

を下さったCAIPEの会長であるHugh Barr先生が特

別に推薦してくださったので可能でした。CAIPE

ではイギリスの国内及び海外のIPE教育の在り方

について教育を行ったりIPE専門ジャーナル

（Journal of Interprofessional Care）を発行

する他、学生個人や大学、医療保健福祉分野の施

設や機関の団体会員を募集してイギリスだけでは

なくEuropの国々のIPE関連教育や組織のIPE政策

のすべてがこの機関から作られているのでとても

勉強になります。アジアでも日本の複数の大学が

団体会員になっており、香港、オーストラリアな

どの大学が会員になっています。 

５．学会参加 

去る9月14日から16日まではBelgiumのGENT市に

位置しているGhent Universityで開かれた第4回

目のEIPEN（European Interprofessional Educa-

tion Network）に参加し、IPEに関連する研究動

向や交流をはかることが出来ました。来年

（2012．10.5－8）はATBH（All Together Better 

Health Ⅵ）国際カンファレンスが日本の神戸に

ある神戸学院大学で開かれる予定で医療関連の学

会がいくつか共同で開かれる学会にEIPEも共同に

行うようです。とても盛大な大きな国際学会の準

備をしているようです。 

研修先：University of Leicester & De Montfort University , Kingston University 

IPE実習の振り返り時間で

す。左側の方は社会福祉学

科のMark Martin教授  

CAIPEの理事会の時

Nottingham University で

開かれた会議。左側の人

はJenny Ford (De Mont-

Fort University)  
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軟式野球部が、10月7日に開催された「第33回

全日本大学軟式野球選手権大会東北地区代表決

定戦」を制し、7年ぶり2度目の全国大会出場を

決めました。全国大会は、11月19－23日に熊本

県で開催されます。 

 

監督兼主将でエース 

鳴海貴也
な る み た か や

さん（体育学科3年） 

部員は約40名で、そのほとんどが

高校時代に硬式野球部の経験を

持っています。練習は柴田町内の

並松グラウンドで週に3～4回行っ

ています。部員たちは自主性を持

ち、楽しく、和やかであることが

部内の雰囲気です。部員の野球に

取り組む意識も様々で、「勝利に

こだわる部員」、「野球を楽しみたい部員」、

「週に1度体を動かしたい部員」など様々です。

これらの部員を監督兼主将として１つにまとめ

るのはたいへんに感じる時もありますが、そこ

は高校まで甲子園を目指していた負けず嫌いな

部員達なので、試合が始まるとスイッチが入っ

たように一体となって、結束して勝利に向かう

姿は見事です。 

 春に新チームを結成してからは公式試合・練

習試合を通して負けておらず、負のイメージが

微塵もありません。この勢いのまま全国大会で

は「まず１勝」を目標に頑張りたいです。全国

大会まで1ヶ月しかありませんが、全国でも勝て

るチーム状態に仕上げて大会に臨みたいと思い

ます。 

軟式野球部が7年ぶりに東北地区を制して全国大会出場 

男子バスケットボール部が12年ぶりの東北大学リーグ制覇 

男子バスケットボール部が「第12回東北大学
バスケットボールリーグ」において優勝を果た

し、全日本大学バスケットボール選手権大会

（インカレ）の出場権を勝ち取りました。本学

男子バスケットボール部の東北リーグ制覇は12
年ぶりのことです。同法人である明成高校との

高大連携事業によるバスケットボール強化に着

手して7年目。明成高1期生が大学4年生となった
今年は、各々のレベルと共にチーム力が着実に

向上しています。東北地区第1代表として全国の
舞台での躍動が期待されます。 
 インカレは国立代々木競技場第二体育館等

（東京都）で11月21日～27日に開催されます。
お近くにお住まいのOB・OGの方々、是非バス
ケ部員に温かい声援をお願いいたします。 

主将の鳥
とり

田
た

泰洋
たいよう

さん 

 今年は、コート上

の選手がチームのた

めに何ができるかを

常に考えてプレー

し、試合に出ていな

いメンバーもチーム

の勝利のために何が

できるかを考えてするチームです。そのため、

今回の東北リーグ制覇はバスケットボール部員

全員の力で勝ち取った優勝です。 

 この「チーム一丸となって戦う」大切さは、

昨年就任した村田健一監督の教えで、部員全員

が共通理解しています。インカレでは東北地区

第1代表としてチーム一丸となり、勝利にこだ
わったチームプレーをしたいです。また、全国

に散らばった高校のときの仲間とインカレの舞

台で対戦することも楽しみです。 

 

【個人賞】 

・最優秀選手賞 鳥田泰洋
とりたたいよう

さん（体育4年） 

・ベスト５賞  佐藤文哉
さとうふみや

さん（体育3年） 

        菅原敬太
すがわらけいた

さん（体育4年） 

        田賀脩造
たがしゅうぞう

さん（健康福祉3年） 
・３ポイント王 佐藤文哉さん（体育3年） 
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 女子サッカー部が全日本大学女子サッカー選

手権大会（インカレ）東北地区予選大会を全試

合無失点で制し、インカレの切符を勝ち取りま

した。初出場した昨年のインカレでは1次リーグ

で敗退しましたが、今年は1次リーグ突破（＝ベ

スト4）を目指してチームが一丸となっていま

す。是非、温かい声援をお願い致します。 

 

主将の阿部千
あ べ ち

紘
ひろ

さん(ｽﾎﾟｰﾂ情報ﾏｽﾒﾃﾞｨｱ学科) 

 創部から今年で5年目ですが、

年々選手の層が厚くなっています。

特に今年は、プレー中に自分自身で

考えて判断できる選手、積極的に練

習に取り組む選手ばかりです。そん

な選手たちが連動してチームとして

全員サッカーができているので、日頃のパ

フォーマンスを出し切れば全国でも十分戦える

自信があります。 

今年のインカレでは、仙台大学女子サッカー

部が新たな1歩を踏み出せるような歴史に残る大

会にしたいです。 

 

 

第20回全日本大学女子サッカー選手権大会（イ

ンカレ） 

<１次Ｒ>2011年11月25日～27日 

                J-GREEN堺（大阪） 

<準決勝> 2012年1月3日  (東京) 

<決勝戦> 2012年1月5日  (東京) 

 

 

なお、女子サッカー部は10月16日に決勝が行わ

れた東北地区女子サッカー選手権大会（決勝戦

10/16）を初制覇し、12月3日から行われる全日

本選手権大会に東北代表として出場します。あ

わせて応援ください。 

 

第33回全日本女子選手権（主催：財団法人 日本

サッカー協会） 

<１回戦>2011年12月 3日、 4日（兵庫、三重） 

<２回戦>2011年12月10日、11日（静岡、香川） 

<３回戦>2011年12月17日、18日（岡山、広島） 

<準々決勝>2011年12月23日（埼玉、兵庫） 

<準決勝>  2011年12月27日 (東京) 

<決勝戦>  2010年 1月 1日 (東京) 

 

女子サッカー部「インカレ東北地区予選」2連覇 

10月23日(日)に仙台市を会場と
して行われた「杜の都全日本大学

女子駅伝（第29回全日本大学女子
駅伝対校選手権大会）」に陸上競

技部の片桐亜子さん(体育学科2
年)が東北学連選抜メンバーとし
て出場しました。片桐さんは昨年

も東北学連選抜に選出されました

が、大会直前に体調を崩して出場を断念した悔

しい経験をしています。今年は、昨年の悔しい

気持ちと、仙台大学チームとして出場が叶わな

かった部員の想いも背負って走ったそうです。

片桐さんは任された4区4.9ｋｍ（西公園こけし
塔前から上杉山中学校前を経由しネッツトヨタ

仙台黒松店前までのコース）で、2つ順位をあげ
る力走を見せてくれました。 
 

片桐亜子さん(体育学科2年) 
 東北学連選抜チームの目標は2つ。過去に達成
できていなかった「ゴールまで襷をつなぐこ

と」と、東北地区代表の「東北福祉大学に勝つ

こと」でした。結果は2時間19分27秒の19位相当
（オープン参加のため順位は出ない）で襷を最

後までつなぎ、東北福祉大学よりも先にゴール

することができました。 
 個人としても、レース展開は納得のいくもの

でした。普段はペース配分に失敗し、後半にス

ピードを落とすことがあるのですが、今大会で

はペース配分を順調に刻むことができ、楽しく

走ることができました。しかし、タイムだけを

見ると決して納得のできるものではありませ

ん。全国のトップ選手に劣っていることは明ら

かなので、冬季の走り込みをしっかり行い、来

シーズンはトラックでも勝負できるようにト

レーニングしていきたいです。 

片桐亜子さんが東北学連選抜チームとして出場 
 ～杜の都全日本大学女子駅伝～ 
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 学生の活躍や、取組みをご存知でしたら

広報室までお寄せください。 

Monthly Reportで紹介する他、報道機関

にも旬な話題を提供していきたいと考えて

おります。 

 

 本誌へのご意見・ご質問等がございまし

たら、広報室までご一報ください。 

 

 

広報室 

  直通 0224-55-1802 
  内線 佐藤美保 256 
      土生佐多 200 
      伊東宏之 271 
  Email:kouhou@scn.ac.jp 

  

伊達なSPORT PROJECT
ユース五輪出場権を獲得 

1 

保護者向け就活セミナー 

就職体験談発表 
2 

朴沢学園裁縫教育資料展 

仙台大学公開講座 
3 

東北リコー支援事業 

みどり台中の上級学校訪問 
4 

管理栄養士「合格修錬会」 

「まなびや」学習支援報告会 
5 

 6 

海外研修報告 

 内丸講師、朴准教授 
7 

学生の活躍 10 

スケルトン競技での第1回冬季ユースオリンピック出場を目指して
いる「伊達なSPORT PROJECT（http://www.sport-project.jp/）」の3選
手が、アメリカとカナダで開催されたユースオリンピック予選レー

ス全４戦に出場し、佐藤弾選手と安藤早紀選手がユースオリンピッ

ク出場権を獲得しました。野倉大貴選手もヨーロッパで行われてい

る予選会の結果次第で出場の可能性を残しています。 

【予選レース結果】 
  第1戦（アメリカ／パークシティ）11月10日（現地時間：9日) 
     〈男子〉  第２位：佐藤 弾 、 第３位：野倉大樹 
     〈女子〉  第４位：安藤早紀     

  第2戦（アメリカ／パークシティ）11月11日（現地時間：10日） 
     〈男子〉  第２位：佐藤 弾 、 第５位：野倉大貴 
     〈女子〉  第４位：安藤早紀   

  第3戦（カナダ／カルガリー）  11月18日（現地時間：17日） 
     〈男子〉  第２位：佐藤 弾 、 第３位：野倉大貴 
     〈女子〉  第４位：安藤早紀     

  第4戦（カナダ／カルガリー）  11月19日（現地時間：18日） 
     〈男子〉  第２位：佐藤 弾 、 第４位：野倉大貴 
     〈女子〉  第４位：安藤早紀  

「伊達なSPORT PROJECT」選手がユース五輪 

 出場権を獲得 
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4年生の就職体験談発表 ～第3回就職ガイダンス～ 

 就職活動をスタートさせた3年生に向けて、内
定を勝ち取った4年生が就職活動のコツを伝える
「第3回就職ガイダンス 4年生の就職発表」が11
月22日（火）にB300教室で開催され、各方面に
内定を決めた10名の4年生が発表を行いました。 
 宮城県警察から内定を勝ち取った佐藤和広さん

（運動栄養学科）からは試験対策や計画的な学習

習慣を身に付けることの必要性などが話された

後、「部活動やアルバイトなどで毎日忙しいとは

思いますが、本気になるのは今です。この1年で
この先40年の人生が決まるといっても過言ではあ
りません。頑張ってください。」とエールを述べ

ました。参加した3年生は10名の先輩のアドバイ
スをメモを取るなどして真剣に聞き入っていまし

た。 
 
発表した4年生と就職先 
・佐藤和弘さん（運動栄養学科） 宮城県警察 

・小原翔平さん（ｽﾎﾟ情報ﾏｽ学科） ㈱ブレイン 

・庄司文哉さん（健康福祉学科） 梨雲福祉会 

・鈴木麻未さん（体育学科）   ㈱きらやか銀行 

・高橋理恵さん（健康福祉学科） 宮城県養護教諭 

・興谷裕介さん（運動栄養学科） 仙台市消防 

・笠松 恵さん（体育学科）   ㈱東祥ﾎﾘﾃﾞｲｽﾎﾟｰﾂｸﾗﾌﾞ 

・森田勇輝さん（運動栄養学科） 郵便局㈱ 

・加藤麻未さん（運動栄養学科） アイビス㈱ 

・星 隼斗さん（体育学科）   東京都中高保体教諭 

保護者のための就活セミナー 

 11月26日（土）にB300教室で「第2回 保護者のた
めの就活セミナー」（主催：入試創職委員会）を開

催し、約200名の保護者の来場がありました。この
セミナーは保護者に就職活動に対する理解を深

め、目標達成に向けて家族一丸となって厳しい就

職環境に立ち向かっていただくために開催して

いるものです。 
はじめに、創職作業チームリーダーの齋藤博教授

より、就職活動の現状と特徴、就職先や求人数、

内定率の説明がなされ、近年の長引く不況や大震

災・原発などの要因により雇用情勢が厳しいこと

等が報告されました。次に入試創職室の鈴木職員

より「現在の就職活動とその対策」として、就職

活動の一連の流れや準備の説明がなされ、「就職

活動には自己理解・自己分析が重要であり、その

ためには親子の会話が土台となる」ことが話され

ました。最後に、企業の人材採用に関するコンサ

ルティング等の事業を行っている㈱ディスコの

高野裕氏より、「大学生を取り巻く就職環境と就

活における親の関わり方」と題して就職活動にお

ける親の役割や就職費用の説明がありました。 

※写真：入試創職室提供 
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仙台大学公開講座「勝つための準備」 
～学都仙台コンソーシアムサテライトキャンパス公開講座～ 

 平成23年度の仙台大学公開講座（学都仙台コン

ソーシアムサテライトキャンパス公開講座）が

「勝つための準備」をメインテーマに、10月29日

（土）から3週にわたって開催され、延べ113名の

受講者に参加いただきました。 

10月29日に高橋陽介新助手が担当した「腰痛を

を予防・克服する」では、腰痛の原因を探り、そ

の予防と緩和のために家庭でも実践できるスト

レッチングやエクササイズが紹介されました。11

月5日の白幡恭子新助手が担当した「怪我に勝

つ」では、突発的なケガに対する応急処置方法や

数種類のテーピング方法を紹介し、実際に参加

者同士で練習してもらいました。11月12日の加

賀洋平新助手が担当した「ライバルに『勝つ』

体作り」ではより高い競技レベルを目指す運動

選手や指導者を対象に、スポーツトレーニング

に関する伝統的な迷信を解きつつ、科学的根拠

のある体作りについて実践指導しました。この

講座は毎回好評を頂いており、昨年よりも多く

の方に受講いただきました。 
 

※写真提供：坂根教授（生涯学習センター長） 

 11月1日(火)－6日(日)に東北電力グリーンプ

ラザ仙台（仙台市）を会場にして「朴沢学園裁

縫教育資料展」が行われ、6日間で746名の方々

に来場いただきました。「朴沢学園裁縫教育資

料」は近代日本裁縫教育の展開を初発からたど

ることのできる重要な歴史資料として、今年7月

に557点が仙台市指定有形文化財に指定されてい

ます。資料展には朴沢学園の卒業生やご親族の

方も来場され、なかには資料寄贈を申し出られ

た方もいらっしゃいました。また、3日(木)には

仙台市の奥山市長も来場され、朴澤理事長、佐

藤宏専務理事、伊達宗弘客員教授が案内役を務

めました。 

「朴沢学園裁縫教育資料展」 

東北楽天ゴールデンイーグルスの選手がトレーニング実施 

 11月25日（金）に東北楽天ゴールデンイーグルスの

2011年入団選手6名が来学し、高橋弘彦教授、竹村講師

の指導のもと最大酸素摂取量、脚筋力および体脂肪の

測定が実施されました。選手の体力測定は今年1月にも

行われており、今回の測定値との比較によりシーズン

中のトレーニング効果を見ることが目的です。測定終

了後は、高橋教授からから各選手に対して測定値の詳

細な説明とオフシーズンの自主トレに対するアドバイ

スが行われました。なお、測定には栁谷新助手と高橋

研究室の学生達も加わり、安全に十分配慮して行われ

ました。  

※写真提供：法人事務局 
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東北リコー㈱支援事業  ～山元町の仮設住宅で運動指導～ 

名取市立みどり台中学校生徒16名が「上級学校訪問」のため来学 

 本学の「東北リコー㈱社員に対する健康支援協

力」事業の一環で、10月30日(日)に岩垂新助手と
柳澤新助手、健康づくり運動サポーターの学生が

同社社員約35名と共に山元町の仮設住宅（中野
熊野堂）を訪問して入居者と交流を図りまし

た。山元町の被災者が柴田町の保養施設「太陽

の村」に集団2次避難していたことが縁で、東北
リコー㈱社員は郷土料理である芋煮などの炊き

出しを行い、本学は仮設で暮らす方への体操指

導を担当しました。通常であれは、東北リコー

㈱社員に対しての健康指導を行う事業ですが、

亘理町や女川町の避難所で多数の活動経験を持

つ本学の資源を震災復興に充てようと企画され

ました。 
 本学も震災後に山元町での災害ボランティア

活動の実施を試みましたが、被害が甚大で、学

生を現地に入れることができなかった経緯があ

ります。今回の活動を通して少しでも山元町の

被災した方々のお役に立てて幸いです。 

11月8日（火）にみどり台中学校の生徒16名が
「上級学校訪問」で訪れ、高橋弘彦教授によるミ

ニ講座の受講および施設見学を行いました。この

「上級学校訪問」は生徒が上級学校（高校・大

学）を訪問することで、中学校卒業後の進路選択

に役立つ情報を得ることなどを目的にしており、

取り入れる中学校が増えています。 
高橋教授のミニ講座はC棟3Fの環境生理学実験室

を使用して行われ、予め生徒から寄せられた質

問に対して一つひとつ回答する形で行われまし

た。その後に行った施設見学では、同中学校の

卒業生である佐藤加奈恵さん（運栄4年）、我妻
典明さん（体育3年）、水谷優さん（体育3年）
が案内を担当しました。中学校の先輩というこ

とで、生徒たちは気兼ねなく様々な質問を投げ

かけていました。 

※写真提供：地域健康づくり支援センター  
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仙台大学管理栄養士「合格修錬会」 第3回受験者激励会 

11月27日（日）に第3回管理栄養士受験者激励
会が行われ、今年度の管理栄養士国家試験に合格

された本学OBによる講演と、東京アカデミー特別

講師の小田嶋晋先生をお招きして模擬試験の活用

方法やノート作成のポイントなど計画的に学習し

ていくための勉強方法について講演して頂きまし

た。後輩たちの力になれればとの熱い思いから、

遠路神奈川県からも駆けつけてくれた合格者OBも

いました。 

小田嶋講師からは、勉強方法は自分にあった

方法を自分で見つけることが重要であり、合格

者の勉強方法を参考に自分勉強方法を創ること

がポイントであることなどが話されました。藤

井運動栄養学科長か

らの挨拶とともに、

管理栄養士資格付与

主管である早川講師

からの熱い励まし，

管理栄養士合格修錬

会主管である長橋准

教授より今年度受験

を予定している参加

者に激励のメッセー

ジカードが授与され

ました。 

 

発表を行った本学卒業生 

3期生 泉川尚彦さん（東洋食品勤務） 

3期生 平良拓也さん（仙台大学研究生） 

3期生 竹内晴子さん（仙台大学新助手） 

3期生 津田佳代子さん（東洋食品勤務） 

4期生 岩渕安祐実さん（レパスト勤務）  

「まなびや」学習支援ボランティア活動報告会 

 11月12日(土)に宮城教育大学において震災復興
支援ボランティア報告会(主催：宮城教育大学教
育復興支援センター)が行われ、本学からも山崎え
りなさん(健康福祉学科4年)と星隼斗さん(体育学
科4年)の両名が参加し、8月1－3日に16名が参加し
た女川第二小学校での活動を報告しました。 
本学は、被災地の小中学校での学習支援ボラン

ティア活動を行っている宮城教育大学からの依

頼を受けて、女川町教育委員会が実施する「夏季

休業中の学習支援事業」に教員志望学生（主に小

学校教員希望者）をボランティアとして派遣。窓

口は教職支援コーナーが担い、16名の学生（延べ
31名）を8月1－3日の3日間にわたって派遣しまし
た。 
 学生たちは女川町や山梨県の先生方と一緒に

活動し、主に国語と算数の学習指導や採点の補助

等を行いました。子供たちとの交流を経て、より

一層教師になりたいという想いを強めているよ

うでした。 
なお、発表を行った山崎えりなさんと星隼人さ

さんはそれぞれ今

年行われた教員採

用試験に合格して

おります。 
 
 

※写真提供：朴澤学長 

初回受験で合格を果たした岩渕さ

んの講演 



                                              Monthly Report  6 

 

二酸化炭素の発生を1トン削減 ～ペットボトルキャップ収集活動報告～ 

 先日NPO法人エコキャップ推進協会に対して第
12回目となるペットボトルキャップを送付しまし
た。今回の送付数は20,400個で、仙台大学からの
送付総数は137,600個となりました。２年半前、
学生が集うKMCH（クラブハウス）の自動販売機

前に設置した協力ボックスに集まったキャップ

1,600個をこの協会に送付したことをきっかけ
に、学内の各建物に協力ボックスを設置し、以

後多くの教職員、学生のみなさんから継続して

ご協力をいただいています。 
 エコキャップ推進協会はペットボトルキャッ

プ収集を行い、再生可能なペットボトルキャッ

プをゴミとして焼却するのではなく、資源化し

得た売却益で「世界の途上国の子どもたちにワ

クチンを寄贈し救済する」ことを目的に活動を

展開しています。本学が送付した137,600個の
ペットボトルキャップは、ゴミとして焼却され

ていれば発生していたであろう二酸化炭素を

1,084Kg抑制し、途上国の子ども人にポリオワク
チンを172人分に接種させることができる量に相
当する(エコキャップ推進協会調べ)ようです。
今後とも引き続きご協力をお願いします。 

岡田成弘助教が若手研究者に贈られる第3回日本野外教育学会奨励賞

 岡田成弘助教が10月21～23日に筑波大学を会場
に開催された「日本野外教育学会 第14学会大会in
つくば（http://www.joes.gr.jp/tsukuba2011/）」に
おいて、「第3回日本野外教育学会奨励賞」を受
賞しました。この賞は、同学会誌に掲載された原

著論文の筆頭者のうち、35歳以下の若手研究者
（3名）に贈られるものです。 
受賞した岡田助教は「この論文は、私が5年前

に修士論文として取り組んだ研究です。初めは

『キャンプ中のどのような体験が、環境に配慮

する行動につながるか』という素朴な疑問から

スタートした研究でしたが、今では博士論文の

テーマにつながっています。今回の受賞は、今

の自分の研究テーマの原点を思い出す良い機会

になりました。現在取り組んでいる博士論文を

完成させ、より実践的でより現場に活かせるよ

うな研究に発展させていきたい」と、研究意欲

を高めています。 
 
【対象論文】 
岡田成弘、岡村泰斗、飯田稔、降旗信一 
「少年期の組織キャンプにおけるSignificant 

Life Experiencesが成人期の環境行動に及ぼ
す影響―花山キャンプを事例として―」，

野外教育研究，第12巻・第1号 

※論文はJournal@rchiveホームページ  

(http://www.journalarchive.jst.go.jp/english/top_en.php)

で閲覧が可能です。 

大阪体育大学の伊原久美子先生（写真：左）、 

駿河台大学の吉松梓先生（写真：右）の3名が受賞 
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海外研修報告  

 研修先である、アメリカ・コロラド州にあるコ

ロラド大学は医学部のあるAnschutz Medical 

Campus、Denver、Colorado Springsおよび

Boulderとキャンパスが複数あります。私が実際

に研修する大学研究機関は、Altitude Research 

Center, Department of Emergency Medicine, 

University of Colorado School of Medicine, 

Anschutz Medical Campus（コロラド大学医学

部、救急医療部門、高地研究センター（ARC））

となり、Anschutz Medical Campusにあります。 

 ARCは高地あるいは低酸素環境に関する研究を

中心に進めている大学研究機関であり、これまで

に、関連する分野において多くの研究を行い、実

績を有している研究機関です。特に、アメリカ国

内においても、高地あるいは低酸素環境に関連す

る研究においてはコロラド州にはロッキー山脈が

連なっていること、Pikes Peak（標高4,300m）で

の高地環境における生理・生化学的応答について

の研究が今からおよそ100年前に最初に取り組ま

れており、研究のフィールドとして、高地トレー

ニングの場所として、さらには、関連する分野の

研究者も多く、恵まれた環境にある大学研究機関

です。また、コロラド州は最も健康的な州とも考

えられます。といいますのも、先日、アメリカ国

内における肥満率が公表されましたが、コロラド

州は最も肥満度が低い結果となっており、健康や

体力に関しての関心が高い州であるといわれてお

ります。 

 私が研修先としてARCを選択した理由もここに

あります。つまりは、低酸素環境下での生理・生

化学的効果を背景として、競技者のための高地ト

レーニングはもちろんのこと、一般の健康体力の

維持・増進、疾病の予防など応用範囲は広く、私

が行っている研究の可能性を求めてARCを研究先

として選びました。 

 現在は、いくつかの研究プロジェクトが進行あ

るいは準備されています。一つ簡単に紹介します

と、低酸素環境つまりは高地に行くと、高山病と

いう症状が発生します。この高山病の症状は個人

によって差があり、最悪の場合には命を落とすこ

とになります。ただ、私たちが普段、ハイキング

や観光に出かけるような高地ではほとんど問題

ありません。この高山病の有無や程度が一般人

から競技者の高地での体力や健康状態に大きく

影響してくるのですが、では、なぜ人によって

高山病は発症したりしなかったりするのか？な

ぜ、人によってその程度が異なるのか？高山病

を発症すると高地での体力や高地トレーニング

の効果にはどのような影響があるのか？という

疑問が出てきます。残念ながら、この疑問が完

全に明らかとなっていないのが現状です。そこ

で、この点について明らかにするために、高山

病の発症と運動能力や血液性状、さらには遺伝

子の違いについて実験研究を行っています。 

 また、現在は来年度の大きな研究プロジェク

トに向けた準備を進めております。私は現在、

標高5500mに相当する高地環境での測定内容の検

討を行っております。実際に低圧チャンバーで

標高5500mを設定して、その中で様々な測定方法

を検討しているところです。毎日、他のスタッ

フと試行錯誤しながらの作業ですが、非常に内

容が濃く、充実した研修となっています。 

 私は今回の海外研修を通して、自身の専門分

野における知識・技能の向上を、さらには、関

連する国際的なネットワーク・ヒューマンリ

レーションシップの拡充をしたいと考えており

ます。その上で、様々なノウハウや経験を仙台

大学の学生に還元していくことが私の重要な使

命と感じています。すでに、アイデアはいくつ

かあります。そのアイデアが本当に理論的根拠

に基づいて学生に還元できなければならないこ

と、実践的な活動に結びつくこと、そして、学

生の可能性を広げられるものであることを念頭

に、今回の海外研修に取り組んでいきたいと考

えております。 

 

低圧チャンバー内での実験の様子 

  左図は私がこの低圧チャンバー内で高地環境を

設定して様々な測定チェックを行っている様子で

す。鼻につけているチューブは酸素吸入ができるよ

うになっています。当日は標高5500mに設定してい

たために酸素吸入を行って操作をしていました。右

図は高地環境での生理学的測定方法を検討して

いる様子です。多くの専門家がディスカッションし状

況を確認しながら、チェックしていきます。 

ARCにある低圧チャンバー 

  この低圧チャンバー内で高地環境を設定して様々な測定を 

  行っています。 

報告者；内丸仁（体育学科・講師）Jin Uchimaru, Ph. D. , Visiting Scholar 

研修機関；コロラド大学・高地研究センター         
研修期間；2011年9月～2013年3月 
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海外研修報告 
2011．10.30健康福祉学科 朴 賢貞 

全体的な概要 

 10月は本格的に新学期が始まり、毎日が忙しく

講義や演習が次々と入っており毎日が充実してお

ります。先月の28日にレスター大学の受け入れの

代表であるLiz  Anderson教授と1年間の研修期間

に私が目的とする研究内容について2時間ほど話

し合い、具体的な支援内容についてもお願いし積

極的に支援すると言われました。また、先月に計

画されていたすべてのIPE実習のための理論講義

及び演習に参加（学部及び大学院修士課程、博士

課程）しました。 

 

１．研修内容 

  レスター大学では主に医学部の1年生からレジ

デント課程の学生までが対象（在籍するすべての

学生）とし、学年ごとに講義内容や演習内容の難

易度が違い、新入生には楽しく、遊ぶ感覚での演

習が中心で高学年になると、深く考えさせる内容

になります。以下はLiz  Anderson教授と話し

合った研修期間中の目標です。 

①多職種連携教育（以下、IPE）の理解を深める

ための地域特徴 

②医学部中心のIPE実践（1995年）から現在（他

大学や地域と取り組む）までの経緯 

③教材の開発（学習DVD作成、ワークブック作

成、地域財源の開発方法） 

④学習効果の評価方法、今までの教育成果など 

⑤教職員の役割分担、全体的な構想 

⑥イギリスにおける社会福祉実習教育及び理論教

育の概要理解 

 レスター大学でのIPE特色は、多職種の中でも

共に働く又は利用者のケアの質を高めるために

日々コミュニケーションを交わさなければなら

ない職種の群ごとに演習講義が行われておりま

す。例えば、医学と薬学、臨床心理学、看護学

が一つのグループで言語治療学、聴覚学、社会

福祉学のグループ、医学部と薬学、臨床心理

学、社会福祉学など学年によってグループ編成

が変わります。二つ目に、地域にある資源を充

分に演習に使い、演習効果を高めることです。

例えば、利用者が演習対象になったり、経験談

を学生に語ったりし、より理解度を高めます。

講義や演習時間にも参加します。最後に、全て

の講義や演習の最後には振替あり、教育効果を

その場ではかり、講義後には教員が確認しま

す。（IPEは教員も複数が関わり同じ時間に2－3

人程（教員1名、現場をよく理解している実践者

（こちらでは個人tutorと呼ばれます。アカデ

ミックコーディネーター）がチームを組んで行

なっております。） 

＊注：個人tutorになるのはGP（General Prac-

titioner :医者）、地域看護師、助産婦, ソー

シャルワーカー、OT, PT, 薬剤師、子供相談

士、シティーセンター行政責任者、IPE実習の現

任者や引退された方がなる場合が多いです。 

 10月には、個人tutorが持って来た利用者の手

書きの情報を学生学習教材化するためのワード

作業を手伝ったり、講義・演習に準備及び参観

したり利用者や関係者との打ち合わせに参加し

ました。 

IPE講義や演習がない日には、社会福祉学の修士

課程の講義・演習に参観しました。講義や演習

がない日にはDe  Montfort  Universityから

Roger Smith（社会福祉学科教授）がUniversity 

of LeicesterからはLatchem  Stanley（児童福

祉担当）と  Hoffman  John（児童・家族福祉担

当）Couloute  Janet(臨床心理学担当)が私の研

究室に来てイギリスの社会福祉情勢を話した

り、教材を紹介したり、自分の講義に招待し、

聴講に行ったりもします。 

 

２．De  Montfort  University 

 ド・モンフォール大学は医学部がないためIPE

講義や演習はレスター大学から医学部の学生が

こちらの大学に来て講義や演習に薬学科、言語

治療学、看護学科、社会福祉学科、助産科

（Midwifery）などの学生と一緒に講義・演習・

実習を行います。 

 10月のド・モンフォール大学でのIPE実習は、

薬剤学科（ド・モンフォール大学）、医学部

（レスター大学）の4年生IPCP（Inter‐

professional  Care Plan）実習に参加し、学年 

 

⇒次頁に続く 

研修先：University of Leicester , De Mont-

fort University , Kingston University （UK） 
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ごとに全部参観し、学生の

グループ活動やThe  

Leicester  Royal  Infir-

mary  Hospitalでの模擬実

習（患者以外は全て学生が

模擬医者、薬剤師、看護

師、ソーシャルワーカーに

なりアセスメントを行う演

習）を行い、４つの課題が

与えられ簡単な概要の説明

後実施する。演習の時の患

者役は引退された医者、看

護師などが役割を演じま

す。２－３名の学生が患者

を対象にアセスメントを行

う間に他の学生は演習内容

を評価します。 

もう一つの演習は、実際に脳卒中になって10年目

になる利用者が講義に参加し、演習を行いまし

た。その時は、SALT（Speech And Language 

Therapy）、Audiology、Social workの学生及び

３つの学科教授が参加し、聴覚障害や言語障害の

演習を行い、振り返り時間には利用者のコメント

を参考に理解を深めます。 

 

３．Kingston  University 

 最後に、ロンドン南部Kingstonにあるキングス

トン大学はこれから時期をはかり定期的に行く予

定です。そちらはIPE実習期間に合わせてレス

ター大学やド・モンフォール大学のIPE実習期間

と重ならない時期を図り参観する予定で今調整中

です。 

私の訪問の受け入れをしてくれるMark Martin教

授の家族がお亡くなり、連絡を待っているとこ

ろです。 

 

４．CAIPE活動 

   CAIPE（Centre   For   The   Advanced   

of  Inter professional  Education）の主な役

割の一つはイギリス国内及び海外にIPE教育の方

法や教材開発、IPEの教育的効果を研究する事で

あります。10月には10月20日にUniversity of 

Birmingham、  Birmingham City University 、

University of Worcesterの3つの大学のIPE実践

の報告されるBirmingham地域に行き、CAIPE 

FOURMが開かれ、医学部を持っているUniversity 

of Birminghamと連携しながら実践する大学から

開発されたIPE教育教材（DVD及びWebsiteを使っ

たE-learningの現状）の発表がありCAIPE理事の

意見交換がありました。 

 また、IPE実践を行った学部生と大学院（博士

課程）のプレゼンテーションが行われ、教育効

果を他の大学から来られたCAIPE理事からの意

見、改善点などがありとても有意義な時間でし

た。CAIPE理事からの意見では、学習用に作成さ

れたシミュレーションが医学部中心のものにな

り他の学科の学生が理解しにくい部分は改善点

であるとの指摘もありました。 

 大学院の学生博士論文のIPE実践に関する論文

構成に関しても専門的なコメント等がありとて

も学際的な支援するCAIPEの活動の一面をみるこ

とができました。 
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 10月22日～24日、山口県において全国障害者ス
ポーツ大会が開催され、本学の学生吉住 諒さん

（健康福祉学科2年）が役員（コーチ）として選

手団とともに派遣されました。 

この大会は、「全国身体障害者スポーツ大会」

会」と「全国知的障害者スポーツ大会」を統合し

た大会として2001年から国体終了後に同じ開催地

で行なわれています。大会の目的は、障害のある

方々の「社会参加の促進」と障害のある方に対す

る理解を深めることにあります。大会へのかかわ

りは体験学習でもあることから、宮城県障害者ス

ポーツ協会から依頼を受け、障害者スポーツに関

心の深い本学学生が派遣され、毎年貴重な体験を

させていただいています。 

健康福祉学科２年 吉住
よしずみ

 諒
りょう

さん 

 宮城県選手団役員、陸上コーチ

として主に知的障害の方々のサ

ポートを行ないました。障害者ス

ポーツの陸上指導経験はなかった

ので、役員の先輩方に教えられな

がら、自分にできる仕事を率先し

てみつけ実践することで大会期間

の活動に携わりました。選手が所

属する施設職員の方と話す姿を見て個々の選手

のモチベーションを保つためにどのような声が

けで接しているか、その結果取り組む姿勢にど

のような影響となったのかが目に見えて判り生

きた学びとなりました。 

大会本番による緊張や不安を取り除くこと、

障害や個人の特性をいかし、選手の力を引き出

すこともおおきな役割をはたします。今大会の

経験はすべてが勉強でした。山口の同年代のボ

ランティア学生と共に選手団一同喜びを分かち

合った場面もありました。今年は選手たちとの

信頼関係の基礎を築いたばかり。声を掛けてい

ただけるなら来年も是非やりたいです。と話し

てくれました。 

全国障害者スポーツ大会へ陸上競技コーチとして本学学生が帯同 

トレーナー部がブースを出して協力支援 

「2011味の素スタジアム６時間耐久リレーマラソン」 

 11月13日（日）に行われた「2011味の素スタジ
アム６時間耐久リレーマラソン」（東京都調布

市）の会場に本学トレーナー部がブースを出展

し、学生4名と鈴木のぞみ臨時職員が活動しまし
た。このイベントは今年初めて企画されたもの

で、味の素スタジアム内１周2ｋｍのコースを、
チームでタスキをつないで6時間で走った距離を
計測する「6時間リレーの部」と、フルマラソン
の距離を走った時間を計測する「42.195ｋｍリ
レーの部」の2種目が行われました。スタジアム
内には東北復興産直市やスポーツ用品会社などの

各種ブースが設置されましたが、その一角に「仙

台大学トレーナー部」ブースが設けられ、スト

レッチとテーピングの提供を行いました。今回、

出展に至ったのは鈴木臨時職員の知人からの紹

介でブースを出すことができたためです。 
本学のブースには約50名の来場があり、部員
たちは責任感を強く持って1人1人に全力で施術
を行ったそうです。活動に参加したトレーナー

部の外谷涼将さん(体育2年)は「時間配分の難し
さや１回の施術で効果を出さなければならない

というプレッシャーがありましたが、たいへん

貴重な経験ができました」。と話し、東舘亮太

郎さん(運栄2年)は「先に来た人お客さんから評
判を聞いて来てくれる人が多かったことが嬉し

かったですし、『だいぶ楽になった』などと感

謝されることが嬉しかったです。反省点として

は、お客さんから聞かれたことに対して知識不

足で回答できないことがありましたし、自分で

納得できる施術ができたわけでもありません。

今回の活動は卒業後の体験ができ、勉強になり

ました。より一層、選手の要

望に応えられるトレーナーに

なりたいと強く思いまし

た。」と話しており、学生た

ちは貴重な体験を経て大きく

成長したようです。 
 

左から 

三好聖奈
み よ し せ い な

さん（体育1年） 

遠藤
えん どう

皓樹
こ う き

さん（体育1年） 

東舘
ひがしだて

亮太郎
り ょ う た ろ う

さん（運栄2

年） 

外谷
そ と や

涼将
りょうすけ

さん（体育2年）  
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アメリカンフットボール部が全国大会初勝利 

2年ぶり3回目の東北学生リーグ優勝を果たした
た本学アメリカンフットボール部SILVER FAL-
CONSが、11月26日（土）に開幕した全日本大学選
手権大会の初戦で北海道代表の小樽商科大学

TOMAHAWKSに31-8で勝利し、全国大会での初勝
利を成し遂げました。大会には北海道在住の同窓

生が多数駆けつけ、大きな声援で選手を後押しし

ていただきました。初戦に勝利した本学は既に全

国4強に進出しており、2回戦（東日本代表決定戦）
は12月4日（日）に会場を東京（味の素スタジアム）
に移して関東代表の日本大学PHOENIXと対戦し
ます。この試合は12月18日に甲子園球場（兵庫県）
で行われる決勝戦「第66回甲子園ボウル」への出場
を決める大事な試合となります。引き続き温かい

応援をお願いします。 
  
アメリカンフットボール部主将 

加藤良太さん（体育4年） 
今年は震災の影響で

2ヶ月間の活動休止を余
儀なくされたため例年4、
5試合行っている春の
オープン戦は1試合しか
組むことができませんで

した。そのためリーグ戦

序盤はチームの連携が取

れずに、試合の中でつめ

ていく状態でした。最終

戦となった東北大学との全勝同士の対決で、よう

やくチームの意図がゲームの中で発揮できるよ

うになりました。特に攻撃の司令塔であるクォー

ターバックの山田達彦（体育3年）の成長がチーム
の大きな戦力となりました。 
 現在の部員数は36名（マネージャー、トレー
ナー含む）。アメリカンフットボールは試合中に

無制限に選手の交代が許されているため、大抵の

チームには攻撃専門の11人、守備専門の11人、
キックオフやパント専門の11人のレギュラーが
用意されており、控え選手を含めると70人～100
人いるのが当たり前です。本学では同じメンバー

が攻撃と守備のポジションを担わないといけな

いため、必然的に練習量が増えてしまい、選手の

負担が多いのが現状です。しかし、今年の選手は

その練習に楽しんで励む者ばかりなので、心強く

感じています。 
普段からお世話になっている部長の小池先生、

生、副部長の平田先生、山田喜信監督、父母会、

OB会の方々のためにも目の前の試合を全力で戦
うことが恩返しと信じて全国大会を戦ってきま

す。 
 
※なお、震災では全国の大学から東北地区の大学

に対して多くの支援を頂いたそうで、その感謝の

気持ちを伝えるために、加藤さんが東北学連の代

表として全国大会の表彰式に出席し、優勝校に対

して感謝の気持ちを伝えることが決まっていま

す。 

西村光生さんが独立行政法人日本学生支援機構の平成23年度優秀学

生顕彰    ～ロンドン五輪出場にも期待～ 

独立行政法人日本学生支

援機構（JASSO）では、
学術、文化・芸術、ス

ポーツ、社会貢献の各分

野で優れた業績を挙げた

学生・生徒に対して、こ

れを奨励・支援し、21世
紀を担う前途有望な人材

の育成に資することを目

的として、多くの方々か

ら寄せられた寄附金を基

に「優秀学生顕彰」を

行っています。平成23年度優秀学生顕彰におい
て、本学漕艇部の西村光生さん（体育学科4年）
がスポーツ分野・優秀賞を受賞しました。西村さ

んは平成21年から日本代表として活躍し、平成21

年に開催されたU-23世界選手権大会では、日本
ボート史上初めてとなる銀メダルを獲得してい

ます。また、国内でも全日本選手権での優勝の

他、数多くの入賞を果たしたことが評価されま

した。本学では平成21年度に柔道の田中美衣さ
ん（平成21年度卒）が受賞して以来2人目の受賞
です。優秀学生顕彰表彰式は12月10日にアルカ
ディア市ヶ谷（東京都）で行われます。 
なお、西村さんは日本ボート協会が11月21日
～28日に行った日本代表最終選考合宿を経て、
2012年ロンドン五輪大会アジア最終予選会（韓
国・忠州）の男子軽量級ダブルスカル日本代表

に選ばれました。ロンドン五輪の代表権獲得

し、ロンドンの地での活躍に大きな期待がかか

ります。 
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体操競技部が日本体操協会の小林隆氏を招いて体操クリニック 

体操競技部では11月29日（火）に日本体操協会コー
チディレクターの小林隆氏を招いて体操クリニッ

クを行いました。開催の目的は、跳馬に独特の理論

を持つ小林氏に指導してもらうことで、跳馬を

きっかけとして学生たちに理論の捕らえ方を学

んでほしいとの想いで開催したそうです。指導で

は、はじめに映像を使って前進運動を最大限ジャ

ンプ力に変換する身体の動き等を説明してイ

メージを持たせた後に、跳馬での小林理論の基本

を何度も繰り返し行い、その都度小林氏から注意

点が指摘されていました。部員たちは小林氏のア

ドバイスに素直に耳を傾け真剣に取り組んでい

ました。体操競技部が外部の指導者を招いたのは

初めてのことで、4時間かけて基礎理論と実践を
しました。副部長の小西准教授は「今回の指導を

受けて、自分自身の動きを理

論的に捉えるための何かきっ

かけをつかんでもらえれば成

功です。」話しています。 
 

OGの田中美衣選手が講道館杯初優勝 

 11月12、13日に千葉ポートアリーナを会場に平成23年度講道館
杯全日本体重別選手権大会が開催され、本学OGの田中美衣選手
（了徳寺学園職員）が女子63kg級を制しました。この大会は平成23
年度後期の全日本強化選手の選考と、2011年ロンドンオリンピック
の日本代表選手第１次選考会と位置づけられています。今大会に出

場していませんでしたが同階級には2010年世界選手権大会を優勝し
た上野順恵選手や、今年4月の全日本選抜柔道体重別選手権大会を
優勝した阿部香菜選手（両選手共に三井住友海上火災保険㈱）など

レベルが拮抗しています。その中で代表に選考されるためにも、今

大会の優勝は大きな意味あるものです。また、今大会には10名の学
生が出場し、女子57kg級の宮原尚子さん（体育学科4年／秋田商業
高出身）と女子52kg級の鈴木真佑さん（体育学科1年／京都文教高
出身）が5位入賞を果たしました。 

本学Futsal部が社会人チームも参加する全日本
フットサル選手権宮城県大会において、初の準優

勝に輝きました。Futsal部は12月10、11日に福島
県で開催される東北大会へ進出し、優勝チームだ

けに与えられる第17回全日本選手権大会の出場権

獲得を目指します。 
 Futsal部は5月に行われたインカレ予選では東
北大学に敗れて2位に終わりましたが、今大会の
準決勝で東北大学にリベンジしました。決勝戦

でも接戦となりましたがPK戦の末の惜敗でし
た。今大会では選手として試合に出場した笹生

講師は、「今年のチームは個人のレベルが高い

わけではありません。そのぶん練習を多くして

レベルアップを図ってきました。これまでの努

力が東北大会出場という結果で実を結び、良

かったと思います。東北大会は厳しい戦いにな

ることは間違いありません。部員たちは経験が

積める機会なので、選手たちには全力で戦い、

試合を通して何か学び取ってもらいたい」。と

話しています。 
 

Futsal部が第17回全日本フットサル選手権宮城県大会で初の準優勝 
～12月10、11日に行われる東北大会へ進出～ 
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平成２２年度卒業生有志から日本赤十字宮城県

支部に義援金 

12月14日（水）、学友会委員長の野村早紀さん（体育学科3年）と

学友会副委員長の風間靖久さん（健康福祉学科3年）が日本赤十字宮

城県支部を訪れ、平成22年度の卒業生有志からの義援金483,000円を

鈴木隆一事務局長に手渡しました。 

この義援金は卒業生が今年3月19日に行うはずであった卒業記念

パーティーに使用するために集金していたもので、卒業生の一部から

「震災の影響で使用することがなかったこのお金を４年間過ごした被

災地への寄付にしてはどうか」との声があがり、これに賛同した有志

のお金が集められたものです。 

鈴木事務局長からは「ありがとうございます。卒業生のお気持ちと

して確かに受け取らせていただきます」との言葉と、「仙台大学の震

災復興に向けたボランティア活動等はよくメディアなどで目にしてい

ました。これからも頑張っていただきたい。」との言葉をいただきま

した。卒業生に替わり義援金を届けた野村さんは「先輩たちは楽しみ

にしていた卒業式や卒業記念パーティーが中止となっただけでなく、

友達に会えないまま新しい生活を歩まなければならない状況で、残念

な思いをしていた方は多かったと思います。そんな中でも、人のため

になろうと行動した先輩たちを誇りに思います。」と話していまし

た。 

 

日本赤十字社宮城県支部HPで紹介されています↓↓↓ 
http://www.miyagi.jrc.or.jp/contribution/index.html?php 
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 12月19日に仙台大学同窓会を代表して鈴木省
三会長より仙台大学に対して災害ボランティア

用車両（マイクロバス１台、ワゴン車１台）の

購入費用として１千万円の義援金が贈られまし

た。これは、震災復興に向けた活用を目的に、

今年8月の同窓会代議員会で承認されていまし

た。背面に「贈：仙台大学 同窓会」と刻まれた

マイクロバスは26日に納品され、ワゴン車は１

月初旬に納品される予定です。 

仙台大学同窓会より1千万円の義援金 

 国際交流締結先のタイ王国・シーナカリンウィロート

大学に対して、本学より見舞金5万バーツ（約126千円）

が贈られました。これは、タイ王国が10月初旬から洪水

被害に見舞われていることに伴い、科目等履修生として

本学に留学中のソンプラソン・プラセトスリさん、タ

ニット・リンプラセルトさんが国際交流センターを通し

て大学祭や学内に募金を呼びかけたものです。大学祭へ

の来場者や教職員から集められた募金5万バーツが贈ら

れました。 

洪水被害のあったシーナカリンウィロート大学に5万バーツの見舞金 
シーナカリンウィロート大学からの御礼状 

 

大学祭で募金を呼びかけたソン

プラソン・プラセトスリさん（左）

と募金する宮坂基也さん（体育学

科3年） 
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12月20日（火）にＡ棟大会議室において健康
づくり運動サポーター認定証書授与式が行わ

れ、ベイシック認定者18名とアドバンス認定者6
名に対して朴澤学長より認定証書が授与されま

した。今年の健康づくり運動サポーターは、延

べ400名が災害ボランティアとして避難所や仮設
住宅でのエコノミークラス症候群予防運動の指

導をして回り、被災者への健康維持に大きく貢

献しました。この活動は現在も継続していま

す。 
 認定証書授与の後には、４年生の小熊理恵さ

ん（体育学科）、横山宗平さん（健康福祉学

科）、佐藤幸子さん（運動栄養学科）から後輩

に向けたメッセージが述べる時間が設けられ、

横山宗平さんは「活動で得た貴重な経験は自分

を大きく成長させ、これからの社会人としての

生活に役立つもの考えています。被災地には今

も支援を待っている人たちがいるので、後輩の

みんなには積極的に被災者支援ボランティアに

参加してもらい、多くのことを学び取っていた

だきたい」との話がありました。 

健康づくり運動サポーター認定証書授与式 

12月8日（木）に本学B300教室を会場にして

「NSCAジャパンの海外講師招聘セミナー（NSCA

ジャパン主催、仙台大学後援）」が開催され、

米国NSCA理事長のJay R. Hoffman博士が講演を

行いました。Jay R. Hoffman博士はNFL

（National Football League）の選手としてプ

レーした経歴を持ち、研究者としても様々な学

術部門での賞を受賞しています。特に運動栄

養・トレーニングの分野での権威として知られ

ています。米国NSCA理事長の講演を聞こうと会

場には東北在住のNSCAジャパン会員と本学の教

職員あわせて約200名が聴講しました。講演は、

「ストレングストレーニングとピリオダイゼー

ションの原理」を演題として、トレーニングの

原則の説明や、ピリオダイゼーションモデルの

タイプの解説・比較を、ご自身の研究結果を取

り入れながらお話いただきました。筋力増加を

促すために、トレーニング強度が主要な刺激と

なると強調されていました。 

 

この講演については加賀新助手のコメントと

ともにNSCA公式ブログ（2011年12月26日付）で

紹介されていますので、ご覧下さい。 

http://nsca-japan.typepad.jp/blog/ 
 

本学を会場にNSCAジャパン講習会を開催 

学内業界研究セミナーを開催 

12月17日（土）仙台大学を会場に３年生対象の学内業界

研究セミナーが開催され、約300名の学生が参加しました。

今回のセミナーは、21の事業所に参加していただき、各業

界の説明･求める人材像を詳しくお話していただきました。

学生たちは、お目当ての企業以外にも平均３～４社のブー

スを訪問し、自分の知らなかった業界などの説明を受け刺

激を受けたようです。就職戦線のスタートが例年より2ヶ月

遅くなった本年において、この説明会が学生たちの良い

きっかけになればと願うばかりです。 

＜創職作業チーム＞ 
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① 仙台大学柔道部個別イタリア研修  

② ハワイ州立大学アスレティックトレーニン

グ研修アドバンスコース 

③カリフォルニア州立大学ロングビーチ校ス

ポーツ栄養＆マネージメントセミナー 

 

11月16日（水）17：30～Ｆ101教室において、

国際交流センター長主催の学生達による海外研

修・短期留学合同報告会が開催され、朴澤学

長、佐藤滋学長補佐、鎌田国際交流センター長

他、総勢46名が参加しました。 

はじめに朴澤学長より「国からの補助金を得て

海外研修を実施できることは意義深く、世界を

知る意味においても参加した学生達は引き続き

英語も含め勉学に努めてほしい」とのご挨拶が

ありました。 

 

 ① 最初に発表したのは7月31日～8月20日ま

でイタリアのプレダッピオで柔道の合宿に参加

した2名です。（体育3年勅使瓦慧・現代武道1年

薬師神桃子）今回の実現に際しては、東日本大

震災で甚大な被害にあった日本に心を痛めたイ

タリアの柔道家チェザーレ・バリオーリ氏が、

女子柔道オリンピックチャンピオンの谷本歩実

（コマツ）さんを通じ、被災地で柔道をする若

者を無償で招きたいとの申し出があり、谷本さ

んと親交の深い本学の南條和恵柔道部女子監督

にお声がかかったことがきっかけでした。 

 バリオーリ氏は現地でＡ．Ｉ．Ｚ．Ｅという

柔道協会を立ち上げていて、現在4000人以上い

る団体の会長です。2人は午前中に古武道やラン

ニング、イタリア語の研修、午後は立ち技など

の練習をする生活をしながら、合間をみては市

長を表敬訪問し、その様子が後日地元新聞に掲

載されるなど、約20日間の滞在中、積極的に学

びました。 

 最初は通訳

が不在だった

ため、辞書を

片手に現地の

方々とコミュ

ニケーション

を図ったそう

ですが、帰国

する時には簡

単なイタリア語も覚え、言葉の壁を越え理解し

あえる醍醐味を経験したそうです。バリオーリ

氏は最後にはなむけとして、自身の師である阿

部謙四郎氏から教わった「葉月の月100年続く友

情が生まれた」という言葉を2人に贈り、別れを

惜しまれたとのことでした。 

 参加した勅使瓦君は「これまでは勝つことの

みを目標にしてきましたが、バリオーリ氏の教

えを伺い、あらためて柔道の本質的なものを見

つめる機会を得られ、心より感謝しています」

と述べました。 

 バリオーリ氏は、来年も本学から学生を招い

て下さることを検討中だそうで、この経験を是

非、他の学生達と共有し継続されるよう望まれ

ます。 

 

 ③ 2番目に発表したのは、8月15日～22日ま

でカリフォルニア州立大学ロングビーチ校で、

スポーツ栄養とマネージメントセミナーに関す

る短期研修を行った11名です。（スポ情4年大黒

ゆきこ・運動栄養3年進藤亮祐・体育3年奥山隆

寛・運動栄養2年高木美咲・同 森麻衣子・同 

東館良太郎・体育2年鈴木春菜・同 松本雄也・

同 櫻井潤平・同 中村麻衣・運動栄養1年松本

玲菜） 

運動栄養とスポーツマネジメントの混合プ

ログラムに取り組んだ学生達は、一般的にア

メリカ人は、分野に限らず日本人よりプロ

フェッショナル意識が高いことや、試合にお

いても競技そのもののみならず、エンターテ

イメント性を織り込み、いかに観客が楽しめ

るか、リピーターになって何度も競技場に足

を運んでくれるか、も含めて重要な要素であ

るなど、プロスポーツをビジネスの視点で捉

えつつ、成功させるために数多くのことを学

んだそうです。 

栄養面については、日本で行われている栄

養指導と共通する部分が多々あり、自分達が

今、勉強していることが世界に通じる手ごた

えを得たとのことです。難点は、アメリカも

日本と同様、実際にアスリートに指導できる

職場が非常に少ないことで、今後、自分達が

学んだことが仕事として活かされる場を切望

する声が聞かれました。 

海を越えて輝く学生達 ２０１１（合同報告会実施） 
 ～海外研修・短期留学合同報告会～ 
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彼らは、本格的なスポーツ栄養学に触れた

経験によりさらに興味・関心が深まり、通訳

を介するとどうしても情報が限られてしまう

ので、もっと英語を学び、次回はできるだけ

自分で理解できるようにしたいとの意欲に溢

れていました。普段は他の学科のカリキュラ

ムを学ぶことができないため、今回の混合ク

ラスはとても新鮮で自分達の大学の良さを海

外で改めて知る機会になったそうです。4年生

唯一の参加者である大黒さんは「短期間の研

修でとても中味の濃い勉強ができたので、今

後は海外の大学への留学を視野に入れた上で

進路を検討していきます。」と語っていまし

た。 

 

③ 3番目に発表したのは8月31日～9月6日ま

でハワイ州立大学でアスレティックトレー

ナーのアドバンスドコースに参加した９名で

す。（体育3年菅原夕貴・同 遠藤蓉子・同 

貝沼由香里・体育4年狩野芳明・同 多田朝・

同 千葉宣貴・同 松島遥香・同 佐々木千

花・同 三浦結） 

初日に今回の目玉の一つである「献体解

剖」を見学した学生達は、対応していただい

たUH関係者の多大なご尽力により、実際に献

体に触る許可も得られ、日本では到底体験で

きない貴重な学習をしたそうです。アスレ

ティックトレーナー（ＡＴＣ）は、日本の場

合、医師がいないと活動できないのに対し、

アメリカでは医療資格として一定の医療行為

が認められているなど大きな差があり、選手

と監督の間に立ち積極的にコミュニケーショ

ンをはかりながら「精神面でのケア」をも担

うＡＴＣの活躍に、学生達は尊敬のまなざし

で真剣に取り組みました。 

また、大学院での授業を見学した際、先生が

ほとんど黒板を使わず学生との会話形式で授

業を進めていること、質問があれば学生達は

積極的に発言し、その場で疑問点を解決しよ

うとする活気あふれる内容が新鮮だったそう

です。 

平成22年2月、23年8月に引き続き今回で3回目

と、過去最多参加者となる４年生の松島さん

は「海外と日本のトレーナーの違いを知りた

くて3回研修に参加しました。特に前回「献体

解剖」を体験した時は、衝撃があまりに大き

くせっかくの機会を充分に活かすことができ

なかったため、今回は事前に自分で解剖に関

する知識を得た上で臨み、その結果、人体の

仕組みや筋肉がどのように作られているかな

ど、詳しく知ることができとても満足してい

ます。選手と現場で接し、水汲みなど具体的

なサポートが可能なこの研修は最大の魅力

で、後輩達には是非参加して欲しいです。」

と話しています。 

 佐藤滋学長補佐から「学生達の立派な発表

に感銘を受けました。現場で学ぶ大切さに一

人でも多くの学生が触れ、視野を広げていっ

て下さい」とのご挨拶があり、2時間にも及ぶ

報告会が終了しました。 

 来年の2月には同大学における英語ＮＩＣＥ

研修・ＡＴビギナー研修が今回同様、独立行

政法人日本学生支援機構からの奨学金を得た

形で予定されており、海外での貴重な体験は

学生達を一段と成長させる大きな糧となり、

今後の勉学への意欲と自信にもつながること

でしょう。 
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吉井講師が今年も「エコプロダクツ2011」に出展 

日本最大級の環境展示会「第13回 エコプロダ

クツ2011」が15－17日に東京ビッグサイトで開

催され、吉井講師を中心とする研究グループが

昨年に引き続いて振動床を出展しました。この

振動床は、㈱音力発電が開発した「発電床®」の

技術をスポーツ分野に応用することを目指して

いるもので、将来的にはスポーツ施設の電力の

一部を利用者自身の自由なスポーツ活動で賄う

というビジョンを構想していま

す。展示会は吉井講師の他、研究

チームの阿部篤講師と藤本助教、

補助学生がブースに来場した方に

対して、説明と体験をしていただ

きました。本学ブースには3日間

で約1000名の来場をいただく大盛

況で、12月15日のNHK昼のニュー

ス全国版でも放映されました。 
 

※写真提供：吉井講師 

※写真提供／朴澤学長 

 2011年12月1日（木）、仙台市青葉区内で「第

７回スポーツを考える会」（本学スポーツ情報

マスメディア研究所主催）が行われました。考

える会は大学と地域を結び、ともにスポーツに

ついて語り合うもので、県内外から業種を越え

た40余名が集まりました。 

 3月11日の東日本大震災後、久々に顔を合わせ

たメンバーは互いに近況を伝えあい、スポーツ

を通したふるさと仙台市・宮城県・東北全体の

復旧・復興に向け、その絆を確かめ合っている

ようでした（写真右）。 

 また、日刊スポーツエージェンシーの阿部賢

氏（写真左）が座長を務められた「スポーツ報

道の過去・現在・未来」では、スポーツ新聞の

変遷に加え、将来の豊かなスポーツ文化形成の

ためには「見る者の品格」を高める必要性があ

るーと話されていました。 

 次回は、宮城県のスポーツ振興基本計画策定

に向けてただいま奔走中の宮城県スポーツ健康

課様に座長をお願いし、皆さんとともに震災後

厳しい環境下に置かれたスポーツの「再生」を

考えます。興味のある方は、スポーツ情報マス

メディア研究所（0224-55-1045）までお気軽に

お問い合わせください。 

＜スポーツ情報マスメディア研究所＞ 

「第７回スポーツを考える会」開催 

北海道道央支部同窓会開催（報告） 

 12月3日（土）に北海道道央支部同窓会がホテ

ルオークラ札幌で開催されました。57名の同窓

生が集結し、本学からも朴澤学長、小池教授、

渡辺入試担当課長が出席して情報交換をするな

ど交流を深めました。また、同支部同窓会の更

なる発展を確認しあう大変有意義な時間となり

ました。 

 
※写真提供／渡辺入試担当課長 
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 男子バレーボール部の

細川優樹さん（体育学科4

年）がバレーボールの

Ｖ・プレミアリーグに所

属する大分三好ヴァイセ

アドラーへ入団すること

が内定しました。 

本学からバレーボールで

社会人に進んだ卒業生は

複数名おりますが、石丸出穂監督が就任してか

らは初めてのＶリーグ入団選手となります。 

 細川さんは秋田県立雄物川高校出身。高校で

もインターハイに出場するなど活躍し、本学入

学後も1年生から主力として実力を発揮。２年時

には仙台大学を13年ぶりの東北大学リーグ優勝

に導き、その後の連覇にも大きく貢献していま

す。４年からはチームのキャプテンを務め、

チームを鼓舞してきました。 

 男子Ｖ・プレミアリーグは今週末12月24日に

開幕し、細川さんも大分三好ヴァイセアドラー

の一員としてチームに帯同しました。Ｖリーグ

では内定選手の試合出場が許されているため、

細川さんは試合にも出場。チームは敗退したも

ののV/プレミアリーグデビューを飾りました。 

細川さんの今後の活躍に是非、ご注目下さい。 

細川優樹さんがV・プレミアリーグの大分三好ヴァイセアドラーに入団内定 
～本学で初のVリーグ選手に～ 

 12月25日に行われたスケルトン・ボブスレー

の全日本選手権大会において、新助手の小室希

さんが女子スケルトン3連覇を果たしました。男

子スケルトンでは本学OBの高橋弘篤選手（シス

テックス）が2連覇を果たし、渡辺瑞基さん（体

育3年）が学生としては前例がない4位入賞とい

う快挙を果たしました。「伊達なSPORT PRO-

JECT」の高校生3選手もジュニアオリンピック

カップの部で好成績を収めました。 

 

[本学関係] 

 男子 

  1位 高橋弘篤選手（平成18年度卒） 

  4位 渡辺瑞基さん（体育学科3年） 

   

 女子 

  1位 小室希新助手 

  3位 大向貴子選手（平成18年度卒） 

   

[ジュニアオリンピックカップ] 

 男子 

1位 佐藤 弾選手(柴田高校2年) 

2位 野倉大貴選手(柴田高校2年) 

 女子 

   1位 安藤早紀選手(柴田高校2年) 

 

4位入賞を果たした渡辺瑞基さん（体育3年） 

 私がスケルトンに興味

を持ったのは高校の時に

仙台大学OBでソルトレー

クシティ五輪、トリノ五

輪日本代表選手である稲

田勝さんとの出会いでし

た。はじめて会ったオリ

ンピアンからスケルトン

の魅力を切々と話しされ

たことで、小学2年から続

けてきた野球を捨てて仙

台大学でスケルトン競技

に打ち込むことを決意しました。スケルトンの

魅力は生身で体験できるスピード感と、自分の

成長がタイムに表れる点。今年の好調は、ジュ

ニア日本代表として昨年・今年と参戦している

アメリカズカップでの経験が大きいです。世界

のレベルの高さを感じる事ができましたし、競

技者としての視野が広がりました。 

当面の目標は1月末にオーストリアで開催され

れるジュニア世界選手権で6位入賞を果たすこと

ですが、最終的な目標はオリンピックでのメダ

ル獲得です。そのためにはプッシュのスピード

が課題となります。年々、プッシュのスピード

は上がっていますが、まだまだ伸ばせると確信

しています。滑走技術には自信を持っているの

で、プッシュスピードの強化を図っていき、夢

を実現させたいです。 
 

全日本スケルトン選手権 
～ジュニア日本代表の渡辺みずきさんが4位入賞～ 
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12月24、25日に、フロアボールのインカレ

「第1回日本フロアボール学生選手権大会」が初

めて開催され、本学フロアボール同好会は女子

チームが準優勝、男子チームが3位入賞を果たし

ました。 

フロアボールとは、レクリエーションスポー

ツであるユニバーサルホッケーと酷似したス

ポーツで、穴のあいたプラスチック製のボール

とスティックを使いゴール数で争う競技です。

北欧ではプロリーグが開催されるほど人気の高

いスポーツですが、日本では競技人口が少な

く、大学でサークルを持っているのは駿河台

大、国士舘大、山形大、東北大、仙台大の5校

（女子は国士舘大を除く4校）のみです。そのた

め学生だけの大会はこれまで設けられず、社会

人の大会だけでした。しかし今年、インカレが

初開催されたこともあり、学生への普及も期待

がかかります。 

フロアボールは世界選手権等も開催されてい

ますが、日本代表キャプテンを務めているのは

本学OBの渡部大輔さん（28回生／基礎スキー

部）です。渡部さんは日本フロアボール協会の

普及・広報委員長も務めており、選手としても

所属する調布イーグルスを3年連続の日本選手権

優勝に導くとともに、2010年の日本フロアボー

ルリーグ最優秀選手に選ばれています。インカ

レの開催にあたってもご尽力されました。 

日本のトップ選手として活躍する先輩を目標

に、学生たちの今後の活躍に大きく期待したい

ものです。 
 

初開催のインカレで女子2位、男子3位／フロアボール同好会 

※写真提供：フロアボール同好会  

 12月20－27日に韓国体育大学校の柔道部員17

名と指導者2名が本学で強化合宿を開催しまし

た。これは平成21年より互いの大学を行き来し

て交流を図っているものです。 

 韓国体育大学校には2月に現代武道学科の学生

が訪問する予定になっており、今後更なる交流

が図られます。 

韓国体育大学校の柔道部が本学で強化合宿 

 ホッケー部、フロアボー

ル同好会に所属する宇野澤

衣里さん（体育学科１年／

宮城広瀬高卒）は、学外の

女子アイスホッケークラブ

チーム「レディースラビッ

ツ」に在籍し、中心選手と

して活躍しています。12月

17、18日に開催された東北

女子アイスホッケー大会で

は青森のチームに負けて準

優勝だったものの、チームは昨年の全国大会でB

リーグを制覇、今年から8チームしか出場できな

いAリーグで戦うことが決まっており、練習にも

熱がこもっているとのこと。練習場所はアイス

リンク仙台（仙台市泉区）で週２回。営業時間

外の夜９時半から11時まで行い、この他、アイ

スホッケー人口が増えてほしいとの想いから

ジュニアチームの指導もしているそうです。自

身も父親の影響で３歳からアイスホッケーをは

じめた宇野澤さん、「アイスホッケーの魅力は

シュートを入れた時の快感と、仲間との信頼関

係だと思っているので、それを子供たちに伝え

ていきたい」と話します。 
 
 

宇野澤 衣里さん 東北女子アイスホッケー大会準優勝 
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サッカー部Bチームが全国大会 準Ⅴ 
～インディペンデンスリーグ2011 第9回全日本大学サッカーフェスティバル～ 

 学生サッカーのBチームによる全国大会「イン

ディペンデンスリーグ2011 第9回全日本大学

サッカーフェスティバル」が12月8－10日に愛知

県光明寺公園球技場で開催され、本学サッカー

部Bチームが東北代表として初出場し、準優勝し

ました。この大会は、試合への出場機会が少な

いBチームの試合機会の提供を目的に開催されて

いるものです。学生サッカー界では総理大臣

杯、インカレと並んでインディペンデンスリー

グが3大大会と呼ばれていますが、これまで東北

大学サッカー連盟はインディペンデンスリーグ

に参加していませんでした。今年初めて東北予

選が行われ、本学は東北代表として1回戦の国士

舘大学（関東代表）、2回戦の中京大学（東海代

表）に1－0で勝利し、決勝戦で関西学院大学

（関西代表）との対戦に挑みました。試合は五

分五分の展開を繰り広げたものの本学のシュー

トはゴールに結びつかず、0-1で惜敗しました。

しかし、今大会で得られたものは大きかったよ

うで、Bチームの指揮を執った伊勢コーチ（臨時

職員）は「Bチームは7月の東北地区総合体育大

会でシーズンが終了してしまっていたが、今年

はインディペンデンスリーグを目標にしてモチ

ベーションを高く練習に取り組んでくることが

できた。全国で通用する部分もあった一方で、

選手個人の課題が浮かび上がったので来シーズ

ンまで克服してほしい。」と話し、サッカー部

の吉井監督は、「サッカーの強豪校は部員が100

名以上所属しているケースも少なくないので、B

チームの選手にチャンスが与えられ大会の意味

は大きいと感じている。優勝まで後一歩だった

ため悔しいが、選手たちが得

た経験が一番の収穫」と語る

など、選手の成長に満足して

いるようでした。 

 平成23年12月25日に前事務局長の佐々木幸夫氏がご逝去されました。佐々木

氏は1999年4月から今年9月までの12年半にわたって特に入試部門においてご尽

力いただき、2008年4月からは事務局長として事務局をまとめられました。 

心よりご冥福をお祈りいたします。 

訃報 
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大崎市教育委員会と連携協力に関する覚書締結 
～県北の自治体との連携は初～ 

 1月13日（金）、大崎市教育委員会と本学は連携協力に関する覚書を
締結しました。今回の締結により①児童・生徒の学校生活の支援、②教

員養成や職員の研修、③生涯学習および生涯スポーツ事業への協力、④

大学および学校における教育研究面での協力、⑤その他双方が必要と

認める事業において連携協力が図られます。大崎市岩出山庁舎で行わ

れた調印式で大崎市の矢内諭教育長は「大学の持っている教育財産で

スポーツ教育や健康づくりを支援してほしい」と話し、朴澤学長は「指

導者を目指している学生が多いので、学生にも研修の場を提供してい

ただきありがたい」と述べました。 
 大崎市教育委員会と本学はこれまでも交流があり、仲野隆士教授が

大崎市スポーツ振興審議会のアドバイザーとなって振興計画策定の際

に助言し、また、藤井久雄教授と学生が鬼首小学校でのクロスカント

リースキー教室の指導を行なってきました。また、３次補正予算で採択

された「学びを通じた被災地の地域コミュニティ再生支援事業」を具体

的に展開する地域の対象地ともなります。 
今回の締結により更なる連携協力が期待されます。 
 
 
仙台大学の地域連携事業↓↓↓ 
http://www.sendaidaigaku.jp/koryu/chiiki.html 
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伊達なSPORT PROJECT 第1回ユースオリンピック閉幕 
～応援ありがとうございました～ 

 第1回ユースオリンピック冬季大会へスケルト
ン競技での選手輩出を目標として、鈴木省三教

授が中心となって2010年に立ち上げた「伊達な
SPORT PROJECT」は、佐藤 弾選手、野倉大貴
選手、安藤早紀選手（共に柴田高校2年生）の3

名をユースオリンピックに出場させ、大会を無

事に終えることができました。選手は大会期間

中、試合に向けたコンディション作りととも

に、CEP（文化・教育プログラム）に積極的に参

加し、オリンピックの意義である卓越性、尊

重、友情を学び、実感し、表現できるようにな

ること実践してきました。このプロジェクトは

地産地消を活用した食育を一つのテーマとし、

必要な栄養素を宮城県に所在する企業の方々か

ら提供いただくなど、多くの方々の支えにより

進めてまいりました。温かいご声援をありがと

うございました。 

 

◇ユースオリンピック結果◇ 

 ＜男子＞ 

  佐藤 弾 選手  第９位 

  野倉 大貴選手 第１０位 

 ＜女子＞ 

  安藤 早紀選手 第１４位 

※写真提供：栁谷新助手 

明成高校調理科リエゾンキッチン」第61回河北文化賞を受賞 

 明成高校調理科リエゾンキッチンが、東北の

学術・芸術・体育・産業・社会活動の各部門で

顕著な業績を挙げた個人・団体を顕彰する「第

61回河北文化賞」を受賞しました。明成高校調
理科リエゾンキッチンとは、「リエゾン

（liaison）＝連携・つながること」をテーマとし
て、地域との連携により伝統的な仙台みそや仙

台白菜などの食文化を伝

え、食育活動を展開する

食環境デザインプロジェ

クトです。本学園は創立

120周年の節目の年（平
成11年）にも実学教育に
よる120年の人材育成の
功績が認められ同賞を受

賞しており、今回が本学

園としては2度目の受賞
となります。 
 1月17日（火）に仙台国際ホテルで行われた贈
呈式には朴澤理事長が登壇し、河北文化事業団

理事長の一力雅彦氏より表彰状と記念品が授与

されました。なお、当日は明成高校調理科の生

徒が会場入口に設けられた紹介コーナーで来場

者に対してリエゾンキッチンの取り組みを紹介

しました。 
写真提供：明成高校 
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10月のマンスリーレポートでも紹介しておりま
したが、仙台大学高校会（本学の卒業生で、宮城

県内の高等学校の教員で組織している会）から寄

贈いただいた壁掛時計（SEIKO製、LED式デジタ
ル時計）が1月24日（火）に第5体育館１Fエントラ
ンスに設置されました。玄関を入ると一目で確認

できるたいへん見やすい時計です。諸先輩方の熱

い思いが込められた時計が高校の教員を目指す

学生達にとって力強い励みとなることでしょう。 

仙台大学高校会から寄贈の壁掛時計 第5体育館に設置 

仙台大学では、災害ボランティア用車輌購入

費として仙台大学同窓会より1千万円の寄付をい
ただきました。1月17日（火）に行われた第852
回教授会の冒頭で、朴澤学長より仙台大学同窓

会に対して感謝状が贈呈され、感謝の意が伝え

られました。 
16日（月）にはワゴン車（トヨタ・HIACE）も納
品され、先に納品されたマイクロバスと共に災害

ボランティア活動で活用させていただきます。 

仙台大学同窓会へ感謝状贈呈 

 1月14日（土）、15日（日）に大学入試センター
試験が行われ、本学でもセンター試験企画プロ

ジェクトを中心とする教職員・新助手が8度目と
なる仙台大学試験場の実施運営及び試験監督業

務を担当しました。今年度から地理歴史,公民及
び理科において2科目受験が導入されましたが、
本学ではトラブルなく実施することができまし

た。本学会場ではJRの遅延により試験時間を40分
繰り下げて別室で受験した生徒が1名いたもの
の、2日間とも大きなトラブルもなく、スムーズな
試験運営がなされました。ご担当された教職員・

新助手の皆様、たいへんお疲れ様でした。 

大学入試センター試験が無事に終了 
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  昨年10月のプロ野球ドラフト会議を経て、東
北楽天ゴールデンイーグルスに入団した新人７

選手が1月17日（火）に本学で体力測定を実施し

ました。測定したのは身長・体重・体脂肪の基

礎測定と、専門機器を使用しての最大酸素摂取

量と膝屈曲伸展の計測

です。計測された数値

は自身の体力レベル把

握と、トレーニングメ

ニュー組み立ての指標

となります。 

 本学では昨年も新人

選手を受入れて体力測

定を行ったほか、選手

個人の依頼を受けて低

酸素トレーニング等を

実施しています。 

東北楽天ゴールデンイーグルスの新人選手が本学で体力測定 

1月26ｰ29日には川岸強投手、石志嶺忠捕手、
山本大明捕手、西村弥内野手、阿部俊人内野手

の4名が低酸素トレーニングを行いました。川
岸、西村選手が本学で自主トレを行うのは3年
目、石志嶺、阿部選手は昨年に引き続いての低

酸素トレーニングです。 

今年は例年のように宿泊してのトレーニング

ではありませんでしたが、低酸素状態でのバイ

クは慣れた選手たちも辛そうな様子でした。ト

レーニングは高橋弘彦教授指導のもと行われ、

同ゼミ生も計測に協力しました。 

東北楽天の４選手が低酸素トレーニング実施 

東京就職合同説明会・弾丸ツアー 

 1月20、21日に東京就職合同説明会に参加する
ために弾丸ツアーが組まれ、3学年30名が参加し

ました。弾丸ツアーは就活塾の取り組みの一つと

して昨年はじめて組まれたもので、大学の取り組

みとして行うのは今回が初めてです。弾丸ツアー

参加者には事前研修として体育大学学生の強み

と弱みについての理解や、自身の長所・短所を客

観的に分析する時間を設けて説明会への準備を

行いました。ツアーには入試創職部長の中房教

授・入試創職室の鈴木職員も同行し、移動する車

中でも合同企業説明会の効率的な回り方などの

指導もなされました。合同説明会後には首都圏学

生との情報交換会も実施され、上智大学・日本女

子体育大学など首都圏の就職活動状況を直接聞

き、就職の厳しい現状を再確認していました。な

お、弾丸ツアーは保護者会からの支援で賄われて

います。 

意見交換会の様子 写真提供：鈴木職員（入試創職室） 
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台東大学短期交換留学生を受け入れ 

1月19日－2月9日に、国際交流協定を締結して
いる台東大学（台湾）から3名の短期交換留学生
を受け入れております。留学生は滞在中、実技

を中心に講義に出席するほか、日本の伝統文化

である着物の着付けや茶道、華道などを体験す

る予定です。1月20日（金）にはウェルカムパー
ティーが学生食堂で開かれ、教職員や学生・外

国人留学生の約40名が参加して歓迎しました。

朴澤学長の挨拶では「東日本大震災により、台

東大学からの留学生は盧彦中
ロゲンチュウ

さんだけとなって

いました。今回こうして3名の留学生にお越しい
ただくことができて仙台大学としてもたいへん

嬉しく思っています。仙台大学には中国・韓

国・タイ王国からも留学生が来ているので是

非、交流を深めてください」と話されました。 

短期留学生の挨拶では3名共に日本語で名前と台
東大学での所属学科、趣味等を話し、出席者か

ら拍手喝采でした。 

 2月9日まで本学に滞在しますので、学内で
会った際は話しかけてみてください。 

 

 

 台東大学留学生 

魏 綺 塋
ウェイ・チーイン

（教養学科3年） 

陳 宜 吟
チェン・イーイン

（応用科学学科3年） 

宜 鞍 箴
ユー・イーチェン

（英米言語学科2年） 

東北多文化アカデミーで日本語短期研修が修了 

 平成24年度から本学大学院で学ぶ中国人留学
生の3ヶ月に及ぶ日本語短期研修の日程が修了
し、12月27日（火）には修了発表会と修了式が
研修先である東北多文化アカデミーで行われま

した。朴澤学長と学生支援室の千葉室長、大学

院の馬臨時職員も出席しました。 

 東北多文化アカデミーの日本語短期研修は昨

年からはじまったもので、大学院の講義を理解

するだけの日本語能力を向上させることが目的

です。また、日本語能力が東北多文化アカデ

ミーで設定する一定の基準をクリアーした場

合、研修中の寮費の一部を本学が補填すること

としているため、留学生たちはより真剣に勉強

に努めました。 
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 1月24日（火）、①ハワイ州立大学（英語研

修）・②同大学（アスレティックトレーニング

研修）、③カヤー二応用科学大学、④韓国国立

体育大学、⑤台東大学においてそれぞれ研修・

短期留学する学生達が一同に会し、合同の結団

式が開催されました。（参加者は別紙記載の通

り） 

 上記５つの内容（４大学）で学ぶ総勢26人の

学生達を含め、45人もの関係者が出席した結団

式はかつてない規模となりました。これら全て

が、平成23年度の（独）日本学生支援機構の留

学生支援奨学金制度の採択を得た結果によるも

のであり、体育系大学としては仙台大学のみが

獲得した実績であり、本学における国際交流が

確実に飛躍・進展していることをうかがわせる

とともに、着実な成果が求められるところとな

りました。 

 最初に朴澤学長から「国の支援を受け学生の

うちに海外で学ぶ機会を得ることは大変有意義

であるので、是非その主旨を踏まえてしっかり

研修して欲しい。今回の体験を自分達だけで終

わらせず、後輩達に引き継いでいけるよう仙台

大学を代表して行く意識をもって参加するこ

と」とお話しがありました。学生達は「海外と

日本のさまざまな違いを学んできたい」「将来

はＮＢＡチームのトレーナーになりたい」な

ど、一人一言づつ抱負を延べ、研修への意欲を

高めていました。 

 最後に鎌田国際交流センター長より「国の支

援同様、保護者会からの援助があることを忘れ

ず、感謝の気持ちを持って実り豊かな経験がで

きることを願う」とのご挨拶があり、終了しま

した。全員が真剣に異国での勉強に取り組み、

全プログラムを全うして帰国することを願うと

共に、報告会での成果発表がより充実したもの

になるよう期待されます。 

平成２３年度冬季 短期海外研修合同結団式 
～海外の４つの大学（５つの研修・短期留学）で研鑽を深める学生達～ 

 1月23日（月）に本学が交流締結しているカリ
フォルニア州立大学ロングビーチ校のDavid 
Dowell副学長ご夫妻が来学し、朴澤学長と懇談や
施設見学を行いました。David Dowel副学長は東北
大学で開かれたる会議出席のために来仙し、去年

10月の本学大学祭でご講演くださった同大学の
ジョシ学部長とキーナート副学長がやりとりをし

て実現したものです。国

際交流センター長の鎌

田教授や事業戦略室、同

大学大学院卒業の加賀

新助手なども対応し交

流を深めました。 

カリフォルニア州立大学ロングビーチ校のDavid Dowell副学長が来訪 
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船山弘希さんがプロスノーボーダーに 

 スノーボード同好会の船

山弘希さん（健康福祉学科4

年）がプロスノーボーダー

として１月にデビューを果

たしました。これは昨シー

ズン、全日本スノーボード

選手権大会デュアルスラ

ロームレースなどの日本ス

ノーボード協会（JSBA）の

公認競技会で上位入賞する

などして、プロ資格条件であるシーズンランキ

ング8位以内をクリアーしたもので、今シーズン

からはプロ資格を有してレースに挑みます。 

 船山さんは宮城県立塩釜高校出身。4歳から父

親の奨めでスノーボードをはじめ、スラローム

の虜になったとのこと。高校3年で全日本ジュニ

ア選手権（18歳以下）に優勝するなど頭角を現

しました。そして、幼少の頃から憧れの存在で

あった本学OBの鶴岡剣太郎選手（平成8年度卒／

トリノ冬季五輪代表選手）の母校である本学に

進学した。大学では日本スノーボード協会公認

レースを転戦するほか、学生大会でも全日本学

生スノーボード選手権大会でジャイアントスラ

ローム（ＧＳ）とスラローム（ＳＬ）の2種目で

2連覇を果たすなど活躍しました。今後は競技を

通してジュニアの育成にも関わっていきたいと

話しました。船山さんの活躍に期待がかかりま

す。 

大分三好ヴァイセアドラー入団内定の細川優希さんが朴澤学長に挨拶 

 先月のマンスリーでも紹介しましたが、男子バ

レーボール部の細川優希さん（体育4年）がVプレミ
アリーグの大分三好ヴァイセアドラーから入団内定

をもらい、既に内定選手としてチームの一員として

試合に出場しています。細川さんが1月26日（木）に
石丸講師と共に朴澤学長にVプレミアリーグ入団内定
の報告と、チームのポスターを手渡しました。 
 細川さんはチームのスターティングメンバーに名

を連ね、チームの主力選手として活躍しています。「プ

ロチームは戦略も緻密で、自分の実力がまだまだ足り

ないと実感している。高いレベルの中で成長したい」

とレベルアップを誓っていました。 

硬式野球部の高島光紘さん きらやか銀行に内定 

 硬式野球部の高島光紘さん

（体育4年）が「きらやか銀行
（本店：山形県山形市）」に入

行し、同行硬式野球部に所属す

ることが決まりました。高島さ

んは野球強豪校である尽誠学

園高校（香川県）出身で、高校

3年時には3番・左翼手として甲
子園の舞台も踏んでいます。本

学では1年時より主に1番・中堅
手として出場し、大学2年の秋季リーグ戦では最
多盗塁賞とベストナイン（外野手）のタイトルを

獲得されるなど俊足巧打の中心選手として活躍

されました。しかし、4年間目標にしてきた明治神
宮球場（全国大会）への進出は叶わず、後輩たち

にその思いを託すことになりました。そして自身

の目標を明治神宮球場から社会人野球の全国大

会の主会場とである東京ドーム・大阪ドームへと

切り替え、決意新たに引退後も精力的に日々後輩

たちと共に練習に取り組んでいます。 
「大学卒業後も野球に身を投じることができて

素直に嬉しい。きらやか銀行は昨年の都市対抗野

球大会東北地区予選で代表決定戦まで進出し、全

国大会まであと1勝だった勢いのあるチーム。1年
目からレギュラーを獲得し、チームの全国大会出

場に貢献したい」と話していました。 
なお、きらやか銀行には舟田友哉選手（平成17
年度卒）、梅津拓也選手（平成20年度卒）中島周
作選手（平成21年度卒）、三浦泰志選手（平成22
年度卒）が在籍し、活躍しています。 
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日本学生支援機構に採択されて実現した韓国体

育大学校との国際交流協定校訪問プログラム 

 日本学生支援機構の平成23年度留学生交流支援制度プログラムで採

択された「韓国体育大学校 国際交流協定校訪問プログラム」により

両大学間での学生交流が図られました。 

先に韓国体育大学校の教職員3名と学生5名を2月14‐19日に受入

れ、本学でのキャンパス見学や学生交流、宮城県の観光や文化交流な

どを行いました。2月19－26日には本学から国際交流センター長であ

る鎌田教授と斎藤現代武道学科長、中鉢職員、現代武道学科の学生5

名が韓国を訪問し、韓国体育大学校で施設及

びテコンドーの練習を見学するなどした他、

現地の文化や歴史に触れました。現代武道学

科では2年時に同大学から講師を招いてのテ

コンドーの授業が予定されている他、海外武

道実習として韓国の龍仁大学での実習も予定

されています。今回のプログラムを通して学

生間の交流を行えたほか、23日の教職員だけ

で行われた国際交流打ち合わせでは、朴澤学

長と田中智仁新助手（東京事務所）も出席

し、東日本大震災の時に頂戴した大学見舞金

に対する御礼の他、現代武道学科を中心に今

後の交流についての意見交換を行いました。 
 

 

＜参加学生＞大谷 健太郎
おおたに けんたろう

さん、千葉 裕也
ちば ゆうや

さん、橋本  力
はしもと  つとむ

さん 

      渋谷 正幸
しぶや まさゆき

さん、新沼 智将
にいぬま ともまさ

さん 

※写真提供：中鉢職員 
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タイ王国・シーナカリンウィロート大学と締結 

※写真提供：シーナカリンウィロート大学 

 2月12-15日に朴澤学長、石森職員がタイ王国

のシーナカリンウィロート大学（以下：ＳＷ

Ｕ）を訪れ、国際交流協定書の調印を行いまし

た。調印式ではＳＷＵのChalermchai学長から

「これまで5名の学生がお世話になっており感謝

している。今後もさまざまな分野で交流をは

かっていきたい。また、バンコクでの大洪水の

際には温かいご支援をいただき大変感謝してい

る。」との挨拶がありました。これに対して朴

澤学長が「先に受け入れた3名に加え、東日本大

震災で不安が残る中で更に2名の学生に短期留学

していただいたことに感謝している。また、

2013年3月にＳＷＵなどが主催で開催される研究

発表会に仙台大学からも発表者を出すなど、更

に交流を発展させていきたい。」と挨拶しまし

た。 

 式の初めには、これまでに仙台大学へ留学し

た学生の日本での活動の様子が紹介されるな

ど、終始和やかな雰囲気の調印式となりまし

た。 

シーナカリンウィロート大学と本学は平成21

年1月に国際交流協定を締結し、学生の受け入れ

など交流を図っています。今回の締結は有効期

限となる3年を経過したことから更に3年延長し

たもので、調印後のティーパーティーでは、今

後の更なる交流促進に向けての話合いがもたれ

ました。 

留学生が朴澤学長に帰国の挨拶 

2月9日(水)に帰国する留学生が滞在中
の御礼と帰国の挨拶を行うために朴澤学

長のもとを訪れました。今回帰国するの

は、2010年から本学で学んでいた大学院

生の侍
シ

政
セイ

さん(中国・上海体育学院卒)、

10月から科目等履修生として学んでいた

タイ王国・シーナカリンウィロート大学

のソンプラソン・プラセトスリさんとタ

ニット・リンプラセルトさん、3週間の

短期交換留学プログラムを終えた台東大

学の、魏 綺 塋
ウェイ・チーイン

さん、陳 宜 吟
チェン・イーイン

さん、

宜 鞍 箴
ユー・イーチェン

さんです。 

今後は本学で学んだことを活かし、更

なる活躍を期待します。 
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東北師範大学に国費留学中の向井 智さんが来学 

 2009年9月から国費留学により東北師範大学大

学院で学んでいる本学OBの向井智
むかいさとる

さん(平成21年

3月卒)が一時帰国し、2月9日(木)に大学にも足

を運んでくれました。向井さんの実家は岡山県

のため、国費留学中に宮城県を訪れるのは今回

が初めてです。修士論文に使用するアンケート

調査依頼と、在学中にお世話になった先生方や

東北師範大学の先輩である日野晃希臨時職員に

会うことが目的ということでした。 

東北師範大学大学院ではスポーツ社会学を専攻

し、修士論文では「大学生のスポーツ活動に関す

る日中比較」をテーマに研究しているそうで、大

学生の実態を調査するために、東北に所在する大

学にもアンケート調査協力の依頼を進めていると

いうことでした。 

向井さんは修了を今年7月に控えていますが、

修了を1年間先延ばすことも真剣に考えているそ

うです。その理由は、国費留学が最長4年間まで

支援してくれることと、今以上に語学力を高めた

いとの想いがあるからだそうです。「修了を先延

ばしするかは決断できていないので、修了できる

よう修士論文は進めていきます。」と話していま

した。そして後輩に向けてのメッセージとして、

「海外で生活するだけでも得るものがあります

し、接する人、文化が違えば考え方も違ってきま

す。国費留学はお金がかからないですし、長期留

学できるのは国費ならではです。私にとっても自

分を見つめなおせた3年間となりました。今年9月

入学予定の国費留学生の募集に対して東北師範大

学だけ決まっていないと聞きました。学生の皆さ

んには是非、興味を持って参加してもらいたいと

思っています」と話してくれました。 

※朴澤学長・日野臨時職員と共に  

郷野茂さん オルデンブルク大学（ドイツ）に1年間の留学 
～国際交流協定締結後初の交流事業～ 

 郷野 茂
ごうの しげる

さん（体育学科2年／宮城野高校卒）

が4月から本学と国際交流協定を締結しているド

イツ・オルデンブルク大学へ1年間留学すること

となりました。オルデンブルク大学と本学は平

成22年2月に国際交流協定を締結し、教育・研究

や活発な学生間交流を検討してきました。今回

の郷野さんの留学が本格的な初めての交流とな

ります。郷野さんは本学入学前から海外留学に

興味を持っており、2010年8月に本学が行った4

週間のフィンランド短期留学に参加したこと

で、更に長期海外留学の希望を強めたそうで

す。昨年10月に小松恵一教授より「仙台大学か

ら初めてのドイツ留学をしてみないか」との話

しを聞いて、「仙台大学で初」という言葉に心

打たれて留学を決意したそうです。オルデンブ

ルク大学では人間・社会科学部の体育学科に所

属するそうで、留学期間は4月から1年間。3月9

日に出国し、約1ヶ月間のドイツ語集中講座が組

まれています。 

 

郷野 茂さん（体育2年） 

「留学を決めてから週に1度は小松恵一先生のと

ころで1時間半～2時間、ドイツ語を教えていた

だいています。ドイツ語の難しいところは、英

語よりも文法が細かく、文法を理解していない

と辞書を引くことすらできないところです。言

葉も含め不安もありますが、今回の留学を経て

母語・英語・ドイツ語の3ヶ国語が話せるように

なれれば自分自身の能力としてプラスだと思い

ますし、将来が楽しくなるのではないかと考え

ています。ドイツだけでなく様々な国の方とも

交流してこようと思います。」 
 
 

※郷野さんと小松教授  
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柴田町との連絡会議開催 

2月16日（木）に本学第5体育館大会議室にお

いて柴田町と仙台大学との連絡会議が開催さ

れ、滝口町長をはじめとする柴田町役場の方々

及び、朴澤学長をはじめとする本学関係教職員

あわせて約50名が出席しました。連絡会議の開

催は3年ぶりで、柴田町からは東日本大震災に係

る被害の概要と町の対応、また、平成24年度の

主な事業等について報告がありました。朴澤学

長からは中教審スポーツ・青少年分科会から今

年1月30日に出された「スポーツ基本計画の策定

について（中間報告）」をもとにスポーツ都市

を宣言している柴田町に対して資料が示され、

スポーツ基本計画の策定についての要請がなさ

れました。 

昼食には運動栄養学科学生が考案し、調理さ

れた入学式でも配布されている「美味しばた！

はなまる弁当♪」が出され、好評でした。 

 2月10日(金)E301教室において平成23年度修士

論文最終発表会が開催されました。 

発表者はいずれも2年コースの修了予定者です。 

今年度の発表者は以下表のとおり（写真は吉川麻

衣さん）。 

大学院の先生方からの活発な質疑応答がなされ、

丸山研究科長からの総評をいただき今年度の発表

会が終了しました。 

平成23年度 修士論文最終発表会 

侍   政 中国上海市盧湾区の老養院におけるサービスの現状と課題 

趙  倩頴 
中国における体育・スポーツ政策の成果と課題 

―｢陽光体育運動｣に着目して― 

楊  兆淇 瀋陽市高齢者スポーツの現状と課題 

徐  一文 
新制度派経済学の理論に基づくプロ野球リーグの組織構造の効率性の分析 

― 日中プロ野球リーグを対象として ― 

戴   璐 太極柔力球実施者の特性に関する日中比較研究 

張   坤 体育学習における「ニュースポーツ」の取り扱いに関する研究 

吉川 麻衣 
「運動嫌い」「体育嫌い」の実態と発生要因に関する研究 

―小学生･中学生･高校生における｢運動嫌い｣と｢体育嫌い｣の関連性に着目して― 

稲福 貴史 
中央競技団体の国際競技力向上を目的とした情報戦略活動の枠組みに関する 

一考察 

中津 範洋 
幼児の自然体験活動の教育的意義に関する研究 

―発生論的運動学の立場から― 

鈴木 良太 跳馬における踏切技術に関する伝承論的研究 

加藤 尚人 ラグビーにおけるスクラムからの攻撃戦術に関する研究 

村上 雄大 ミニバスケットボールにおけるミスプレイの構造分析 

藤田 雅士 経穴刺激機能付加スポーツ用タイツの着用が疲労軽減及び疲労回復に与える影響 

※写真提供：大学院事務室吉田課長 
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大崎市立鬼首小学校でスキー指導 
～大崎市教育委員会との連携事業～ 

 1月27日（金）と2月2日（木）の両日、オニコ
ウベスキー場で鬼首小学校の授業の一環で全校

生徒（約30名）が参加するクロスカントリー教

室が実施され、藤井久雄教授と学生ボランティ

ア有志6名がスキー指導を行いました。これは今

年1月に締結した大崎市教育委員会と本学の連携

事業の一環で、全校をあげてスキー活動（クロ

スカントリー、アルペン）に力を入れている鬼

首小学校の児童に対して、体育を学んでいる本

学学生が指導したものです。学生にとっても児

童と接する有意義な経験となったようで、ボラ

ンティアを行った小出 未来
こいで みらい

さん(健康福祉学科1

年)は 、「このボランティアに参加したのは実

際の教育現場を体験できると思ったからです。

鬼首小学校の児童、先生方にあたたかく迎え入

れていただき、教員志望の私にとってはとても

貴重な経験となりました。来年もぜひ参加した

いです。」と話しています。 

 

[参加した学生] 

小笠原 沙織
おがさわら さおり

さん(体育4年) 

小出 未来
こいで みらい

さん (健康福祉1年) 

余語 武
よご たける

さん  (健康福祉4年) 

横山 宗平
よこやま しゅうへい

さん (健康福祉4年) 

沼倉 歩美
ぬまくら あゆみ

さん (健康福祉4年) 

伊藤 由佳
いとう ゆか

さん (健康福祉4年) 

※写真提供：学生支援室 

市民公開講座「講座仙台学」で高成田教授が講演 

※写真提供：坂根教授（生涯学習センター長）  

学都仙台コンソーシアム「復興大学」事業で

ある市民公開講座「講座仙台学」が東北工業大

学一番町ロビー4階ホールほかを会場にして

2/4、2/18、2/25、3/3の4日間（8講座）開講され、
18日の講座では高成田教授が「復興計画と現場と
のギャップ」という題で講演しました。東日本大

震災復興構想会議委員を務めた高成田教授の講座

は定員を大きく上回る60名の方々に聴講いただき
ました。講演終了後も震災からの復興についての

質問が多く出たため終了予定時間を大幅に超過し

ましたが、高成田教授は質問に対して丁寧に答え

ていました。 
なお、今年で9年目を迎えた市民公開講座「講
座仙台学」は、仙台の都市としての個性、魅力を

多彩な学問分野の成果によって紹介しており、今

年度は学都仙台コンソーシアム「復興大学」事業

の一環として、学都仙台コンソーシアムの加盟機

関がそれぞれの専門性や特色を活かし独自の視点

で出講しています。 
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 2月21日（火）、22日（水）、本学を会場に宮
城県認知症グループホーム協議会「南ブロック

合同研修会」が開催され、2日間で延べ64名の参

加がありました。はじめに行われた講義では、

岩田講師から「高齢期の食と栄養」と題して、

高齢期の食に関する機能の生理的特徴や調理す

る上での注意点等について話があった後、津吉

講師から調理実習で使用する軟菜食の献立につ

いて説明がありました。そして、1グループ3～4

名ごとに、運動栄養学科の新助手や学生が受講

生のサポートに加わり、軟菜食の調理実習が行

われました。実習後に行われたディスカッショ

ンでは受講生から「食材の切り方の工夫やご飯

をお粥で代替する場合の

エネルギー摂取量の比較

により、高齢者の栄養摂

取について理解が深まり

たいへん勉強になった」

などの意見が出るなど、

有意義な講習会となった

ようです。 

宮城県認知症グループホーム協議会 南ブロック合同研修会 

※写真提供：菊地志織新助手 

瀬戸川彩友さんが全日本学生スノーボード選手権スノーボードクロス

の部で準優勝 

 2月9日（木）に長野県Ｘ－ＪＡＭ高井富士ス

キー場で行われた学生大会「全日本学生スノー

ボード選手権スノーボードクロスの部」におい

て、スノーボード同好会の瀬戸川彩
あ

友
ゆ

さん（運

動栄養学科2年）が準優勝しました。スノーボー

ドクロス競技は、4人の選手が同時にスタート

し、コースに設置された様々な障害物をクリア

しながらスピードを競うことから「雪上のモト

クロス」といわれ、オリンピックでは2006年ト

リノ五輪から正式種目となっています。北海道

出身の瀬戸川さんは小学生の頃から趣味の一つ

としてスノーボードを楽しんでいたそうです

が、今シーズンから大会に参加することを決意

し、授業の合間をみて週に2、3度スキー場に

通って練習に励んでいたそうです。2大会目で表

彰台という結果を出せたことについて瀬戸川さ

んも満足しているようで、さらに闘志をみせて

います。 

瀬戸川彩友さん（運動栄養2年） 

「スノーボードクロスは4選手が

狭いコースを近距離で滑るの

で、接触して転ぶことも多く、

ゴール前で3選手が転倒して最下

位を走っていた選手がトップに

なることもあるスリリングな競

技です。他の選手と競り合いながら勝敗を決す

るのが一番の魅力だと感じています。今大会で

は決勝を含め4レース滑りましたが、勝ち進むに

つれて選手のレベルが均衡してくるため駆け引

きも必要となってきます。大会に出たことで、

これまで以上にこの競技に魅力を感じ、練習に

も打ち込むことができています。今大会で2位に

なったことで3月8日に開催される第30回JSBA全

日本スノーボード選手権大会への出場権を得る

ことができました。この大会は国内大会で結果

を残したトップ選手だけが集う非常にレベルが

高い大会です。競技をはじめて間もない私が日

本のトップ選手と競うのはおこがましいです

が、出場するからには1つでも多く勝ち進めるよ

う全力を尽くしたいと思います。」 

 

  

同大会に出場した若生奈歩さん（運動栄養2年：右）と共に  
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2月18日にアメリカ・カリフォルニア州のスタン
フォード大学が主催する「Stanford Open」が開
催され、日本体操協会の男子U-21強化指定選手
である吉本日月さん（体育学科1年）が日本チー
ムの優勝に大きく貢献しました。本人も「初め

ての海外での試合でしたが、海外初体験という

ことだけでなく、国内の大学のトップ選手と

チームを組んで試合をできた

ことが大きな経験となりまし

た」と話しています。 
吉本さんは兵庫県出身。2
才から体操を習い始め、高校

は明成高に進学。兵庫から明

成高への進学理由は高校から

大学屈指の強豪である仙台大

学の学生と共に練習できる環

境が魅力だったそうです。高

校2年の時には全日本ジュニアで結果を残して
ジュニアナショナル強化指定選手となり、本学

入学後もインカレでの活躍によりU-21強化指定
選手となっています。体操競技部の鈴木良太監

督が「体操選手の中では長身で体線が綺麗な選

手」と話すように、生まれ持ったダイナミック

な演技でチームの大黒柱となることが期待され

ている選手です。今後の目標を聞くと「大学で

はインカレ優勝。将来はナショナル強化指定選

手となり、世界選手権・オリンピックで活躍し

たい」と話しています。今後の活躍に期待がか

かります。 

体操のスタンフォード・オープン 日本チーム優勝に貢献 
～体操U-21強化指定選手 吉本日月さん～ 

※写真提供：鈴木良太新助手 

障害者スポーツサポート研究部Co-Act.がボッチャ大会開催 
～ボッチャを通して障害者と健常者の交流を図る～ 

 2月12日（日）に第5体育館を会場にして障害

者スポーツサポート研究部Co-Act.が主催する

「第30回Co-Aピック ボッチャ競技大会」が開催

され、競技参加者や施設の担当者、約150名の参

加をいただきました。このイベントは日頃から

障害者スポーツの普及・サポート活動等を行っ

ているCo-Act.が毎年2月に開催しているもの

で、パラリンピックの正式種目になっている

ボッチャ競技を通して、障害者と健常者の交流

を図っているものです。特に今年は、東日本大

震災による施設被害により、障害者スポーツを

行う場所の不足という問題が深刻化していたた

め、障害者スポーツの機会提供も大きな念頭の

一つにし、今まで以上に多くの方々へ参加を呼

びかけた結果、例年よりも多くのご参加を得ま

した。大会運営ではボランティアとして本学12

名、東北福祉大14名、宮城教育大3名、東北学院

大1名の協力をいただき、部員合わせて総勢50人

体制で円滑に実施しました。施設面において

も、ボッチャ競技の正規なコート面積よりも小

さいコート4面だけしか作ることができなかった

第1体育館から第5体育館に変更したことで、正

規面積のコート12面取ることができ、時間にゆ

とりを持ち、参加者も伸び伸びとプレーするこ

とができたそうです。 

 

実行委員長の横山宗平さん（健康福祉4年） 
「今大会ではロンドンパラリンピックへの出場

を目指して真剣に競技に取り組んでいる方にも

参加いただくことができ、他の参加者はその方

から刺激を受けているよ

うでした。また、福島県

ボッチャ協会の方にボッ

チャの事前講習をしてい

ただけるなど、来年に向

けても良きステップにな

りました。」 
※写真提供：Co-Act. 
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東日本大震災から1年・・・ 

 未曽有の大震災から1年が経った2012年3月11日(日)14時46分、昨

年建立した慰霊碑の前に教職員が集結し、大震災の犠牲となった

多くの方々に向けて黙祷を捧げました。その後、志半ばで津波の

犠牲となった本学学生3名の名前が刻まれた慰霊碑に献花と焼香を

行いご冥福をお祈りしました。 
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平成23年度 仙台大学卒業式 

 3月17日（土）に第5体育館において仙台大学卒

業式「第42回体育学部卒業証書・学位記授与式並

びに第13回大学院学位記授与式」を挙行し、体育

学部510名（体育学科292名、健康福祉学科110

名、運動栄養学科71名、スポーツ情報マスメ

ディア学科35名、台東大学とのダブルディグ

リー制2名）と大学院13名が学び舎を巣立ちま

した。今年はダブルディグリー制度で初めて

本学の学位を取得した台東大学（台湾）の学

生2名にも学位記が授与されました。 

＜総代＞ 

体育学科        白井雅子 

健康福祉学科      横山宗平 

運動栄養学科      沢田章太 

ｽﾎﾟｰﾂ情報ﾏｽﾒﾃﾞｨｱ学科  遠藤美郷 

ダブルディグリー制   劉 姿伶 

大学院         藤田雅士 

学長賞 

 
スポーツ功労賞(個人) 

 
文化功労賞 

 
日本介護福祉士養成施設協会会長賞 

 
全国栄養士養成施設協会会長賞 

 

西村光生 

漕艇部 

宗像 陸 

体操競技部 遠藤 光 石原 大 

小笠原沙織 佐藤 亘 

庄司文哉 佐藤世弥 

サッカー部 

入野谷圭太 森田光弥 

吉良朋恵 奥埜博亮 

小倉啓吾 引地敏生 

谷藤祐貴 
B.L.S部 

平野洋輔 

松本紳司 草刈大地 

細川沙智 柔道部   

小山真男 トライアスロン部 

宮原尚子   

兼子貴江 柔道部 

菊池舞美   

吉田朝美 学友会 

田村翔平 健康福祉学科 

平 沙知 運動栄養学科 

避難訓練を実施 

 卒業式の前日3月16日には東日本大震災

を想定した避難訓練を行い、万が一の事態

に備えて避難経路や教職員の誘導方針の確

認が行われました。 

幸い、卒業式では地震もなく、滞りなく式

は終了しましたが、今後も教職員が災害へ

の危機管理意識を高く持ち、安全な大学運

営を図っていく所存です。 
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退任される先生方による最終講義 

 3月8日（木）にB

棟300教室において

今年度で退任される

先生方による最終講

義（主管：学術会運

営部会）が開催さ

れ、横川和幸教授、

佐伯洋昌教授、宍戸

勇教授の順にご登壇いただきました。 
 

本学3回生でもある横川教授からは｢Sprinting｣

と題して、仙台大学の思い出とともに走るという

基礎運動が陸上競技

以外のスポーツにも

必要であることやこ

れまでの研究結果が

紹介されました。 

 

 永年にわたって

小・中学校教諭、中

学校校長を務められ

た後、本学で10年間教鞭をとられた佐伯教授か

らは「10年ひと昔」と題して、道徳教育の重要

性と、教員を目指す学生に向けて仙台大学の諸

先輩方が築いてこられた教育現場での信頼と実

績に自信を持ち、良い教員になってほしいとの

メッセージが送られました。 

 

 仙台大学開学2年目から永年にわたって本学で

教鞭をとられた宍戸教授からは「脚下照顧」と

題して仙台大学の開学当時からの思い出を写真

とともに振り返った後、脚下照顧という言葉を

念頭に自分の足元をしっかり見るように学生に

指導してきたことが語

られました。 

 会場には教職員・学

生合わせて約150名が

聴講し、講演後には先

生方に学生代表者およ

びサークルの代表者か

ら花束が贈呈されまし

た。 

 

平成23年度学生表彰  
 3月5日(月)にKMCH大会議室において平成23年度

学生表彰が行われ、スポーツ競技において国際大会

出場または全国ベスト8以上の功績をあげた学生に

対してスポーツ功労賞が贈られました。 

 

 

 

 

 

※写真提供：学生課  

スポーツ功労賞(個人) 

 
スポーツ功労賞(団体) 

 

渡辺瑞基 

B.L.S部 

スケルトンアメリカズカップ第2戦 第5位 

菊地貴志 スケルトンアメリカズカップ第1戦 第17位 

米倉理絵 スケルトンアメリカズカップ第1戦 第4位 

小林真衣 スケルトンアメリカズカップ第2戦 第10位 

三上大輝 ボブスレーアメリカズカップ第4戦 第11位 

山本収一 体操競技部 全日本学生体操競技選手権 跳馬第3位 

松岡 真 漕艇部 世界ジュニア選手権 男子軽量級舵手なしｸｫﾄﾞﾙﾌﾟﾙ第21位 

漕艇部 全日本大学ボート選手権男子エイト第2位 他 

新体操競技部 全日本学生新体操選手権団体総合5位 他 

サッカー部 全日本大学サッカー選手権ベスト8 他 

体操競技部 全日本学生体操競技選手権団体総合4位 他 

アメリカンフットボール部 全日本大学アメリカンフットボール選手権ベスト4 
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「グローバル・スポーツキャリアカンファレンス 2012 in Sendai」を開催 

＝仙台大学スポーツキャリア大学院プログラム＝ 

 仙台大学大学院は2012年3月19日、日本の

トップコーチやトップアスリートの「デュアル

キャリア」を考える「グローバル・スポーツ

キャリアカンファレンス 2012 in Sendai」を

フォレスト仙台にて開催しました。 

 このカンファレンスは、文部科学省の委託事

業「競技者・指導者等のスポーツキャリア形成

支援事業における『スポーツキャリア大学院プ

ログラム』」の一環として開催されたもので、

日本のトップコーチやトップアスリートのパ

フォーマンス・パスウェイ（国際競技力向上を

指向する継続的な営み）におけるデュアルキャ

リア（高いレベルでのスポーツと将来に備える

ための高等教育の両方の追求）の在り方につい

て、情報共有や意見交換が行われました。 

 

欧州で主要政策課題となっている「デュアル

キャリア」 

 第１部では、「デュアルキャリア」という考

え方の発祥の地である欧州の動向や事例につい

て、ロンドンに駐在して我が国のスポーツの推

進に関わる情報収集や現地関係者とのコミュニ

ケーションを行っている日本スポーツ振興セン

ター（NAASH）国立スポーツ科学センターの中

村宏美氏から、英国におけるデュアルキャリア

に関する取り組みや、欧州連合（EU）における

デュアルキャリア推進の背景について情報提供

をいただきました。 

 英国では2003年にTASS（Talented Athlete 

Scholarship Scheme）という公的機関が設立さ

れ、2012年ロンドンオリンピックに向けて発

掘・育成・強化されるアスリートが、ロンドン

大会で活躍するだけではなく適切に将来への選

択肢を持ちうるように、各競技団体や11の拠点

大学等との連携を図りながら、エリートトレー

ニングと学生生活の両方をサポートしているこ

とが紹介されました。またエリートアスリート

のデュアルキャリ

アは欧州委員会

（EC）の主要政策

課題の一つとなっ

ていることも報告

されました。 

 

 

YOGを通して考える、次ステージへの「レディ

ネス（準備）」 

 第２部では、「デュアルキャリア」を支援

するスポーツキャリア大学院プログラムの具

体的な形を検討する上での主要テーマである

「グローバルに活躍する人材の次ステージへ

の『レディネス（準備）』」とは何かについ

て、海外調査報告とディスカッションを行な

いました。 

 2012年1月にオーストリアのインスブルック

で開催された第１回ユースオリンピック冬季

競技大会（YOG）を現地視察した松井陽子氏

（日本オリンピック委員会）や岡田成弘先生

（本学助教）から、14歳から18歳を対象とし

た国際総合競技大会の新たな取り組みである

「文化・教育プログラム（CEP）」について報

告。国際オリンピック委員会（IOC）がCEPの

コンセプトやプログラムを通じて、オリン

ピックへの参加が期待される若いアスリート

が将来、各国を代表するロールモデルとして

どのような素養や知識・能力を獲得してほし

いと考えているか、またその狙いに対して、

参加をしたアスリートたちがどのようにそれ

を受け止めたかなどの情報や課題が共有され

ました。その上で、粟木一博先生（本学教

授）のコーディネートにより、そこから考え

る「レディネス（準備）」のあるべき姿とそ

れを満たすための大学院プログラムのあり方

が検討され、今後に向けた一つの方向性が導

きだされました。 
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競技をしながら学ぶことのはざまにある 

「不安」と「挑戦」 

 第３部の「トップコーチ＆アスリート談義」

では、ここまでに検討されたことを踏まえて、

スポーツキャリア大学院プログラムの対象とな

るトップコーチやトップアスリートに参加をし

ていただき、自身のキャリア形成に関わる現状

や置かれた状況や意識、これま 

でに関わる現状や置かれた状況や意識、これま

でに取り組んできたこと、今後挑戦していこう

と考えていること、そして本学スポーツキャリ

ア大学院に期待することなどについて、フェン

シングのオリンピアンである池田めぐみさんの

コーディネートで自由に談義していただきまし

た。 

 このセッションには、この春に本学大学院へ

入学を予定しているスキーフリースタイル・エ

アリアル競技のトップアスリートである南隆徳

さんも参加しており、2014年ソチ冬季オリン

ピックを目指しながら大学院へ進学しようと

思った理由が語られました。「トップレベルで

競技をしながら学ぶことは、きっと自分のパ

フォーマンスに良い影響を与えてくれるんじゃ

ないかと思う」という言葉からは、不安ながら

も新たな挑戦をしていこうとするアスリートと

しての気概が感じられました。 

 本学はスポーツキャリア大学院プログラムの

成果の一つとして学則に「長期履修学生制度」

を新設。南選手は本制度を利用して４年間の計

画でデュアルキャリアのプログラムを実践して

いく予定となっています。 

 なお、本セッションには、第２部で紹介され

たYOGに、IOCの被災地支援「"TSUBASA"プロ

ジェクト」の一員として招待され、各国から

の参加者とともに「文化・教育プログラム」

を体験した宮城県の３名の中学生や、本学の

タレント発掘・育成プロジェクトである「伊

達なSPORT PROJECT」で発掘・育成されYOGに

参加した柴田高校の３名

もゲスト参加。YOGでの経

験や今後の自身のキャリ

アについて、中高生の目

線から思いの丈を述べて

くれました。 

 

いよいよ始動＝仙台大学スポーツキャリア大

学院プログラム 

 仙台大学大学院は、このカンファレンスで

新たに得られた知見や参加者の皆様からのご

意見やご提案を踏まえ、来年度から本格的に

始動するスポーツキャリア大学院プログラム

が日本のトップコーチやトップアスリートの

次のステージへの「レディネス（準備）」を

支えるプログラムになるよう準備を進めてい

きます。 

 昨年度の活動報告は、仙台大学ウェブサイ

ト http://www.sendaidaigaku.jp/ からご覧

いただけます。またカンファレンスの様子

（写真）やレポートについては、スポーツ

キャリア大学院プログラムのfacebookページ 

http://ow.ly/9VekT でも順次公開していきま

すのでぜひアクセスしてください！ 

 

           報告 阿部篤志講師 

「グローバル・スポーツキャリアカンファレンス 2012 in Sendai」プログラム 

 

Session 1「パフォーマンス・パスウェイとデュアルキャリアの国際動向」 

 中村 宏美氏 独立行政法人日本スポーツ振興センター（NAASH）ロンドン事務所駐在 

        国立スポーツ科学センター（JISS）スポーツ情報研究部 研究員 

Session 2「グローバルに活躍する人材の次ステージへの『レディネス』とは」 

 松井 陽子氏 公益財団法人日本オリンピック委員会（JOC）拠点ネットワーク・ 

        情報戦略事業 タレント発掘・育成支援 アシスタントディレクター 

 粟木 一博  仙台大学教授、スポーツキャリア大学院プログラム開発プロジェクトメンバー 

 岡田 成弘  仙台大学助教、同上 

Session 3「トップコーチ＆アスリート談義」 

 東野 智弥氏 バスケットボール男子日本代表アシスタントコーチ 

 池田めぐみ氏 オリンピアン、財団法人山形県体育協会スポーツ技術員、JADAアスリート委員 

 南  隆徳氏 スキーフリースタイル・エアリアルナショナルチーム 

 「伊達なSPORT PROJECT」佐藤弾さん、野倉大貴さん、安藤早紀さん（柴田高校２年） 

 「“TSUBASA”IOCサポートプロジェクト」佐藤奈々子さん（宮城教育大学付属中3年） 

                    伊藤翠空さん（富谷町立富谷第二中2年） 

                    藤井香乃さん（宮城学院中2年） 
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文部科学省委託事業平成23年度学びを通じた被災地の地域コミュニティ

再生支援事業（スポーツ・レクリエーション活動の支援） 

現在、仙台大学は文部科学省委託事業平成23年

度学びを通じた被災地の地域コミュニティ再生支

援事業（スポーツ・レクリエーション活動の支

援）宮城県実行委員会（仙台大学、宮城県教育委

員会、宮城県体育協会、宮城県レクリエーション

協会）の中核団体として支援活動を行っています

（委員長：丸山富雄教授・大学院研究科長）。 

仙台大学を中心とした実行委員会では、「地域

にスポーツ活動の企画・立案等に従事する人材を

配置し、スポーツ・レクリエーションによる交流

を通じて住民一人ひとりの心身の健康及び体力の

保持増進に資する取組を支援するとともに、地域

コミュニティの再生を図る」の趣旨の下、石巻

市、富谷町、七ヶ浜町、多賀城市、名取市、気仙

沼市、角田市、女川町、亘理町、山元町の総合型

地域スポーツクラブやス

ポーツ団体に対して、経

費・人材・プログラム・

ノウハウ等の支援を行っ

ています。 

 今回事業の対象となっ

ている地域では、津波被

害や仮設住宅の建設等で体育・スポーツ施設が

十分ではなく、また地域から一歩外に出た活動

をしたいという要望もあり、現地に入って行う

支援活動以外にも、仙台大学のキャンパスを活

用した支援事業も行っています。 

 3月14日（水）には女川町、18日（日）には角

田市、20日（火）には亘理町と気仙沼市から多

くの地域住民の方を大学にお招きし、スポー

ツ・レクリエーション活動を行うなど心身とも

にリフレッシュしていただきました。 

 参加した方々からは、「バスにのって久しぶ

りに外の景色を楽しむことができた」「専門的

な指導をしていただいて良かった」「親子で行

うレクリエーション活動が楽しかった」「施設

が立派でびっくりした」等々の感想をいただき

ました。 

 この事業は、被災地支援として国の平成23年

度第3次補正予算によって成立した事業であり、

1月から3月の短期間で実施する事業となってい

ます。なおこの事業は、平成24年度も継続して

実施される予定です。 

   報告：馬場宏輝准教授 

   （スポーツマネジメント・コース主任、 

    宮城県実行委員会副委員長） 

 

陸上自衛隊船岡駐屯地より感謝状 

3月28日(水)、陸上自衛隊第二施設団長兼船岡駐屯地

司令の秋山淳陸将補が学長室を訪れ、朴澤学長に感謝

状と記念楯が贈呈されました。 

今回の感謝状は自衛隊の使命に深い理解を示し、防

衛基盤の育成への尽力と、駐屯地の各種行事に対し積

極的な支援を行い充実発展に貢献したことと、東日本

大震災に際して被災した隊員家族に避難場所を提供し

た行動に対して贈られたものです。 
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学生2名が文部科学省にインターンシップ 

 学生2名が文部科学省の平成23年度春期イン

ターンシップ実習（2月13日～24日）に参加しま

した。文部科学省でのインターンシップ（就業体

験）受入れは平成11年度からはじまり、平成14年

度からは春期と夏期の年2度実施されています

が、本学学生が参加するのは初めてのことです。

参加したのは、伊藤ありささん(スポーツ情報マ

スメディア学科3年)と猪狩薫さん(体育学科2年)で

す。国立スポーツ科学センターや味の素ナショナ

ルトレーニングセンターなどスポーツの現場への

就職を希望している伊藤さんはスポーツ・青少年

局競技スポーツ課、日本体育協会への就職を希望

している猪狩さんはスポーツ青少年局スポーツ・

青少年企画課／体育参事官での職務体験を行いま

した。 

2人はインターンシップ期間中、仙台大学東京

事務所に宿泊しながら活動しました。東京事務所

では学生が東京で就職の活動拠点としての、学生

の学習スペースとしてパソコン数台も用意してい

ます。セキュリティー等の関係で東京事務所への

出入りは事前連絡が必要となりますが、都市部で

の活動拠点には最適な場所にありますので、教

職員の皆様には学生への周知をお願い致しま

す。 

 

伊藤ありささん(スポーツ情報マスメディア学科

3年／古川黎明高卒) 

 文部科学省のインターンシップに参加したの

は、文部科学省の事業の一つであるタレント発

掘事業に関わっていることもあり、文部科学省

の仕事に興味を持っていたからです。特にス

ポーツ・青少年局競技スポーツ課は国際的な競

技力向上に関わる部署で、オリンピックでのメ

ダル獲得も大きな目的としています。そのよう

な現場で学べたことは大きな経験となりまし

た。このインターンシップを経て、自分は日本

のスポーツの最前線で仕事がしたいのだと強く

思うことができました。 

 

猪狩 薫さん(体育学科2年／桜の聖母学院高卒) 

 スポーツ青少年局スポーツ・青少年企画課は

会議の企画、会場の設置や準備、武道教育必修

化等に伴う問い合わせも多く入っていました。

インターンシップの仕事内容は毎日が新鮮で、

子どもの体力低下が叫ばれる現在、こういうと

ころが支えているのだと実感することができま

した。今回のインターンシップを通して、パソ

コンの知識の必要性を感じたとともに行政を

もっと学びたいと思いました。今回、東京事務

所を拠点に活動させていただきましたが、とて

も快適に過ごすことができました。東京で就職

活動する他の学生も利用すべきだと思います。  
 

学校支援ボランティア感謝状贈呈式 

 3月16日(金)に第5体育館大会議室に

おいて学校支援ボランティア感謝状贈

呈式が行われ、小・中学校で学習支援

や部活動支援を行った学生に対して教

育委員会の担当者の方より感謝状が贈

呈されました。今年度は仙台市教育委

員会15名、岩沼市教育委員会24名、柴

田町15名、そして今年度提携を結んだ

大崎市教育委員会から6名の学生が感

謝状を授与されました。 

 

写真提供：学生支援室 
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第7回 健康福祉研究会 
～災害時における健康づくりと大学の役割～ 

 3月9日(金)に仙台ガーデンパレスにおいて第7

回健康福祉研究会が開催されました。健康福祉研

究会は健康福祉学科の学生、卒業生、教員および

関連の方々の学習研さんの場として毎年開催され

ています。今回は昨年発生した東日本大震災を受

けて、「災害時における健康づくりと大学の役

割」をテーマに行われ、約200名が参加して理解

を深めました。 

 研究会でははじめに仙台大学災害ボランティア

活動の事務局の中心を担った山谷教授より、本学

が行った災害ボランティア活動の取組みが紹介さ

れた後、介護福祉士養成課程を専攻している健康

福祉学科の学生と、健康づくり運動サポーターの

学生から詳細な活動報告がなされました。 

 

その後、健康福祉学科4回生で

七ヶ浜町社会福祉協議会の小野

哲氏より、七ヶ浜町の被害状況

や社会福祉協議会が行った災害

ボランティアセンターでの活動

内容等が紹介され、「被災者と

住民との交流の場を作ることが

大事」などとの話が発表されまし

た。 

 最後に特別講演として、美里町社会福祉協議

会地域福祉係長の浅野恵美氏から、「地域の健

康づくりと仙台大学の役割 災害ボランティアの

視点もふまえて」のお話をいただきました。浅

野氏は美里町が本学協力のもと開催している

「みさと元気塾」を担当しているご縁から、避

難所等についての相談が橋本教授に寄せられこ

とから本学が美里町や女川町でエコノミークラ

ス症候群予防体操指導に携わることになった経

緯があります。講演では、東日本大震災を教訓

に、世代を超えた他業種、多種多様なネット

ワークづくりを構築していくことの大切さや、

地域の自治力や福祉力を高め、地域ぐるみで一

人ひとりの自立生活を支え、助け合える力を高

めていくことの必要性を強調されました。 

 

 

小野哲氏 

健康づくり運動サポーター認定証書授与式 

3月16日(金)にC201教室において健康づくり運

動サポーター認定証書授与式が執り行われ、取

得者一人ひとりに朴澤学長から認定証書が授与

されました。今回認定されたのはベーシック

コース10名とアドバンスコース2名、上級コース

3名の合計15名で、健康福祉学科だけでなく他学

科の学生も大勢取得しました。健康づくり運動

サポーターは4月から東日本大震災で被災した亘

理町、美里町、女川町の避難所を回り、エコノ

ミークラス症候群予防体操指導を行い、避難所

が解散後は同町の仮設住宅での活動を毎週続け

ています。今後もこの活動の中心として活躍す

ることが期待されます。 



                                              Monthly Report  9 

 

エコノミークラス症候群予防体操指導に参加した学生に地域健康づくり

支援センターより災害ボランティア表彰 

 2月7－20日の日程でデンマーク研修が実施さ

れ、四釜千尋さんと三浦多輝美さん（共に健康福

祉学科2年）が参加しました。現地では高橋まゆ

み准教授と親交が深く、本学でもご講演いただい

たこともある日欧文化交流学院(ノーフュンホル

ケホイスコール)の千葉忠夫理事長にご尽力いた

だき、日欧文化交流学院に4日間、バーノップホ

ルケホイスコーレに10日間滞在し、他の留学生と

ともに寮生活を行いました。この間、リハビリセ

ンターや作業所、市庁舎、ロースンゴースン小学

校などの見学も行い、福祉先進国のすばらしい社

会に感動を覚えたようです。 

 

四釜千尋さん（健福2年／村田高卒） 

 高校でも介護福祉の勉強をしてきた

ので、ノーマライゼーションを提唱し

ているバンク・ミ・ケルセンに関心が

あり、デンマークは行ってみたい地で

した。デンマークでは介護する側もさ

れる側も一人ひとりが楽しんで自分が

できることを探して一生懸命活動して

おり、笑顔が溢れていたのが印象的でした。私も

障害者のボランティアを行っていますが、見習う

べき点がいくつもありました。 

また、デンマークでは寝たきり老人がほとんど

いません。これは、デンマークの病院では手術

後に在宅リハビリが基本で、入院期間は最長で

も６日しか取りません。手術の翌日にはリハビ

リをはじめるため筋力低下もせず、障害者の関

節が固まったりしない。これは介護する側に

とっても負担が少ないことにつながり、理想的

だと思いました。 

卒業後は特別支援学校教諭を志望しています

が、障害者の楽しい生活を支援できるように支

える。10人いれば10通りの幸せがあるので、

各々が考える楽しい生活を伝えてもらい、それ

を実現できるようにサポートしていきたいと感

じました。 

 

三浦多輝美さん（健福2年／宮城広瀬高卒） 

 高校の時にアメリカに2週間滞在し

たことがあるのですが、語学力不足

で現地の方とコミュニケーションが

取れなかった経験から再度、英語圏

に行きたいと思っていました。ま

た、卒業後は養護教諭を志望してい

るので、養護の基礎である介護の先進国であ

り、「幸せな国」と呼ばれるデンマークの教育

や社会を肌で感じたいと思い、今回の研修に参

加しました。 

今回の海外研修で印象的だったのは、デン

マークの教育は1つの答えを導くのではなく、

様々な考え方を創造させる教育だと感じまし

た。日本では１+１=２という答えだけですが、

デンマークでは他にも答えがあるのではないか

創造させるという教育をしているように感じま

した。私は子供たちの色々な考え方を尊重した

養護教諭になりたいと思うことができました。 

海外研修（デンマーク）に学生2名が参加  

3月16日（金）に災害ボランティアとして避難

所や仮設住宅でエコノミークラス症候群予防体操

指導を行った学生に対して地域健康づくり支援

センターより感謝状が贈られました。地域健康

づくり支援センターでは東日本大震災後に亘理

町、女川町、美里町の各避難所でエコノミーク

ラス症候群予防のために教職員と学生を派遣し

てきました。避難所閉鎖した現在も仮設住宅で

の活動を継続しており、この活動は仮設住宅が

閉鎖されるまで行う予定です。 

今回の表彰は、授業や就職活動の合間をぬっ

て活動した学生に感謝を表したものです。な

お、多くの学生が積極的に活動に参加し、中に

は100回を超えて活動しました。 



                                              Monthly Report  10 

 

新入生対象“入学前交流セミナー”初開催 

3月29日（木）に平成24年度スポーツ情報マス

メディア学科、現代武道学科の入学予定者を対象

にした「入学前交流セミナー」がE棟3階の3教室

を使って開催されました。このセミナーは新入生

が有意義な学生生活を送るために必要な知識や心

構えを学ぶことと、新しい友人との交流を深める

ことを主目的として初めて開催されたものです。

参加は任意でしたが、7割を超える53名の参加が

ありました。セミナーは3部で構成され、セミ

ナー①では入試創職部の中房部長が講師を務

め、新入生同士が打ち解けるためのコミュニ

ケーションゲームが行われた後、大学生に求め

られる心構えなどについて説明がなされまし

た。その後、昼食をはさんでスポーツ情報マス

メディア学科と現代武道学科で教室を分け、学

科毎の趣向を凝らしたセミナーが行われまし

た。 

セミナーは9時30分～16時までと長時間でした

が、この一日で新入生同士がだいぶ打ち解けた

様子でした。4年間の

学生生活を充実した

ものにするための貴

重なセミナーとなっ

たことでしょう。 

 

消防訓練を実施 

 3月30日(金)柴田消防署の協力の下、消防訓練

を実施しました。今回の訓練は学生食堂から火の

手が上がったという想定で実施され、実際に119

番への通報も行いました。 

 本番さながらに火災消火班や避難誘導班、情報

連絡班がそれぞれの持ち場である火元や守衛室に

駆けつけ、その他の教職員は噴水前に避難しまし

た。全員避難後、柴田消防署員より消火器と消

火設備取扱いの説明があり、火災消火班が実際

に放水を体験しました。 

 最後に消防署員の方より通報する際の注意点

や放火されない環境づくりの徹底のアドバイス

がありました。 

 一番は火災を起こさないことですが、万が一

起きた場合の初期消火の徹底と迅速な避難誘導

等が求められます。 

写真の消防官署員は本学OBの田中大登さん 

（平成21年度運動栄養学科卒） 
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海外研修報告 

 コロラドに来てからあっという間に7ヶ月が過

ぎました。はじめは、研修先の研究所の進め方な

ど慣れないことが多く、戸惑いもありましたが、

スタッフのサポートもあり、すぐに研修に集中す

ることができました。しかし、それ以上に大変

だったのがコロラドでの生活環境を準備すること

でした。どんな手続きをするにも身分証明書（こ

ちらではソーシャルセキュリティーナンバー

（SSN）かアメリカでの運転免許証）の提示を求

められます。この身分証明書がないと手続きがで

きないこともあり、当然のことながら、コロラド

に来た当初はこれらの身分証明書はなく、SSNの

発行には少なくとも1ヶ月はかかるために（私は

3ヶ月かかりました）、色々な手続きに困難を要

し、およそ3ヶ月も生活環境を整えるのに時間が

かかりました。 

 さて、研修の近況ですが、現在、4月から8月ま

での期間に実施する研究プロジェクトがスタート

するところで、その実験方法の確認や準備等に取

り組んでいるところです。このプロジェクトは、

研究所内の施設で実施するのではなく、実験場所

を平地のオレゴン州と高地のボリビア（南米）に

移して実験を行います。したがって、研究者、測

定の機材や被験者がそれぞれの現地に移動し、実

験場所をセッティングして研究を行います。研究

所の研究スタッフは、実験そのものについての準

備を行うのは当然のことですが、他に、リサーチ

マネージャーが中心となり荷物の梱包や輸送、現

地までの交通、現地での宿泊や食事の手配、保険

加入、予防接種の準備

などをしております。

ただし、担当者だけが

理解して準備している

だけではなく、スタッ

フ全員でそれぞれの準

備状況を確認・把握し

ながら進めているとこ

ろです。 

 実験準備をする中で感じていることなのです

が、我々が使用する実験機材は年々発展してお

り、その機能性は多岐にわたっています。しか

しながら、今回の研修で改めて考えさせられる

ことは、昔ながらのオーソドックスな測定機材

や手法がいかに優れているかということを実感

しています。つまりは、誰でも簡単に使用する

ことが出来、機材にトラブルがあったとしても

問題を解決できること、そして、測定の精度も

非常に高いということです。勿論、近年の高性

能の機器も非常に魅力的なのですが、今回のプ

ロジェクト研究は、研究の場所を移動しての研

究となるために、これらのことをより強く実感

しております。 

 また、ここコロラドも徐々に春らしくなり、

多くの人がスポーツをする姿が見られるように

なってきました。アメリカのプロスポーツは、

野球、バスケットボール、フットボール、サッ

カー、アイスホッケーがありますが、ここコロ

ラドはすべての種目のプロチームがあり、ス

ポーツに関することには事欠かないところで

す。スポーツを通して、実際にスポーツをプ

レーして楽しむだけではなく、見て楽しむとい

うことも身近で感じることができ、あらため

て、スポーツの力を実感しております。 

 体育大学の教員として、自身の視野を広げて

いくためにも、

様々な視点からの

スポーツを知り、

研究、教育、地域

社会への活動の場

で活かせるように

したいと考えてお

ります。 

報告者；内丸仁（体育学科・講師）Jin Uchimaru, Ph. D. , Visiting Scholar 

研修機関；コロラド大学・高地研究センター         

          Altitude Research Center Department of Emergency Medicine 

          University of Colorado School of Medicine 

研修期間；2011年9月〜2013年3月 

研究所スタッフ 

低圧チャンバー内で 

予備実験風景（中央は研究

所のリーダー） 
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フィンランド・カヤーニ応用科学大学から３名の短期留学生が来訪 

 3月15日－4月5日の日程で、フィンランドのカヤーニ応用科学大学

からの留学生3名が本学を訪れています。同大学と本学は平成18年に

国際交流協定を結び、以後毎年、互いの学生を短期交換留学生とし

て受け入れています。滞在中は英語での講義やサークル活動に参加

するほか、学生同士の交流や日本文化体験、柴田町内の小中学校訪

問、被災地見学等のプログラムが実施されています。 

 

全国に拡がるコ・アクトの活動 

障害者スポーツサポート研究部Co-Act.(以下：

コ・アクト)は、自動車総連と（財）国際障害者

年記念ナイスハートふれあい基金が主催するから

の依頼により全国各地で開催される「ナイスハー

トふれあいスポーツ広場」の講師を務めていま

す。平成23年度は神奈川、大阪、茨城県など7府

県で活動し、今月7日に沖縄県で行われたイベン

トにも部員5名が参加しました。提供するのは部

員が考案したニュースポーツで、キンボールを

使った「キンボールリレー」やフライングディス

クを使った「巨大オセロ」などのオリジナルゲー

ムで会場を盛り上げました。イベントに参加する

毎に次のイベントにつながる反省点が出ているそ

うで、沖縄のイベントでは予想を上回る700名を

超す動員があったそうで、参加者を整列させる

だけでも苦労したそうで、限られた時間でどう

するのが効率的なのかをイベント終了後に時間

をかけて考えたそうです。「ナイスハートふれ

あいスポーツ広場」の活動を通して学ぶことは

多く、コ・アクトの日ごろの活動に生かせてい

るそうです。 

「ナイスハートふれあいスポーツ広場」の活動

は平成24年度増えることが見込まれており、5

月、6月の2か月だけでも既に4件の派遣が決まっ

ています。横山宗平さん(健康福祉4年)は「コ・

アクトの活動が全国に広がっているのは嬉しい

ことですが、支給される金

額によって派遣人数も限ら

れてしまいます。後輩たち

には部員全員が経験を積め

るように工夫して活動して

もらいたい。」と話してい

ます。 

 

＜沖縄県での活動に参加した学生＞ 

横山宗平さん（健康福祉学科4年） 

志賀亜梨沙さん（健康福祉学科3年） 

高橋 舞さん（健康福祉学科3年） 

神田晃伸さん（健康福祉学科3年） 

朝井寛輝さん（運動栄養学科3年） 
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柔道部の鈴木真佑さんが体重別国内最高峰の大会に出場 

柔道部の鈴木真佑さん(体育学科1年／京都文教

高卒)が5月12、13日に福岡国際センターで開催さ

れる「平成24年全日本選抜体重別選手権大会」女子

52㎏級に出場することが決まりました。この大会は

体重別の国内最高峰にあり各階級の選抜された8名

で杯を競います。今年に限っては

ロンドンオリンピック出場者を決

める最終選考もかかる大会です。

本学在学中にこの大会に出場する

のは、3年生で出場した田中美衣

選手(了徳寺学園職員)に次ぐ2人

目の快挙です。 

鈴木さんは田中美衣選手と学校は違いますが

滋賀県出身で京都府の高校を卒業して本学に進

学したという共通点があり、高校まで全国の舞

台で主だった成績を残せていないという点でも

似ています。しかし、南條和恵女子監督も「鈴

木は伸び代があるので田中選手と同じぐらい成

長する可能性を秘めた選手」と期待を寄せてい

ます。 

この大会の63㎏級にはロンドンオリンピック

出場を目指す田中選手も出場しますので、是非

ご注目ください。 

仲田直樹助教が2年連続で全日本選手権に出場 

写真提供：南條和恵監督 

細川優樹さん Vプレミアリーグでの活躍を誓う 

 細川優樹さん(平成23年3月体育学

科卒)が3月14日(水)に広報室に立ち

寄り、仙台大学のために色紙にサ

インを書いてくれました。この4年

間で多くの教職員の方々に支えて

いただいたおかげで卒業を迎える

ことができ、目標であったVプレミ

アリーグのチームに入団することができたことへ

の感謝の念を話していました。 

 既に12月から開幕したVプレミアリーグでは内

定選手としてチームの主力としてスタメンで出場

しており、既にチームの戦力として活躍していま

す。チームはプレミアリーグ全8チームで最下位

でしたが国内トップ選手との対戦を肌で経験でき

たようです。 

「12月からスタメンで出させてもらい、チーム

の代表として試合に出場できる嬉しさを実感す

ると同時に、責任を強く感じています。チーム

のためにセッターとのコンビネーションを合わ

せ、私の持ち味であるスパイクの精度を上げて

いきたいです。また、レセプションのレベルを

上げて、攻守のできる選手になりたいです。3月

31日、4月1日に行われるリーグ入れ替え戦

「チャレンジマッチ」で、つくばユナイテッド

Sun GAIAとプレミアリーグ残留を掛けて対戦し

ます。残留を決め、バレーボールのビッグタイ

トルである天皇杯、黒鷲旗で頑張りたいです」

と話してくれました。 

細川さんに大きく羽ばたいてもらいたいと願

うばかりです。なお、サイン色紙は広報室の

他、KMCH、運動栄養学科新助手研究室にも飾

られています。 

 

 4月29日に体重無差別で日本一を決する「平成

24年全日本選手権大会」が日本武道館で開催され、

仲田助教が東北地区代表として2年連続で出場しま

す。この大会は日本で最も歴史ある大会で、この大

会に出場することは、たいへん名誉あることです。 

4月15日には「第27回皇后盃全日本女子選手権大

会(会場：横浜文化体育館)」もあり、こちらには菊

池舞美さん（体育学科4年）と渡邉悠季さん（体育

学科３年）が出場します。あわせて、ご注目くださ

い。 

仲田助教 

今年も名誉あるこの大会へ参加

できることを光栄に思います。今

年は、東北予選の2週間前に怪我

をしてしまい、その時は腕も上が

らない状態でした。そして、実戦

の乱取練習を十分にこなせないま

ま試合を迎えたため多少の不安はありました。

しかし、今の代表選手は強行スケジュールで試

合をこなし、怪我も十分に治せないまま我慢強

く戦っていることを考えればこの程度で根を上

げるわけにはいきませんでした。 

 本大会は、日本武道館に一試合場しか設営さ

れないため会場全体が自分の柔道を見てくれま

す。自分にないものは出てきませんが、持って

いるものは全て畳においてきたいと思います。

仙台大学の学生にもいいところを見せたいと思

います。 

左：菊池舞美さん 

右：渡邉悠季さん 
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